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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……ここ、どこだ？」

　目を覚ますと、そこは見知らぬ場所だった。

　光が差し込む薄暗い部屋。その中心にあるベッドの上で、ズキズキする頭を押さえながら身体からだを起こす。

「えっと、なんで俺はここにいるんだっけ？」

　記憶を辿たどろうとするも、どうもはっきりしない。

　確か昨日は大学が終わってから友人と夜の街に繰り出し、しこたま酒を飲んで家に帰り、自分のベッドに倒れ込んだはず。

「……ならここはどこだ？」

　ベッドから足を下ろした所で、ふと目の前のテーブルに一枚の紙が置かれていることに気が付いた。

　手を伸ばし、そこに書いてあった文章に目を向ける。




《もしここから出たければ、映像の向こうにいる彼女たちにダンジョン攻略させること》




「？　なんだ？」

　未いまだに起きてこない思考では、どうにも理解できない内容に首を傾かしげながら、ふと光が差し込む大きな窓に目を向ける。

「……ん？」

　──だがすぐに、それが窓ではないことに気が付いた。

　壁一面に広がるのは、太陽の光が溢あふれる外の風景ではなかった。

　窓枠だと思った線の中には、それぞれまったく別々の情景が並んでいるのだ。

　縦四横四の計十六枚。一瞬、絵画が隙すき間まなく並んでいるのかと錯さつ覚かくしたが、そうではない。似た場所ばかりだが、それはここではない、どこか別の場所の様子だった。

「なんだ、これ？」

　見慣れないモノに戸と惑まどいながらもベッドから立ち上がり、改めて部屋の中を見渡す。

　狭い部屋だ。目につくのは、本が疎まばらに並んだスカスカの本棚。仕切りもなく部屋の隅に設置されているトイレ。あとは自分が横たわっていた中央のベッドと、メモが置いてあった奇妙なオブジェが乗っている小さな机くらい。上を見上げれば、なぜか天井が中心に向かって捻ねじり上あがっているという奇妙な形をしている。

　……それだけだった。

　ほんの少し周囲を見回しただけで、簡単に部屋中を見渡せてしまえる。

　それが今、自分のいる狭苦しい空間の全てだった。

「……あれ？　おかしくないか？」

　そこで気付く。部屋の構造上、必ずなければならないモノが見当たらないことに。

「えっ、噓うそ？　なんで扉がないんだ？」

　そうなのだ。見渡す限り、どこにもないのだ。扉が、この部屋から出る為ための出口が。

「いやいや、待て待て、ないないない。そんなことはありえない」

　焦あせる気持ちに急せかされるように、近くの壁に右手を伸ばし、壁沿いに歩き始める。

　だがすぐに狭い部屋を一周してしまった。やはり出口はどこにもない。

「……つまりこれはどういうことだ？」


　状況：どうやら出口のない部屋の中にいるようだ。当然、自分で入った記憶はない。

　疑問：ならどうして俺はここにいる？

　結論：誰かの手によって密室に監禁された。



「ないないない！　だってこの部屋には入り口がないんだぞ！　だったら俺はここに入ることができないわけだ！　当然、俺がここにこうして閉じ込められること自体、不可能な訳であって……」

　現実逃避をするように必死になって口を動かすが、俺の頭脳はすでにその疑問に対する明確な答えを導き出していた。

　出入り口がない密室に俺を閉じ込める方法？　そんなのは簡単だ。俺をこの部屋に放り込んでから出口を塞ふさげばいい。壁を埋めるでもなんでも方法はいくらでもある。それだけで、あっという間に俺入り密室の完成だ。

「いやいや、ないない！　それってつまり、俺をここに閉じ込めた犯ヤ人ツは、相当頭のイカれた野郎ってことじゃないか！」

　生きている人間をこんな場所に放り込んで出口塞ぐって、どんなサイコ野郎だよ！　マジで怖いんですけど！　そんなヤツとは関わりたくないんですけど！

　咄とつ嗟さに自分の知人の中に、こんなことをする大馬鹿野郎はいなかったかと考えたが、心当たりはない。さらに最近、こんな仕返しをされるような悪いことをしただろうかと考えたが、何も思い当たらない。

　まさに八はつ方ぽう塞ふさがり。なんだか眩暈めまいがしてきたので、思わずベッドに腰を下ろす。

　そして自分が握にぎっていたメモのことを思い出し、改めてその内容に目を向ける。

「ここを出たければ……映像の向こうの彼女たちに……ダンジョン攻略させる？」

　顔を上げ、この部屋で唯一の光源である十六枚が並んだ壁に向かって目を凝こらす。












「……いた」

　メモが示しているであろう彼女たちは、そこにいた。

　ゴツゴツした岩肌の上に、並ぶようにして倒れている三つの人影。

　思わず立ち上がり手を伸ばすが、冷たく硬い壁の感触が指に伝わるだけ。彼女たちに触ることは当然できない。

　それからしばらくは、壁を撫なでまわしながら色々と考えた。

「……まあなんにしても、この紙に書かれている彼女たちというのが、この三人のことだとしたら、彼女たちがいる場所が、ダンジョン？　ということになるんだろうな。たぶん。……それで？　それからどうすりゃいいんだ？」

　何か他にないかと視線を動かしていると、自分が握っていた紙にうっすらと何かが透すけて見えた気がした。すぐに裏を見ると、別の文章が書かれていた。




《彼女たち三人の右耳には魔法のイヤリングが付いている。テーブルの上にある魔法のマイクを使えば、彼女たちに声を届けることができる。三人同時に話しかけることもできるし、一人一人別々に語りかけることも可能だ》




「魔法のイヤリングに、魔法のマイク？」

　見なれない単語に眉まゆを顰ひそめながら、件くだんのテーブルに置いてあった奇妙なオブジェに目を向ける。

　テーブルの上に置かれていたそれは、四角い台座から伸びた、先が丸い奇妙な棒。その台座には【１】【２】【３】【全員】と書かれた四つのスイッチが並んでいる。

　戸惑いつつも、とりあえず【全員】と書かれたスイッチに指を伸ばす。

　押し込むと、台座の一ヵ所が赤く点灯した。どうやらこれで彼女たちに声を届ける準備ができた、ということらしい。

　思うことは色々とあるのだが、とりあえずやってみるしかない。

「おい、俺の声が聞こえるか？　皆みんな、起きてくれ」

　すると映像の向こうで横になっていた三人の身体がピクリと反応し、動き始める。

『ここは……どこ？』

　最初に身体を起こしたのは、赤毛の女の子。

　太陽を連想させる明るい赤毛と意志の強さを感じさせる大きな瞳ひとみが特徴的。女性らしさを強調しつつも引き締まった身体。薄手で動きやすそうな恰かつ好こうをしている。

　そして赤毛の下に見える形の良い右の耳たぶに黒い小石のイヤリングが付いている。おそらくこれが紙に書かれていた魔法のイヤリングなのだろう。

　赤毛の彼女は周囲を見回しながら、他の二人に話しかける。

『あなたたち、大丈夫？』

『……ああ、なんとか』

　続いて顔を上げたのは、金髪細身の美女。光り輝くような金こん色じきの御お髪ぐしとどこか浮世離れした整った顔立ち。何より目を引くのは、その耳の先端が尖とがっているということだ。こちらも赤毛の彼女と同じく、右耳に黒い小石のイヤリングが付いている。

『頭がガンガンします』

　赤毛の彼女の手を借りて、最後に起き上がったのは、黒髪の少女。ダボダボのフード付きマントを被かぶった小さな女の子で、癖くせのある少々長めの前髪から瞳が見え隠れしている。フードを被っているせいでぱっと見では確認できないが、俺の声が聞こえたようなので、この子も右耳に魔法のイヤリングを付けていることが予想できる。

『これはいったい、どういうことだ？』（金髪耳長）

『分からないわ。私も今、目を覚ましたばかりなの』（赤毛強気）

『ふえっ、ここどこですか？』（黒髪おどおど）

　三人とも一様に戸惑いを見せている。

　察するに、どうやら俺と似たような状況であるらしい。

　そんな三人に、改めて魔法のマイクを通して声を掛ける。

「おい、聞こえるか？」

　すると映像の向こうの三人が、ビクリと反応し、周囲を見回す。

『なに？　今の声は？　誰？　姿を現しなさい！』

「残念だが姿を見せたくても見せられない」

　なにせ監禁されているから。

　とにかく状況を説明しなければならないだろう。

　そう思い、改めて【全員】のスイッチを押そうとした。

『……なるほど。つまりあなたが私たちを攫さらってきた誘ゆう拐かい犯はんという訳ね？』

　だが、怒りの籠こもった赤毛の彼女の言葉に、スイッチを押し込んだ手が止まる。

「誘拐犯？　えっ、それって俺のこと？」

『それ以外に誰がいるのよ！　いいから私たちを解放しなさい！　今ならその首を刎はねるだけで許してあげなくもないわよ！』

　突然、堂々と胸を張りながら声を荒らげる赤毛の彼女。

　こんな状況でも気き丈じように振る舞えるのは凄すごいと思うが、なぜ彼女はこんなにも偉そうなのだろうか？

「いや、俺は誘拐犯じゃない。むしろ君たちと同じ被害者なんだ」

『何を訳の分からないことを言っているの！　この恥知らずの誘拐犯が！　未練たらしい言い訳など聞きたくもないわ！　いいから私たちを解放しなさい！』

　一方的な物言いに、ちょっとイラッとした。

　誰が恥知らずだ、誰が。……いやいや落ち着け、相手は年下の女の子じゃないか。大人の俺が冷静にならなくてどうする。まずは彼女を落ち着かせるところから……

『どうしたの？　この私が怖くて姿も見せられないのかしら？　それで卑ひ劣れつな手段を使って私を攫ってきたという訳。ふん、とんだ腑ふ抜ぬけね。あなたのような人間のことを、陰険な変質者というのよ』

「な、なかなか強気な子だな。言いたいことは分かったからとりあえず、俺の話を」

『問答無用！　いいから姿を現して、正々堂々、私と勝負なさい！　まあもっとも、当然勝つのは私でしょうけどね』

　ブチリ

「ああ、ウッセ！　黙れ！　高慢ちきの可愛かわいくない女！　いいから俺の話を聞け！」

『だ、だ、誰が高慢ちきですって！　そ、それに言うに事欠いて可愛くないですって！　この私に対して！』

　そこからしばらくの間、赤毛の彼女との壮絶な口くち喧げん嘩かになってしまった。

　頭に血が昇のぼってしまい、勢い任せに叫んだせいで、何を言ったのかよく覚えていないが、赤毛の女の子が涙目になってしまったところで、冷静さを取り戻した。

「あー、すまない。ちょっと言い過ぎた。悪気があった訳じゃないんだ。とりあえず名乗らせてくれ。俺は風ふう星せい。海かい凪なぎ風星だ。どうぞよろしく」

『……してやるもんですか』

「えっ？　なんだって？」

『誰がよろしくなんてしてやるもんですか、この変態誘拐犯！　アンタなんて嫌い、大っ嫌い！　サイテー男、さっさと死ね！　というか殺してやる！』

　地じ団だん太だ踏んで、周囲に向かって叫びまくる赤毛の少女。

　当然ながら仲良くできる気配など微み塵じんもない。

　黙って俺たちの口喧嘩を聞いていた他の二人も赤毛の少女を慰めるようにしながら、どこにいるかもわからない俺に対して非難の目を向けている。

　どうやらファーストコンタクトは大いに失敗したらしい。







　──えーっと、それで？　どこかの密室に監禁されている俺は、ここから出る為に何をすればいいんだっけ？

　俺のことを誘拐犯だと思っている彼女たち三人に、ダンジョン？　を攻略させなきゃいけない？

　……いや、無理だろ。どう考えても。













　　　　１、自己紹介






「とにかく自己紹介をしあいましょう」

　赤毛の彼女が笑顔を浮かべる。

　それは当然、どこからか映像を通して見ている俺へ向けられた笑顔と言葉ではない。

　彼女の目の前にいる、他の二人に対してのモノだ。

「まずは私から名乗らせてもらうわね。私の名前はマリア・リナ・リセシア。リセシア王国の第一王女よ」

　胸を張る赤毛の彼女の自己紹介に、他の二人は目を見開く。

「リセシア王国のマリア王女……ではあなたが、あの有名な《白しろ盾たてのマリア》なのか？」

「ええ、そうよ」

　そう頷うなずく赤毛の彼女・マリアの姿に、金髪の美女はただただ唖あ然ぜんとし、小さな黒髪の少女もまた羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けている。

　映像を見ていた俺もまた、密室内で一人驚いた。自分のことをお姫様だと言い張る女の子を生まれて初めて見たからだ。

「こんな場所でなければ、アルタジスタ大陸中に名を轟とどろかせる聖騎士との邂かい逅こうを素直に喜びたいところだが……。それだけの有名人ならば、攫さらわれる理由は十分という訳か」

　金髪の美女の言葉に、マリアは「そうね」と苦笑を浮かべる。

「確かにこんな状況で自分の名を出すのは、騎士としては恥なのかもしれないわね」

「そう悲観しないでほしい。あなたが一緒にいてくれることは我々としては心強い」

　金髪の美女の意見に同意するように黒髪の少女も首を縦に振る。

「そう言ってくれると嬉うれしいわ」

　なるほど。まったく分からないが、とにかく彼女はリセシア王国？　のお姫様で、聖騎士？　で、しろたて？　なんてカッコイイあだ名が付いた有名人らしい。

　というか、そんな国、まったく聞いたことない。唯一納得できたのは、彼女があんなに高たか飛び車しやで高慢ちきなのは、お姫様で騎士様だからなのだろう、ということだ。

「では次にキミの名前を聞かせてもらってもいいだろうか？」

　金髪の美女が黒髪の少女にそう尋ねる。

「はい。私は【図書館】に所属していますリンド・カンターベルと申します。どうぞよろしくお願い致します」

　他の二人に対して丁てい寧ねいにお辞儀をする、黒髪の少女。

「リンド・カンターベル……って、あの！」

「弱じやつ冠かん十二歳にして魔ま導どうの総本山である【図書館】が保有する全ての魔法を極めた《魔導を終わらせる者》！」

　マリアが目を見開き、金髪の美女が茫ぼう然ぜんと黒髪の少女リンドを見つめる。

「そ、そんな大層なものではありません。は、恥ずかしいです」

　もじもじしながら恥ずかしがっているが、どうやらこの子は図書館の小さな司書さんではなく、天才的な魔法少女であるらしい。

「……いや、恐れいった。大陸に名を轟かせる傑けつ物ぶつ二人とこうして居合わせることになろうとは」

「そういうあなたはどうなの、エルフの方？　もしかしたら《タガルの森の精せい霊れい皇こう女じよ》ではないのかしら？」

　期待に満ちた瞳を向けるマリアの言葉に、「えっ、そうなのですか！」とリンドも瞳をキラキラさせる。

「そう言われてしまうだろうと思ったよ。しかし期待させて申し訳ないが、生あい憎にくと私はただのエルフだ。私の名前はネフィーという」

「あっ、ごめんなさい」

「構わない。当然の推測だ。それに《タガルの森の精霊皇女》とは知らぬ間あいだ柄がらではない」

「そうなの？」

「全ての精せい霊れい王おうたちと会合し、盟約を結ぶことに成功した稀き代だいのエルフ・リリィは私の姉なのだ」

「つまりあなたは、精霊皇女の妹さんなの？」

「いかにも。マリア王女の名前を聞き、私自身すぐに名乗らず、先にリンド様の名前を尋ねたのはそれが理由だ。マリア王女と同じ傑物本人か？　あるいは私と同じただの血縁者か？　それを確認したくてな。名乗るのが一番遅くなったことを深くお詫わびしよう」

　膝ひざを突き、頭を下げる、エルフ？　のネフィー。

　なるほど、この美女だけがこの中で唯一、有名人ではない訳か。

　というか、エルフって、あのエルフだよな？　……マジで？

「そ、そんな、頭を上げてください、ネフィーさん！」

「そうよ。私たちは気にしていないから。それに私のことを王女なんて畏かしこまって呼ぶのは止やめにしない？　私もあなたのことをネフィーと呼びたいから」

　笑顔を浮かべるマリアの申し出に、ネフィーが顔を上げる。

「よろしいのか？」

「たった十七年しか生きていない私よりも、エルフであるあなたの方が長く生きている。むしろ敬意を示さなければならないのは私の方でしょ？」

「私に対してそのような気遣いは不要だ」

「なら私に対してもその必要はない、これでお相あい子こでしょ？」

「わ、私もそれでお願いします」

　リンドが必死に手を上げる様子を見て、ネフィーが微笑ほほえむ。

「ではリンドも私のことを気軽にネフィーと呼んでくれ」

「い、いえ、私はその……マリアさんとネフィーさんでお願いします」

「まあ確かに、小さな女の子にそれを強要するのは難しいかもね。ええ、それでいいわ。では改めて二人ともよろしくね、ネフィー、リンド」

　三人は手を取り合い、お互いに頷き合う。

　こんな状況でも早々に一致団結する姿勢を見せる三人。皆の気持ちが強いというのもあるだろうが、率先して動いたマリアの行動力が大きく働いたとみるべきだろう。

　……まあ、その適性は、俺に対しては敵てき愾がい心しん全開で向けられたわけなのだけれど。

「さてと。とりあえず問題なのは、ここがどこかってことよね」

　マリアが辺りを見回す。

「天井は遙はるか高く、周囲も見渡す限り開けている。おそらくどこかの洞どう窟くつ内ないにある大きな空洞なのだろうが、明らかに普通ではない」

「うっすらと周囲が確認できるくらいの明るさがありますが、外から光が差し込んでいる訳ではないでしょう。壁や天井に群生した苔こけが発光しているようです。それに所々、人工物とみられる物の残ざん骸がいも見えます。おそらくどこかの古い遺跡あるいはダンジョンではないでしょうか？」

　天井を見上げるネフィー、しゃがみ込んで地面に手を伸ばすリンドが、そう推察する。

「ダンジョンか。そうなると何か武器になるモノがほしいところね。まったく、こんな状況になるってわかっていたら、剣と盾を持ってベッドに入っていたのに」

　肩を竦すくめるマリアの言葉にネフィーが笑う。

「同感だ。しかしマリア、キミはいつもそのような恰好で寝ているのか？　姫君というのは、もっと上質な寝間着を着ているとばかり思っていたのだが？」

「妖よう魔ま討とう伐ばつの遠征先の砦とりでで休んでいたから。夜襲があってもすぐに鎧よろいを纏まとって戦えるように最低限の恰好はしていたのよ。だけどこうなると、ネグリジェ姿で攫われなかったのは唯一の救いだったと思いたいわ」

「なるほど」

「そういうネフィーもやっぱり寝込みを襲われたの？」

「おそらくな。だがまったく記憶がない。寝しん所じよで横になり、起きたらここにいた、というのが私の認識だ」

「まったく同じね。リンドはどうなの？　あなたは普通の恰好みたいだけど？」

　唯一、普段着（魔法使いっぽい恰好）のリンドが恥ずかしそうに俯うつむく。

「実は夜遅くまで書庫の机で本を読んでいたら、いつの間にか寝てしまったみたいで。……よくあるんです。本を開いたまま、机で寝てしまうことが。先日も大事な魔導書をヨダレ塗まみれにして、老ろう師し様に大目玉を食らったばかりなんです」

　モジモジするリンドの姿に、マリアたちがクスクスと笑う。

「よほど本が好きなのね」

「まあそのような訳なので、攫われてしまった状況はお二人と同じだと思います」

　寝て目が覚めたらここにいた。

　やはり三人とも俺と同じらしい。

「さてこれからどうしたものかしらね？」

「……あれ？　あそこに何か置いてありませんか？」

　マリアが腕を組んで悩んでいると、周囲を眺めていたリンドが何かに気付いたようだ。

　確かに少し先にある岩陰に、まとめて何かが置かれているのが見える。

「行ってみましょう」

　三人が近づき確認すると、それは三つに分けて置かれた武器とマントと道具袋。

　しかもご丁寧にそれぞれの袋には、三人の名前が書かれているようだ。

「ふーん、随ずい分ぶんと準備がいいじゃない。武器は貧相だけど」

　自らの名前が書かれた道具袋に重なるように置いてあった剣と盾を手に取り、マリアが鼻で笑う。

　ネフィーもまた弓と矢や筒づつを横に置き、道具袋の中身を覗のぞき込こむ。

「袋の中に入っているのは、携帯食料と……金色の液体が入った小こ瓶びんが二つ。これは魔法薬か？」

「エスト薬ですね」

　答えたのは、二人よりも大きい道具袋から取り出した小瓶の蓋ふたを開き、匂いを嗅かぐリンド。

「エスト薬って、あれよね？　瞬またたく間に傷を癒いやす霊れい薬やく」

「はい。これ一本だけでも、瀕ひん死しの重傷を回復してくれるでしょう」

「話には聞いたことがあるけど、初めて見たわ」

　自分の道具袋から取り出した二本の小瓶を手に取り、マリアが感心する。

「大変貴重な品ですから。作ろうと思ったら、相当な日数と希少な素材を沢たく山さん使わなければなりません」

「リンドの袋は私たちよりだいぶ大きいみたいだけど、他にも何か入っているの？」

「魔法を使用するのに役立ちそうなアイテムが幾いくつか。結界を展開する為に必要な媒ばい体たい、あとは小こ鍋なべなども入っていますね。これなら野営することも可能です」

　ごそごそと大きな袋に手を入れるリンドの報告に、マリアが「ふーん」と呟つぶやく。

「つまり、さっきの変態誘拐犯が私たちを攫ってきた理由は、身代金目的でもなければ、穢けがれた性欲を満たす為でもないってことかしら？」

「その可能性はあるな」

　手に取った弓を構えたり、張られた弦つるを引いたりしながら、ネフィーが応える。

「そ、その……あの人に聞いてみたらいいのではないでしょうか？」

　恐る恐るといった表情でリンドが提案するも、もちろんマリアが不機嫌になる。

「アイツに？」

「私もリンドに賛成だ。どうせどこからか私たちのことを見ているのだろうからな」

　そう周囲を見渡すネフィーの言葉に呼応するように、密室の中で映像を見ていた俺は、マイクのスイッチを押す。

『そろそろ話かけてもいいかな？』

「この変質者風ふ情ぜいが。誰の許しを得て私たちに話しかけているの！」

　相変わらず喧嘩腰全開のマリアが誰もいない周囲を睨にらみつける。

　そんなマリアの肩をポンと叩たたき、ネフィーが一歩前に進み出る。

「お前の名はフウセイといったな。それで？　なぜお前は私たちを攫ったのだ？」

『攫っていない。むしろ俺も攫われてきた』

「へぇ、面白いこと言うわね。だったらこそこそ隠れていないで姿を現しなさいよ」

　マリアは口元に笑みを浮かべてそう言うが、その手にはしっかりと鞘さやから引き抜かれた剣が握られている。姿を現したら問答無用で斬きり捨すてると、目が言っている。

『……ん？　なんだ、これ？』

「？　なによ？　どうしたの？」

『妙な生物が物陰に隠れてお前たちの様子をうかがっている』

　俺の言葉を聞いた途端、三人が周囲に目を向ける。





　　　　２、敵襲






　どこにあるか分からない密室内。

　魔法のマイクを通して映像の向こうにいるネフィーたちと会話を試みようとしていた俺は、壁に浮かび上がる十六枚の映像の中の一つ、三人が映っているのとは別の映像に奇妙な生き物が映っているのを見つけた。

『妙な生物とはなんだ？』

　映像の向こうにいるネフィーに尋ねられ、目を細め注視する。

「青にも緑にも見える肌。体たい軀くは子供くらい。あと鼻が妙にデカい人型の化け物だ」

『ゴブリンか』

　ネフィーが矢筒から矢を引き抜き、弓を握る手に力を籠こめる。

　ゴブリン？　これが？

　本などで名前くらいは知っていたが、実際に見るとこんなに気味悪い生物なのか。

『数は？』

「一匹だ」

『恐らく偵てい察さつだな。奴らが襲ってくるなら集団でくるはずだからな』

『というか、本当にいるの？　少なくとも私たちからは見えないわよ』

　映像の中で周囲を見渡すマリアを横目で見つつ、十六枚の映像を比較しながら三人とゴブリンの位置関係を推測する。

「おそらく……マリアの正面にある崩れた柱の瓦が礫れき、その裏側だ」

『ちょっと！　誰の許しを得て、この私を呼び捨てにしているの！　首を刎ねるわよ！』

「そういうのは後にしろ」

　緊張感が交じった俺の声こわ色いろに、マリアが不機嫌そうに口を閉じ、目を凝こらす。

『フウセイが言っているのは、たぶんあの瓦礫だろう』

　映像の中でネフィーが、軽く指差す。

『噓でしょ。あんなに離れているのに、なんで分かるのよ？』

　その場にいないので距離感がイマイチ分からないが、どうやら三人からだいぶ離れた場所であるらしい。

『試してみるか』

　ネフィーはそう呟くと、スッと構えた弓に矢をつがえて、引き放つ。

　それは見ている側からすれば、まったく無駄がない、流れるような動作だった。

　弓の弦が弾はじかれる音と共に、やや高めに放たれた矢は見事な放物線を描きながら飛んで行き、遠く離れた柱の残ざん骸がいの向こう側へと到達する。

『ギギャ』

　すると奇怪な声と共に何かが転げ出てきた。映像に映っていたゴブリンである。

　ゴブリンを映していた映像にも、まったく警戒していなかった中、突然、頭上から飛来した矢がゴブリンの肩に突き刺さる様子がバッチリと映っていた。

『本当にいた』

　ネフィーの後ろに隠れるようにして立っていたリンドが思わず声を漏もらす。

　──だが、それよりも先に迅じん速そくに反応していた者がいた。

　マリアである。

　二人の元から弾かれたように疾しつ走そうするマリアは、瞬く間にゴブリンの前に到達。

　そしてその時には抜ぬき身みの剣を頭上に掲げていた。

　問答無用で振り下ろされた一撃を受け、ゴブリンは断末魔の悲鳴を上げて、地面に倒れ、動かなくなった。

『なによ、この剣。全然、斬れないじゃない』

　不機嫌そうに手にした剣の文句を言いながら、周囲に警戒の目を向けるマリア。

　他の二人も、荷物を手にマリアを追いかけてくる。

『流石さすがだな、マリア』

『あなたの弓の腕前も素す晴ばらしかったわよ、ネフィー』

　その時、また別の映像に不ぶ気き味みな姿が映っているのを発見した。

「おい、またゴブリンだ。今度はうじゃうじゃとやって来るぞ」

『仲間の悲鳴を聞いて、集まってきたのだろう。フウセイ、数は分かるか？』

「十匹……いや、十二匹だ」

『なかなかの数だな。さて、どうするマリア？』

　ネフィーにそう尋ねられ、マリアがニヤリと笑う。

『当然、全て斬って捨てるわ』

『いいだろう。なら私は後方から矢を射つつ、リンドの護衛に付こう』

　行動を先読みしたようなネフィーの提案に、マリアがクスリと笑う。

『なら安心して敵に突っ込めるわね』

『わ、私も魔法でお手伝いします！』

『ええ勿もち論ろん、あなたにも期待しているわよ、リンド』

　頷き合う三人は、先ほど偵察ゴブリンが隠れていた柱の瓦礫の逆側に隠れ、こちらに向かってくるゴブリンの一団を待ち構える。

「もうそろそろだぞ」

『ああ。こちらでも確認した』

　映像を見ていた俺の言葉にネフィーが応えたのとほぼ同時に、ゴブリンの一団が三人の視界に姿を現す。

　連中の手には剣にオノ、弓といったように、思い思いの武器が握られており、身に着けている服や鎧もバラバラだ。

　そんな敵を見据え、まず動いたのはネフィーだった。

　柱の陰から顔を出し様に、素す早ばやく矢を射る。

　真っすぐ放たれた矢は一匹のゴブリンの眉間に突き刺さり、一撃でその命を奪う。

　見事なヘッドショット。

　仲間の死に驚いたゴブリンたちが柱の瓦礫に目を向けた時には、別のゴブリンの脳天に矢が刺さっていた。奇怪な声を上げるゴブリンたちは、矢を射たネフィーに向けて突撃を始めるも、ネフィーのヘッドショットが三度決まる。

　それに合わせるように、続いて木の杖つえを持ったリンドが姿を現す。

　小さな天才魔法少女は、念じるようにして杖を掲げる。

『炎よ、爆はぜよ』

　リンドの言葉に合わせるように杖の宝石が光り出し、周囲に炎の球が生まれる。それらは『えいっ』と、杖を振るうリンドの動きに合わせてゴブリンたちに襲い掛かる。

　飛び出した火の玉は着弾と共に爆発し、ゴブリンたちを次々と炎で焼いていく。

　直後、一気に飛び出したのがマリアだ。

　完全に浮足立ったゴブリンたちに肉にく薄はくし、剣を振り抜いていく。

　ゴブリンたちは次々と薙なぎ倒たおされていき、あっという間に残るは一匹となる。

　だが後方に控えていたその一匹は、他よりも一回り大きな体軀に派手な鎧を纏い、手には立派な剣を握っている。見るからに親玉といった様相だ。

　劈つんざくような奇声を発する親玉の前に立ち、マリアがニヤリと笑い、剣と盾を構える。

『来なさい』

　親玉ゴブリンは掲げた剣を、マリアに向かって勢いよく振り下ろす。

　しかしマリアはこれを盾でなんなく受け流し、即座に剣撃を放つ。

　マリアの攻撃を受け、苦く悶もんの表情を浮かべる親玉ゴブリンも、すぐに反撃を試みる。

　だが繰り出される親玉の攻撃は、マリアの盾と身のこなしの前に、まったく当たる気配がない。逆にマリアの剣撃は一撃も外れることなく全て叩き込まれていく。

　一方的な攻勢は最後まで変わらず、ついに親玉ゴブリンが地面に倒れ動かなくなった。

『まったく、本当に斬れないわね、この剣』

　敵を倒したことを喜ぶよりも自分の剣の切れ味に悪態を吐つくマリア。逆に言えば、勝つことなど当然と言わんばかりの態度だ。

　そんなマリアの元に、ネフィーとリンドが走ってくる。

『凄いです、マリアさん！　とっても強くてカッコよかったです！』

『あなたの魔法もね、リンド』

『いえ、私は全然たいしたことは……』

『初期の火炎魔法であの威力は驚きよう嘆たんよ。ウチの城にいる宮きゆう廷てい魔導師の魔法なんて、あなたの前ではロウソクの炎みたいなものだもの』

　マリアの賞賛に『そ、そんなことないですよ』と恥ずかしそうにモジモジしている。

『でも私がそうできたのは、ネフィーさんのおかげです』

『そうね。まずは弓を持ったゴブリンだけを狙う冷静さ。そしてそれを確実に遂行できる腕前は素晴らしいの一言だわ』

　頭に矢を受け地面に転がるゴブリンたちを見ると、確かに全員が弓を持っている。

　どうやら敵の遠距離攻撃を先に潰つぶしたネフィーのファインプレーがあったらしい。

『弓はエルフの嗜たしなみだからな』

『とんでもない。あれほどの弓の腕、アルタジスタ大陸中を探しても、そうあるモノではないわ』

　互いを賞賛しあう、三人。

　まあそんな三人の様子を映像で見ていて言えることは、ただ一つ。

　この三人が、恐ろしく強いということだ。

　もし喧嘩になったら勝てる気がしない。というか、もしマリアの前に出るようなことになれば、抵抗する暇もなく首を刎ねられてしまうかもしれない。

『さてと。……ねぇ、聞こえているんでしょ？　アンタの忠告を聞いて敵を片付けたわよ。そろそろ姿を現したらどうなの？』

　周囲を見回すようにして、俺に声をかけてくるマリア。しかしその手にはしっかりと血の滴したたる抜身の剣を持ったまま。マジで怖い。絶対に首を刎ねる気だ。

　そんなとても強いお姫様に向かって、密室に閉じ込められている俺は、魔法のマイクを通して話しかける。

「出て行きたくても出て行けない。なにせ俺はどこかの密室内に監禁されているからな」





　　　　３、ここはいったいどこなのか？






　という訳で、改めて今、自分がいる状況を三人に説明する。

「……なるほど。つまりアンタも私たちと同じように何者かによって攫われてきて、今は出口のない部屋に閉じ込められている。そしてそこから私たちのことを見ていると」

『そういうことだ』

「信じられないわね」

『信じろよ！　というか即行で否定するなよ！』

　本当に腹立つわ、このお姫様！

　そんな中、顎あごに手を当て、考えを巡らしていたエルフのネフィーが口を開く。

「フウセイ、お前には私たちの周囲の状況が見えていると言ったな？」

『ああ。えーっと、分かりやすく説明すると、壁に十六枚の額縁が飾ってあって、それぞれにネフィーたちや、その周囲の様子が映し出されているんだ』

　この説明で伝わるか？

「遠とお見みの魔法ということですか？」

　そう口にしたのはリンドだった。

『遠見の魔法というと？』

「離れた場所の様子を見ることができる魔法です。特定の媒体に、見たい場所の様子を映し出すことができるんです」

「私もリリィ姉様が水みず精せい霊れいの力を借りて同じようなことをしているのを見たことがある。あの時は集落内の池に、遠く離れた森の様子を映していた」

「ウチの城にもあるわね。遠見の水晶といって、近隣国の王族との交流に使われているわ。かなり希少なモノで、特定の場所としかやり取りできないけどね」

　どうやらマリアたちの住んでいる場所にも、そういったモノがあるらしい。気を使った説明をしたつもりが杞き憂ゆうだったようだ。

「なんにしても、アンタはどこからか汚けがらわしい目付きで私たちのことを監視しているって訳ね」

『だから人を変質者扱いするのは止めてくれ』

　どうやらこのお姫様には、とことん嫌われてしまっているようだ。

　そんな不機嫌そうなマリアに代わり、ネフィーが尋ねてくる。

「フウセイ、つまりお前の目的は、メモに書かれた内容に従い、私たちにこのダンジョンを攻略させることなのだな」

『この密室から出るにはそうするしかないらしいからな』

「なるほど。それで？　私たちがいるのは、いったいどこのダンジョンなのだ？」

『分からない』

「分からない？」

『ついでに言えば、俺には目の前の映像の中にいるお前たちのことがさっぱり分からない。生憎とこれまで人生の中で、エルフやらゴブリンやら聖騎士なんて連中は実在していなかったんでな。アルタジスタ大陸だったか？　そんな大陸も当然知らない』

「ならフウセイ、お前は何者なんだ」

『ただの一般人だよ。名前は海かい凪なぎ風ふう星せい。大学生。歳は二十一だ』

「ダイガクセイ？　それは何かの役職か？」

『いやそうじゃなくて、単なる学生だ』

　それを聞いていたマリアが眉を顰める。

「二十一歳にもなって学生というのは可お笑かしくない？　それはつまりどこかの王国が抱えている宮廷学者ということ？」

『そうじゃないんだが……』

　疑問を挟んできたマリアの言葉を聞き、改めて自分が住む場所とマリアたちが住んでいる場所では、根本的な価値観に違いがあるのを感じる。

　というか、なんでそんな俺たちが、こんな状況で、こうして映像を通して会話をしているなんて奇妙な事態になっているのだろうか？

「……もしかしたら風星さんは、異界の方かもしれませんね」

　そう呟いたのは、天才魔法少女のリンドだった。

『異界？』

「異界とは、この世界とは別の世界。有名なモノで言えば、天界、冥めい界かい、精霊の住まう精霊界もその一つです」

「つまりフウセイもそういった別の世界から精霊たちのように召しよう喚かんされたと？」

「あるいは、異界から私たちのことを見ている可能性もあります」

　リンドの推測に、一瞬、皆が黙り込む。

「到底信じられない話だが、先ほどからフウセイとの会話が微妙に嚙かみ合あっていないことを考えれば否定はできないな」

　ネフィー同様、俺もまたリンドが口にした理由が今の状況では一番しっくりくる気がしていた。

　というか、そうでも思わなければ、この不可解な状況に納得ができそうにない。

「ああ、もう。そういう小難しい話は止めにしましょう。とにかく、私たちはこのダンジョンからさっさと脱出することを考えるべきよ」

　思考を巡らせている中、むくれた表情を浮かべたお姫様がそんなことを言い出す。

「で、ですけど、マリアさん。風星さんを救う為には、このダンジョンを攻略しなければならないのでは……」

「おかしなことを言うわね、リンド。なぜ変質者の為に、私たちが手を貸す必要があるの？　そんなヤツは閉じ込めていた方が世の中の為よ。後は勝手に野の垂たれ死ねばいい」












『滅め茶ちや苦く茶ちや言うな、お前』

「で、でも、風星さんは先ほどゴブリンの接近を教えてくれましたし、決して悪い人ではないと……」

「悪くない人間が、私に対してあんなひどいこと言うと思う？」

　睨みつけるようなマリアの眼光に、リンドがさっと目をそらす。

　険悪な空気を払うかのように、ネフィーが「おほん」と咳せき払ばらいをする。

「一いつ旦たん状況を整理しよう。まず私たち三人はどこかのダンジョン内に攫われてきた。そして同じく異界の住人と思われるフウセイもまた同じように攫われてきて、どこかにある密室内に閉じ込められている。これらは全て何者かによる犯行であると考えられる」

『犯人Ｘってところか』

「エックス？」

『ああ、えっと。とりあえず誰だか分からない相手の呼称だと思ってくれ。そいつがこの騒動の黒幕って意味』

「なるほど。では、その犯人Ｘの目的というのは、私たちにこのダンジョンを攻略させることであり、フウセイにはそのサポート役をさせるつもりであると考えていいだろう。……ここまでおかしな部分はないだろうか？」

　聞いていたマリアとリンドが頷き、俺も『ああ』とマイクを通して答える。

「ではここから私たちが取るべき行動は次のどちらかだ。一、犯人の思惑通りにこのダンジョンを攻略する。二、そんな要求など無視し、このダンジョンからの脱出を試みる」

「当然、二番よ！」

　マリアが即答する。

「だがそうしたくても私たちはこの場所に関する情報をまったく持ち合わせていない。不用意に動くより、フウセイの手を借りる方が確実だ」

「あんなヤツの助けなんて誰が借りるものですか！　第一、アイツがなんの役に立つっていうのよ。ちょっと遠くが見えて、私たちにそれを教えるだけじゃない。そんなモノがなくたって、私たちの実力があれば、どうにでもなるわよ」

「……まあ、確かにその通りではあるな」

　強者であるマリアが口にするサポート不要論に、ネフィーも納得する素そ振ぶりを見せる。

　なんだか嫌な空気になってきた。これはもしかしなくても、俺が見捨てられるパターンじゃないのか？

　そんな雰囲気が漂う中、リンドがおずおずと尋ねてくる。

「あの、風星さん。何か他にありませんか？」

『他に、というと？』

「もし風星さんの役目が私たちにこのダンジョン攻略させる手伝いであるなら、他にもＸが用意した情報があるのではないのでしょうか？」

『他にも？』

「はい。ここにいる私たちには冒険の道具が用意されていただけで、Ｘからのメッセージなどは何もありませんでした。ですが風星さんの閉じ込められている密室には、目的が書かれたメモがありました。なら他にも、風星さんを通して私たちの手助けとなるヒントをＸが用意しているかもしれません」

　確かにその通りかもしれない。

　何かないかと部屋の中を見渡し、すぐに目線が止まる。

『本棚がある。本が何冊かと……紙の束が纏まとめられたものが幾つか並んでいるな』

　さっそく手を伸ばし、とりあえず一番端にあったものを手に取る。

　その表紙には【[image: ]魔王のダンジョン攻略本】と書かれていた。

『……えっと、魔王のダンジョン、って書いてある』

「「「魔王のダンジョン！」」」

　三人が驚いた表情を浮かべる。

『やっぱり魔王もいるのか？』

　聖騎士だのエルフだの魔法使いだのゴブリンだのがいるんだ、さらに魔王くらいいてもおかしくはない。

「存在はしました。ですがそれは数百年も昔の話です」

『随分と大昔の話だな。どんなヤツだったんだ？』

　俺の疑問にネフィーが語り出す。

「魔王というのは、かつてアルタジスタ大陸に実在した最凶最悪の存在のことだ。全ての種族の怨おん敵てき。あってはならぬ者。そう謳うたわれ恐れられた魔王は、大陸全土を手中に収めるべく配下と共に暴れまわっていた。だがこれに対抗すべく全ての種族が手を取り合い、ついに魔王を撃退することに成功した。敗北した魔王は大陸の外へと追いやられ、やがて海の藻も屑くずとなって消えたとされている」

　さらにマリアがため息を吐く。

「だけどそれで魔王の脅威が終わった訳ではなかったわ。魔王の配下だったゴブリンやオークなどの妖魔たちが残党となり、今もアルタジスタ大陸で暴れまわっている。奴やつらはどこからか湧わいてきて、倒しても倒してキリがない」

『つまりマリアたちにとって魔王という存在は遠い昔に実在した脅威であると同時に、今いま尚なお続く厄介事の元凶って訳か』

「そう思っていただいて構いません。ですから魔王のダンジョンと呼ばれるものが今尚残っていてもおかしくはありませんが、そのようなモノがあるという話は今まで聞いたことがありません」

　そう締しめ括くくるリンドの言葉に同意するように、マリアとネフィーも頷く。

　三人の話を頭の中で反はん芻すうしながら、先ほど見つけた【[image: ]魔王のダンジョン攻略本】のページをパラパラ捲めくる。

　そしてふと、ある考えを思いつく。

『なあ、お前たち三人が、別の異世界にいるってことは考えられないか？』

　俺の考えを聞いて、「ふむ」とネフィーが頷く。

「異界の住人であるフウセイがいるのだから、我々三人がどこか別の異界に飛ばされた可能性があってもおかしくはない、ということだな。しかし残念ながらそれはなさそうだ。私たちがこの場所で見つけた道具は私たちの世界の物だし、何より先ほど倒したゴブリンたちが持っていたある物が、ここが私たちの世界であると証明している」

『ある物？』

　ネフィーは先ほど戦闘があった場所まで戻ると、ゴブリンの死体の傍そばに落ちていた一枚の銅貨を拾い上げる。

「おそらくどこかで旅人からでも奪っただろう。ジェル硬貨、これは私たちの住むアルタジスタ大陸で流通している通貨だ」

　ネフィーが差し出した銅貨を見て、マリアとリンドが「そうだ」と頷く。

『つまりそこは、ネフィーたちの住むアルタジスタ大陸のどこかにあるダンジョンの中ということで間違いない、ということか』

「そしてこの場所がかつて実在した魔王が作ったダンジョンであるかは未だに疑わしい」

『らしいな』

「なんだ？　随分と素直に受け入れたな」

『反論しようがないだろ？　流通貨幣なんて明確な証拠を提示されたら』

　そう素直な感想を伝えると、ネフィーは「そうか」と答えながら、何な故ぜか楽しそうな笑みを浮かべる。

「ここが私たちの世界であるなら、これ以上問題はないでしょ。ノゾキ変質者は放っておいてさっさとこんなダンジョンから脱出しましょう」

　俺たちのやり取りを聞いていたマリアが、変わらぬスタンスでそう言い切る。

「で、でも、私たちはこのダンジョンに対して何も知りませんよ」

「そうね。だけど私たちをここに連れてきたＸは、私たちにこのダンジョンを攻略させるのが目的なんでしょ？　なら今いる地点はダンジョン内でも比較的浅い階層に違いないわ。だったらわざわざ言うことを聞いて、一番下まで潜る必要はない。さっさと引き返して、地上へ向かった方が早いに決まっているもの」

　この至し極ごくもっともな意見に、リンドは口を閉じてしまい、ネフィー「確かに」と頷く。

「とにかく！　私はアイツの為になるようなことをするなんてまっぴらなの！　絶対、絶対に嫌なの！」

　心底嫌われている感が半はん端ぱない。逆にここまでくると怒りや戸惑いを通り越して、楽しくなってきた。しかも、そんなお姫様に対して、これからもっと嫌われそうなことを言わなければならないらしい。

『マリアの考えは正しいと思う。だが残念ながら、Ｘの方が一枚上うわ手てだったようだ』

「？　どういう意味よ？」

『どうやらマリアたちは、そのダンジョンのかなり奥にいるらしい』

「……なんですって？」

『マリアたちがいるのは地下二十階層。しかも上に行く階段はないそうだ』

「な、なによ、それ！　適当なこと言うんじゃないわよ！」

『攻略本にそう書いてあるんだよ』

　冗談でもなんでもなく、本当にそう書いてあるのだ。しかもご丁寧にここより上の階層の情報はないときている。

「フウセイ、なぜ上層への階段がない？」

『えーっと、なんでも魔王の侵入者対策の罠わならしく、地下二十階層より下に入ると、自動的に上へ戻る階段が消えるそうだ』

「じゃあ出られないじゃない！」

『いや、そうでもない。どうやら最下層に行けば外に転移できる魔法装置があるらしい』

「最下層って何階よ？」

『攻略本によると地下二十七階らしい』

　さて問題です。上に行く階段がない地下二十階から地上に向かうのと地下二十七階まで潜ってダンジョン攻略するの、いったいどちらが建設的な選択でしょうか？

「どうやら私たちは最下層に行くしかないみたいですね」

　一番幼い少女でも分かる解答に、『そうらしい』と密室内で苦笑する。

　ここまでの俺たちのやり取りを予想していたとしか思えない犯人Ｘの準備の良さと狡こう猾かつさには、正直、脱帽といった気分である。

「ちょっとアンタ。適当な噓吐いているんじゃないでしょうね？」

『そう思われても仕方がないが、残念ながらＸが用意したヒントにはそう書いてある』

「……最低な気分ね」

『だが悪い情報ばかりじゃない。攻略本には地下二十五階層までの地図は載っている』

「つまりそこまでは、フウセイによる的確なナビゲートが期待できるという訳か」

『そういうことだ。まったく準備がいいね、Ｘさんは』

　結局、Ｘが思い描くシナリオ通りに進んでいく状況に、ついついため息が零こぼれる。

「仕方ない。フウセイの言葉を信じて、この階層を調べてみることにしよう」

　ネフィーの提案に、リンドも「そうですね」と頷く。

　しかし当然、それでは終わらない。

「はぁ？　なんでよ！　私は嫌よ、あんなヤツの言いなりになるなんて！」

　断固拒否の意向を示すお姫様が全力で反対するからだ。

「まあ、落ち着け、マリア」

「私は落ち着いているわよ！」

「フウセイ、マリアを説得するからしばし時間をくれ」

　ネフィーはそう言うと、マリアを手招きし、リンドの肩を抱くようにして自分の傍に引き寄せる。

　そして三人は小声で話を始める。

「何考えているのよ、ネフィー。あいつの言葉を鵜う呑のみにするなんて？」

「鵜呑みになどしていないさ。私も全面的にあの男を信用している訳ではない。むしろフウセイこそが私たちを誘拐してきた犯人Ｘである可能性すら疑っている」

「そうに決まっているわ！」

「だが忘れてはならないことが二つある」

「？　それは？」

「まず一つ、犯人Ｘは相当な実力者であるということだ。どんな手段を使ったかは分からないが、《白盾のマリア》と《魔導を終わらせる者》をこうして攫うことに成功している。私も気配察知には自信があったが、就寝中とはいえＸの接近を容易たやすく許し、気が付けばこの場所に連れてこられていた。それをやってのけたＸの力量は計りしれない」

「確かに、その通りね」

「その犯人Ｘがフウセイだった場合、一筋縄ではいかないだろう」

「なによそれ？　変態の癖に実力者って最低すぎるじゃない」

　マリアが心底嫌そうな顔で呻うめく。

「同感だ。もし本当にそうだったらな」

　あくまで可能性だと示し唆さするネフィー。

「ネフィーさん、もう一つは？」

「一つ目にも繋つながることだが、フウセイの居場所が分からないということだ。……いや、正確にはフウセイがどこに隠れているのか、私たち自身が見つけられていない」

「で、ですけど、それは風星さんが言ったように、どこか閉じ込められた部屋の中から遠見の魔法か何かで……」

「もしそれがフウセイの吐いた噓だったら？」

　リンドは一瞬言いい淀よどむも、すぐに反論する。

「で、ですが、現に私たちより先にゴブリンを発見して教えてくれました」

「もしフウセイがここから離れた場所で、私たちの様子をうかがっているだけなら、その近くを通りかかったゴブリンの存在に私たちより先に気付くことは可能だ。あるいはゴブリンをけしかけたのがフウセイ自身などということも考えられる」

　ネフィーの言葉に、リンドはなんとも言えない表情を浮かべ黙ってしまう。

「もちろん、今のも可能性の話だ。ただこの状況において、唯一確かなことがある。それは私たちがフウセイに一方的に監視されている、ということだ」

　その言葉に、リンドは俯き、マリアは周囲に目を向ける。

「我々がフウセイの姿を確認できていないこと、何よりこのダンジョンに関する情報をフウセイだけが握っていることを考えても、今は明らかに向こうに分がある。だから私は信用したフリをしよう、と二人に提案したい。情報を引き出し、フウセイの居場所を探る為にな」

　ニヤリと笑うネフィーの提案に、マリアが「なるほど」と頷く。

「ネフィーの考えは正しいと思う。私としては癪しやくだけど、確かに今はそう振る舞うのが得策かもしれないわね」

　信用するフリをして、俺がボロを出すのを待つ。

　マリアを納得させる為の方便か、あるいは本心か？

　どちらにしても、その選択は現時点においては最も有効的な手段だろう。

　俺の言葉が本当であったとしても噓であったとしても。

　どうやらネフィーは、なかなかの策士であるらしい。

　エルフだからなのか、はたまた本人の性た質ちなのか？

　ただネフィーたちにとって残念なことがある。

　それは三人のこそこそ話が、全て俺に筒抜けである、ということだ。

　どうやらネフィーたちは、俺が三人の右耳にある黒いイヤリングを通して語り掛けていることに気付いていないらしい。先ほどからの様子をうかがっていても、どこか離れた場所から声を響かせていると思っているようだ。

　なんにしてもこの状況で信頼関係を築くことは重要だ。極力隠し事はなしにしたい。

　三人に魔法のイヤリングのことを教えよう。

「いいわ、それでいきましょう。あの変質者、顔を出したら即座にギッタギッタにしてやるんだから」

　……そう思ったが、嬉しそうに拳こぶしを握るお姫様の表情を見て、考えを改めることにした。教える気が失うせたというのもあるが、それ以上に、いったいこのお姫様が、どうやって俺を信用したフリをするのかに興味が湧いたからだ。

　こそこそ話が終わり、顔を上げたマリアが周囲を見渡し、どこからか見ているであろう俺を意識しながら咳払いをする。

「まあ仕方がないから、当分はあなたの言うことを信じてあげることにするわ。涙を流して喜びなさい」

　どうやらこれがお姫様の最大限の譲歩の姿勢であるらしい。

　しかしこのお姫様は、なんでもかんでも偉そうに言わないと気が済まないのだろうか？　それはお姫様故ゆえなのか、はたまた本人がそういう性た質ちなのか？





　　　　４、探索開始、そして魔王のダンジョンに相応しい雑魚敵との遭遇






　話が纏まり、さっそく出発することになったのだが、エルフのネフィーが手を上げる。

「すまないが、矢を回収させてくれ」

　そう言って、先ほど全滅させたゴブリンたちの死体を漁あさり出だす。

「そんな追おい剝はぎみたいなこと止めなさいよ。しかも汚らわしいゴブリンのモノを奪うなんて」

　お姫様であるマリアが露骨に嫌そうな表情を浮かべる。

「矢には限りがある。私だってこんなことはしたくないが、この状況だ。手に入れられるのなら、それにこしたことはない」

　ヘッドショットで頭を射い貫ぬかれた弓ゴブリンたちが背負っていた矢筒から状態の良い矢を抜き取っていく。その様子を見ていると、もしかしたらこうして矢を手に入れる為に、弓ゴブリンが矢を放つ前に仕留めたのかもしれないと邪推してしまう。

「このナイフも貰もらっておくか」

　さらに落ちていたナイフとゴブリンの腰にあった鞘を取る。

『マリアも剣の切れ味がどうとか言っていたんだったら、さっき倒したヤツの剣を貰ったらいいんじゃないか？』

　先ほどマリアがぼやいていたことを思い出し提案する。

「ふざけたことを言わないでくれる？　この私がそんなことする訳ないでしょ」

　王女であり聖騎士としてのプライドからか、本気で嫌そうな表情を浮かべる。

　だけどそれを言ったら、今お前が使っている剣も、誰だか分からないＸが用意した剣なんだけどな、と思ったのだが黙っておく。口に出したら間違いなくキレられる。

「待たせたな、出発しよう」

　一人、武器の補給を終えたネフィーが戻ってくる。

　Ｘから支給された大きな道具袋の中身を確認していた天才魔法少女のリンドもそれを背負い（一人だけリュックのようになっている）、準備万端。

『とりあえず下に進む階段までの方向を指示すればいいか？』

「いや、まずはこの階層をくまなく調べたい。ダンジョンの特徴が分かるかもしれないし、何よりマリアを信用させたい」

　ネフィーの返答を聞き、なるほど、と思う。

　どうやら俺に対して敵愾心丸出しのマリアをダシにして、俺が提供する情報を精査しようということらしい。上う手まい言い方だ。流石は知的で狡猾なエルフといったところか。

『ならまずは……今、マリアが見ている方に向かってくれ。その先に水源があるはずだ』

「あっちか？」

　ネフィーの指差す方向を見て、「ああ」と答える。

「そういえば、先ほど攻略本に地図が載っているという話だったが、そもそもフウセイには今、私たちがその地図のどこにいるのか分かっているのか？」

『いや。ネフィーたちの周囲に見える風景や岩陰から推測しているだけだ。もしかしたら違っているかもしれないが、まずは位置確認をする為だと思って従ってほしい』

「分かった」

　こうして歩き出した三人。

　一方の俺はといえば、相変わらずどこかの密室内でベッドに座り、攻略本片手に映像を見ているしかない。

　だがそんな中で、歩き出した三人の動きに合わせて、壁に映し出されている十六枚の映像が変化し始めたことに気が付いた。

　その様子を観察し、その法則性も理解する。

　まず前提として、この十六枚の映像は三人の周囲を広く網もう羅らしている映像のようだ。

　三人を中心とした映像が一枚。それぞれ各人を俯ふ瞰かんする映像が三枚。さらにその周囲、それぞれの方角にある離れた場所を映す映像が十二枚。

　これら計十六枚の映像により、密室内で映像を見ている俺は、三人を中心としたかなり広範囲の様子を知ることができるようになっているようだ。

　映し出された映像と攻略本に描かれていた地下二十階層の地図を照らし合わせる。

　三人が歩く魔王のダンジョンは、狭く入り組んでいるという様子はまったくなく、むしろ大空洞内にある地下世界といった感じだ。

「フウセイ、端の壁が見えてきた」

　ネフィーの声を聞き、攻略本の地図を差した指を動かしながら次の指示を出す。

『そのまま壁沿いに左に進んでくれ。そうすると地下水が流れる川があるはずだ』

　三人の道のりは順調だ。最初のゴブリンから今のところ敵の気配もない。

　途中、三人は休憩を挟み、道具袋に入っていた携帯食の干し肉を齧かじったりしているのだが、それがとても美お味いしそうに見える。

　再び出発。だがすぐにマリアが立ち止まった。

「何かしら、あの穴？」

　マリアが見つけたのは、壁の下の方にあった狭い穴だった。

『ゴブリンたちの通り穴かもしれないな』

「どういうこと？」

『攻略本によると、ここは魔王が作った密閉されたダンジョンだったそうなんだが、長い年月を経て、外部と通じる隙間が生まれたらしい。その原因は巨大樹の根だそうだ』

「あれね」

　高い天井を見ていたマリアが、壁の所々からはみ出している太い樹きの根を指差す。

　というかデカい。映像を通しているせいで現実味が薄いが、根っこだというのに大木くらいの太さがある。明らかに普通の大きさではない。

「あれが神しん樹じゆの根だというのなら、このダンジョンがある地域は限定できるな」

「アクラマーナ、レブリス、ジュザのいずれかね」

「ですが、そうとも断定できませんよ。神樹はとても大きいですから」

　驚いているのは俺だけのようで、三人は当然のように会話をしている。

『神樹って？』

「天に到達するほど高く聳そびえる三本の世界樹で、アルタジスタ大陸の象徴だ」

『そんなモノまであるのか。まあとにかく、そんな巨大樹の根が地下深くにあるダンジョンまで伸びたらしく、その亀き裂れつで本来の入り口とは別の隙間が生まれたらしい』

「ならこの穴、もしかしたら上に繋がっているかもしれないわね」

　未だにダンジョン攻略を渋っているマリアがそんなことを口にする。

「だがこの穴は大分狭いぞ。せいぜい小さなリンドがギリギリ通れるか通れないかくらいだ。それにもしこれがゴブリン共の使っている穴なのならば、連中がこの中をはって移動してきたということになる。きっと穴の中は奴らの体臭と粘液だらけだろうな」

「やっぱり止めて、階段を探しましょう」

　ネフィーの言葉を聞いて、さっさと歩き出すマリア。

「フウセイ、先ほどのお前の話を聞く限り、つまりゴブリンたちは最初からこのダンジョン内にいた訳ではないということか？」

『ああ。さっきの穴みたいな隙間を通って外から侵入するらしい。だから元来、このダンジョンを徘はい徊かいしている雑ざ魚こ敵てきは別にいるそうだ』

「雑魚敵？」

『ダンジョンへの侵入者を排除する番人たちだそうだ。魔王の力によって魂たましいを与えられ生み出された甲かつ冑ちゆうの騎士。攻略本には【闇やみ騎き士し】と書かれている』

「へぇ、魔王が生み出した騎士なんてものがいるのね」

　初めて知ったらしく映像の向こうでマリアが興味の色を示している。

　そんな中、映像を眺めていた俺は、それに気づきハッとなる。

『三人とも隠れろ』

　俺の言葉を聞いて、すぐに三人は近くにあった岩陰に隠れる。

「どうしたの、何があったの？」

『ゴブリンが近づいてくる』

「何よ、ゴブリンくらい」

『いや、ただ近づいてきているんじゃない。逃げているんだ』

　マリアが映る映像の隣となり、ここより離れた場所を映した別の映像の中を、一匹のゴブリンが必死の形相で逃げている。

　なにから？

　背後から迫る漆しつ黒こくの甲冑を纏った騎士からだ。

　刃渡りのある大剣を肩に担ぎ、重厚そうな大盾を持つ漆黒の甲冑の騎士は、必死に逃げるゴブリンを規則正しい足取りで淡々と追いかける。持っている大剣と大盾の重さなどまるで感じさせず、追いかけるペースは不気味なほど変わらない。

　そんな騎士から逃げていたゴブリンだったが、足をもつれさせ地面に転がる。

　慌てて立ち上がろうとしたが、その時には騎士の兜かぶとの隙間から覗く、一つの赤く不気味な光に見下ろされていた。

　まるで瞳のように蠢うごめく赤い光に委縮するゴブリン。そして無情に振り下ろされた大剣の一振りによって、その首は宙に舞い、残った身体は地面に崩れ落ちる。

　動かなくなった死体を見下ろす騎士。侵入者を処理したと言わんばかりのその動きには、まったく生気が感じられない。

　直感的に理解する。ヤツこそ魔王によって偽いつわりの魂を込められた闇騎士なのだと。

『これがこのダンジョンの本当の雑魚敵ねぇ。ゴブリンとはまた随分と差があるな』

　映像の向こうに映るその姿を目の当たりにし、思わず本音が零れる。

　岩陰に隠れるネフィーとリンドもまた、闇騎士の姿に難しい表情を浮かべている。

　だがそんな中、俺たちとはまったく別のことを考えていたヤツがいたらしい。

　マリアである。

「？　どうしたマリア？」

「大丈夫だから二人とも安心して」

　立ち上がったマリアは、戸惑うネフィーたちに笑顔を向けると、一人岩陰から出て行く。この行動には他の二人もただただ驚き、その後ろ姿を見送るしかない。

『お、おい。何も自分から出て行くことは……』

「生憎と敵の騎士を前にして、こそこそ隠れるのは私の趣味じゃないの」

　闇騎士の首がゆっくりと動き、兜の隙間から覗く一つ目のような赤い光がマリアを捉とらえる。

　あいつ、何を考えているんだ？　アホなのか？　アホなお姫様なのか？

　一瞬そう思ったが、すぐに別の考えが頭を過よぎる。

　マリアの実力があれば、コイツも倒せるんじゃないか？

「我はリセシア王国の聖騎士マリア。名乗る名があれば名乗ってみなさい、魔王の騎士！」

　騎士道というヤツなのか、律儀に名乗りを上げるマリア。

　だがもちろん、闇騎士はこれに応じることなく、問答無用でマリアに襲いかかる。

　当然と言えば当然、だって相手は雑魚敵だし、そもそも名前があるかも怪しい。

　闇騎士は右手に持った大剣を軽々と振り上げる。その迫力に普通なら物怖じしそうなモノだが、マリアはまったく臆おくすることなく、剣と盾を構え、これに応じる。

　振り下ろされた大剣の一撃をマリアの盾がいなそうとするも、強烈な一撃で、マリアの盾に火花が散り、体勢が大きく揺らぐ。

　だがそれでも、まっすぐに突き出されるマリアの剣。

　初撃こそ闇騎士が左手に構える大盾によって阻はばまれたが、軽やかなフットワークで次々と剣撃を放ち続けるマリアは、相手の大剣をかいくぐり、大盾の守りを縫ぬうようにして、ついには相手の甲冑に鮮やかな一撃をお見舞いする。

　──だがその一撃は、空っぽの甲冑を叩くような振動音を響かせただけだった。

　まるで何事もなかったかのように闇騎士が剣を振り続ける。

　親玉ゴブリンとの時と同じく、闇騎士の繰り出す激しい攻撃を、マリアは盾たて捌さばきと身のこなしでかいくぐり、逆に次々と剣撃を叩き込んでいく。

「くっ」

　しかし状況は親玉ゴブリンの時とは、まったく違った。

　マリアの剣撃は、大盾の守りの隙を突いたとしても、その甲冑に傷を付ける事すらできないのだ。

『マリア、分が悪い！　ここは一度逃げろ！』

　闇騎士の一撃を盾で防ぎながら間合いを取るマリアに向かって思わず叫ぶ。

「逃げる？　この私が？」

　マリアの視線が動く。その先には、岩陰から心配そうに見つめるネフィーとリンドの姿があった。二人の表情を見て、マリアが黒騎士を睨む。

「絶対にあり得ない！　私は逃げない！　必ずこいつを倒してみせる！」

　叫びと共に強情に剣を振るい続けるも、やはり敵の甲冑には傷一つ付かない。

　逆に闇騎士の大剣がマリアの盾を勢いよく弾き、その一撃にマリアの姿勢が大きく崩される。さらに良く見るとマリアの鉄製の盾も酷く拉ひしやげており、今にも壊れそうだ。

　パキン

　だがそれよりも先に壊れたモノがあった。

　闇騎士に向かって勢いよく振り抜かれたマリアの剣である。

　まったく斬れないとぼやいていたＸが用意したなまくらの剣が、刃の途中から見事にポッキリと折れてしまったのだ。

「なっ！」

　剣が折れた動揺が、マリアの動きを明らかに鈍にぶくする。

『避けろ！』

　その動揺は闇騎士の前では致命的であった。機械的に振り続けられる大剣の斬ざん撃げきをさばき切ることができず、ついにその一撃がマリアの身体を切り裂いた。

「……噓、でしょ？」

　鎧など着ていなかったその体から真っ赤な鮮血が飛ぶ。

　白盾のマリアは地面に膝を突き、そのまま崩れ落ちるように倒れた。





　　　　５、プライド






「気が付いたか？」

　ようやく目を開けたマリアがゆっくりと口を開く。

「……ここは？」

「目指していた水場の傍だ。リンドが結界を張ってくれた。ここなら安全だ」

　マリアの顔を覗き込んだネフィーが応える。

「私……生きているの？」

「ああ。さっそく貴重なエスト薬を一本消費したがな。まったく大した薬だよ。あれだけの傷が一瞬にして綺き麗れいに消えてしまうんだからな」

　そう言って、空からになった小瓶を掲げる、ネフィー。

　マリアは上体を起こし、自らの身体を見下ろす。

　ネフィーの言う通り、その美しい肌には傷一つ残っていない。あるのは、闇騎士によって裂かれた服だけ。

　だがそれこそが、マリアが闇騎士の大剣を浴びたという何よりの証拠だった。

「マリアさん、よかったです」

　ホッとした表情で近づいてきたリンドが、マリアの首に手を回して抱き着く。

　その頭を優しく撫なでながら、マリアが口を開く。

「どうなったの、私？」

　沈んだ声で尋ねられ、ネフィーもリンドも俯いてしまう。

『闇騎士にやられたんだよ』

　だから俺がマイクを通してそれを伝えた。敗北したという事実を言葉にし、それをマリアに付きつける。

　沈黙が続く中、ネフィーが言葉を繋ぐ。

「マリアが斬られたのを見て、私とリンドが介入したんだ。リンドが魔法で相手の足止めをしている間に、私がマリアの口にエスト薬を流し込み、そのまま抱えて逃げ出した。凄かったぞ、リンドの魔法は。地面から噴き上がる火柱というのを初めてみたよ」

　リンドの魔法によって地面から噴き出した巨大な炎の柱。あれはもはや柱などではなく噴火と表現しても遜そん色しよくない。流石は天才魔法少女といったところだ。

「負けたの？　この私が？」

　呻くような声と共に、地面に拳を叩きつけるマリア。

　その姿に、ネフィーもリンドも何も言えない。

　だから俺が言う。

『負けて当然の勝負を挑んで何を悔くやしがってんだよ』

「なんですって？」

　顔を真っ赤にしたマリアが周囲を睨みつける。

「許さない！　今すぐ出てきなさい！　その首を刎ねてやる！」

『だから俺はどこかの密室に閉じ込められているんだよ。それによしんばお前の前に出ていったとして、いったいお前はどうやって俺の首を刎ねるっていうんだ？』

　憤ふん慨がいするマリアが無意識に隣の地面に手を伸ばす。しかし当然、そこに剣はない。マリアが使っていた剣は先ほどの戦闘で折れ、打ち捨てられてきている。盾も同じだ。

　虚こ空くうを摑つかんだマリアが、悔しそうに唇くちびるを嚙む。

　そんなマリアを俺は鼻で笑う。

『なんだよ、さっきのアレは？　自分から敵の前に姿を晒さらして自分の名前を叫んで。騎士道ってやつか？　それで無ぶ様ざまに負けるんだから世話ねぇよな。《白盾のマリア》だかなんだか知らないが聞いて呆あきれる』

「あんなヤツ、ちゃんとした剣と盾があれば負けなかった！」

　マリアが叫ぶ。その目の端にはうっすらと涙すら浮かんでいるが、一切容よう赦しやしない。

『それがないのに飛びだしたのはお前だろうが』

「くっ！」

『なんで負けたのかって？　単純だよ。自分の力を過信して、装備も碌ろくに揃そろえずに、相手の力量を見誤って突っ込んだ、お前のミスだ。全部お前が悪い。文句のつけようもないくらい完璧にお前ひとりの責任だ』

　悔しさでぷるぷると震えるマリアに向かって、容赦なく辛しん辣らつな言葉を浴びせ続ける。

「フウセイ、それくらいにしろ」

『いや、止めないね。生憎と俺は怒っているんだ』

「アンタが何を怒るっていうのよ!?　無様な私を罵ののしって楽しんでいるだけじゃない！」

　どこにいるか見えない俺に対して反抗的な瞳を向けるマリア。

『別にお前が悔しがっている姿なんて見ても面白くもなんともねぇよ。俺が怒っているのはな、お前のせいでネフィーとリンドが死にかけたからだ』

　そこでマリアがハッとなる。

『さっきネフィーは簡単に言っていたが、弓使いと魔法使いが大剣を持った騎士の前に飛び出す危険を分からないお前じゃないよな？』

　二人を交互に見るマリアに俺は続ける。

『実際かなり危険だった。特にお前が斬られて真っ先に飛び出したリンドは本当にヤバかった。魔法の詠えい唱しようが間に合わなかったら斬り殺されていてもおかしくはなかった』

「だ、大丈夫でしたよ、マリアさん。ちゃんと間に合うって思っていましたから」

『その割には、生み出した火柱の後ろで腰を抜かしていたけどな』

　地面に倒れたマリアに止とどめを刺そうと闇騎士が大剣を振り下ろすのと呪文を唱えるリンドがその間に割って入ったのは、ほぼ同時。あとほんの少しでも呪じゆ文もんを唱えるのが遅かったら、リンドは頭から大剣を振り下ろされていただろう。

　まさにギリギリだったと言わざるを得ない。

『騎士っていうのは誰かを守る存在じゃないのか？　それなのに守るどころか危険に晒すなんて、笑わせるな』

「見ているだけの……ただ見ているだけのアンタに言われる筋合いはないわよ」

　絞り出すような声で反論してくるも、その姿には先ほどまでの勢いはない。

　そんなマリアの姿を密室の中で見てしまい、マイクのスイッチを放す。

「……見ているしかないから俺が言ってんだよ」

　今、自分に対して心の底から苛いら立だたしく思っているのは俺自身だ。

　だからせめて言わなければならないことは全て俺が言う。

　そう思い、改めてマイクのスイッチを押す。

『今回の一件は自分勝手に動いたお前のミスだ。二人に迷惑をかけた、それは自覚しろ』

「……ごめんなさい、ネフィー、リンド。私が愚おろかだったわ」

　二人に対して素直に謝罪の言葉を口にするマリア。

　まったくこいつは頑固なんだか、素直なんだか。

　そして当然、俺に対する謝罪はない。まあいいけど。

『とりあえず反省が終わった所で、これからのことに関して提案がある』

「？　なによ？」

『今後はあの闇騎士に関わるのは止めよう。幸い、俺は連中の接近を先んじて知ることができる。今後は奴らが近づいてきたら隠れてやり過ごす。勝てない相手に余計なリスクを背負う必要は……』

「ダメよ」

　俺の言葉をマリアが遮さえぎる。

『……なんだと？』

「このまま逃げるなんてありえない。私のプライドが絶対に許さない！」

『お前、また、そんな自分勝手なことを……』

「それにアイツはこのダンジョンにぞろぞろいる雑魚敵の一人でしかないんでしょ？　そんなヤツからイチイチ逃げ回っていたら、この先に進むなんてできやしない」

『…………』

「だから今度こそ私がアイツを倒す。そして今度こそ私がネフィーとリンドを守れると証明してみせる」

　マリアの真っすぐな気持ちと言葉に、ネフィーとリンドが微笑む。

「フウセイが言っていたぞ、『マリアが一人で闇騎士に立ち向かおうとしたのは、一緒にいる私たちを安心させようとしたかったからじゃないか』とな」

「アイツが……そんなことを……」

「そうなのか？」

「……ごめんなさい、逆に不安にさせてしまったわね。だけど次は必ず……」

　そう顔を上げたマリアの言葉を、ネフィーが手で遮る。

「まだ出会ったばかりだが、マリアならきっとそう言い出すと思っていた。だから私たちはどうすればマリアが闇騎士に勝てるか話し合っていたんだ」

　その言葉にマリアが苦笑する。

「ネフィーたちには私の行動はお見通しだったみたいね」

「ちなみに言い出したのは、私たちではなくフウセイだがな」

　途端、何とも言えない表情で口を噤つぐんだお姫様は、どこかばつが悪そうに周囲を見渡しながら、どこにいるか分からない俺に向かって、ぼそりと呟く。

「それで？　……どうすればいいの？」

　密室内の映像でそれを見ていた俺は口角を上げる。

『やることは三つある。マリア、お前にはその全部をやってもらう』

　マリアはしばし考え、コクリと頷いた。

「いいわ。なんだってやってあげるわよ」





　　　　６、準備






　という訳で闇騎士を倒すための三つのこと。

　その一つ目をさっそくマリアに伝える。

『マリアが闇騎士に対して圧倒的に負けているものは一つしかない、何か分かるだろ？』

「装備、剣と盾ね」

『そういうことだ。だからまず一つ目はそれを調達する』

「どうやって……って、まさか……」

『ああそうだよ、お前が思っている通りだ。さっきの場所まで戻って親玉ゴブリンが持っていた剣を回収する』

　移動してくる前にマリアが倒した親玉ゴブリンが使っていたのは、なかなか立派な剣でマリアが使っていたなまくら剣より数倍はマシな代しろ物ものだった。

「でも、そんな恥知らずなこと……」

『お前さっき言ったよな、俺が言うことなんでもやるって？　なんだ、あの言葉は噓か？　ネフィーたちを守るって言った言葉も適当か？』

「そんなわけないでしょ！」

『ならやれ。嫌だと思ってもやってもらうぞ』

　ニヤリと笑う俺の言葉に、マリアが心底悔しそうに歯ぎしりをする。

「嬉しそうに言わないでくれる。アンタ、本当に最低な性格ね」

　抵抗の意思を示すように憎まれ口を言ってくるが、そんな言葉は痛くもかゆくもない。むしろ、そんな反抗的なお姫様に無理矢理言うことを聞かせるのはちょっと楽しいと思い始めているのは、ここだけの話である。

　という訳で、そこからしばし二手に分かれて別行動を取ることになった。

　マリアとネフィーは先ほどの地点まで引き返し、剣を回収。リンドは一人、水場傍に張った結界内で待機することになった。

　これはそれなりの距離を急いで引き返す為に子供の足では大変だという判断からだ。

　先ほどマリアが意識を失っている間に結界に関して詳しく聞いたが、結界とは、結界石と呼ばれる特別な石を媒体にして張られる防壁であり、外敵から姿を隠し、その侵入を拒こばむ魔法の一種であるそうだ。さらにその結界を張ったのが《魔導を終わらせる者》と呼ばれる天才魔法少女なのだから、その強固さは折り紙付きとのことだ。

「お気をつけて」

　リンドに見送られ、足早に出発するマリアとネフィー。

　その様子を密室から見ていた俺は、予あらかじめ動作を確認しておいたマイクの台座にある【３】のボタンを押す。

『リンド、何かあったら言ってくれ』

「分かりました」

　マイクの番号を押すことでそれぞれ個別に話せるので、今回のような別行動にも対応できる。ちなみに【２】がネフィーだったので、必然的に【１】はマリアとなる。また、ボタンを二つ同時に押すことで二人にだけ話すことも可能であることも実証済みだ。

「……ふーん、なるほどな」

　さらに密室内で映像を見ていて、また新たな発見があった。

　それは十六枚のうち十二枚の映像が、三人の別行動に対応して自動的に振り分けられたということだ。これまで三人を映していた映像は一定間隔で自動的に切り替わり、三人をそれぞれ映していた三枚はそのまま。ただ周囲を監視する十二の映像のうち、一人残るリンドの周囲に四つ、先ほどの地点に引き返す為に移動するマリアとネフィーに八つ。それぞれ振り分けられている。当然、三人の時とは映像の見え方も範囲も違ってきているので、今後の為にも、その辺りの違いも把握しておく必要があるだろう。

　攻略本の地図を見ながらナビゲートする俺の指示に従い、敵に遭遇することなく先ほどゴブリンたちと戦闘した地点まで戻ってきたマリアとネフィー。

　そしてさっそく嫌がるマリアに、親玉ゴブリンの死体から目的の剣を剝ぎ取らせた。

『よし、次は手ごろな盾を手に入れるぞ』

「そうは言うけど、盾なんてどこにも落ちていないわよ？」

『ならやることは一つしかないよな？』

　密室の中で楽しげに尋ね返す俺の声色に、マリアの顔が青くなる。

「まさか……」

『そうだよ。これからこの階層を徘徊しているゴブリンを見つけ出して、手当たり次第に倒たおし捲まくる。ゴブリンが良い盾を落とすまでな』

「噓でしょ！　なんて最低なことを考えるのよ！　このろくでなし！」

『だけどマリア。お前さっき、なんでもやるって言ったよな』

「ううっ……言ったけどぉ」

『じゃあ、やるしかないよな』

　邪悪な笑みを浮かべ囁ささやくように語りかける俺の言葉に、ぷるぷると涙目を浮かべながらイヤイヤする、マリア。

　こちらを散々罵ば倒とうしてくるが、結局は俺の言うことに従うしかない。そんなお姫様の姿を眺めていて思う。

　うん、なんだか想像以上に楽しいな、これ。

「ではフウセイ、余計なことは考えずしっかりと私たちを導いてくれよ」

　そんな悦えつに入り始めていた俺に対し、同行するネフィーが冷やかな声色を浴びせてくる。おかげで正気を取り戻すことができた。危ない危ない、危あやうく新たに見つけた楽しみにハマるところだった。しばらくは自じ重ちようすることにしよう。

　──という訳で、良さそうな盾を獲得する為のゴブリン狩りがはじまったのだが、幸いにも標的となるゴブリンの一団をすぐに発見することができた。最初に見つけた集団の中にいた体格のいいゴブリンが立派な盾を持っていたのだ。俺の報告を聞いたマリアとネフィーはこの一団に襲い掛かり、瞬く間に連中を殲せん滅めつ。

『これで盾もゲットだな』

　しかし盾を手に入れたはずの本人は、この世の終わりのような表情を浮かべながら、盾を指で摘つまみ上あげている。

「もうイヤ。本当にイヤ。こんなの汚らしくて持ちたくもない」

　涙目を浮かべるその姿は、見ているだけで楽しい。

　目的を果たした二人は、俺のナビに従い、リンドの待つ川辺にある結界へと引き返す。

　そんな二人を、リンドが笑顔で出迎える。

「お疲れ様でした。よかったら飲んで下さい」

「これは？」

「干し肉を使ってスープを作ったんです」

　リンドは結界内で大きめの石を積んで土台を組み、魔法で火を焚たき、道具袋に入っていたという鍋に水を汲くんでスープを作っていたのだ。同じく道具袋に入っていた木の器に入れたスープを、二人は「ふぅふぅ」しながら口に運ぶ。

「美う味まいな」

「本当ですか！　良かったです」

「リンド、あなた小さいのに料理ができるの？」

「それほど難しくはありません。きちんとレシピに従って作るだけですから、魔法薬を作るのと変わりません」

　なんというかいかにも魔法使いっぽい発言であると思った。

『そういうマリアは料理なんてできなさそうだな』

「当たり前じゃない。料理は料理人が作るものよ」

　どうやらお姫様にはこの手の皮肉がまったく通じないようである。

「他にもありますよ。近くに実を付けた木が生えていたので取ってきました」

　リンドはそう言って、丸みのある果実を二人に差し出す。

「こんな地下なのに木が生えているの？」

「ケケセラの木です。暗い水辺に群生する木で、その実は水気が多く、仄ほのかに甘味もあります。あと川の中に魚もいましたよ。……まあ、これは取れませんでしたけど」

「それなら私がやろう」

　立ち上がったネフィーは、そのまま川岸に立つと、弓を構える。

　そして川に向かって矢を放つ。矢はすぐに浮かんできた、貫いた魚と共に。

「す、すごいです！　ネフィーさん！　早速、焼き魚にしますね」

　リンドが魚の下ごしらえをしている間、ネフィーはケケセラの実を齧り、マリアはゴブリンから手に入れた剣と盾をこれでもかというほど、川の水で洗っていた。

「あー、もう、なんだかにおいが残ってそうでヤダ」

　それにしても三人がいるのは魔王のダンジョンのはずなのに、木の実を取ったり、魚を取ったり、意外と充実しているようだ。

　ダンジョンというより地下世界。マリアたちの世界の魔王とやらは、いったいなんのために地下深くにこんな広い空間を作ったのだろうか？

　ほどなくしてリンドが下ごしらえをした魚が焼き上がり、マリアたちが美味しそうに齧りつく。

　非常に美味そうである。

「それで？　アンタの言う通りに剣と盾を調達しただけど、他にも闇騎士を倒すためにやることが二つあるんでしょ？」

『ああ。だが後の二つは別に難しいことじゃない。戦いにおいて極めて基本的な行動をするだけだ』





　　　　７、リベンジ






『いた。たぶんさっきのヤツだ』

　休息を終え、移動を開始した三人のナビゲートをしていた俺は、広い空洞内を徘徊していた闇騎士を発見した。相変わらず黒い甲冑姿で、右手の大剣を肩に担かつぎ、左手に大盾を持ったまま一定の速度で歩いている。

『それじゃあ、さっき言った作戦通りに』

　頷き、素早く行動を始めるネフィーとリンド。しかし手に入れた剣と盾を持つマリアだけは頰ほおを膨らませている。

『なんだ？　まだ剝むくれているのか？』

「……別にそういう訳じゃないけど」

『おいおい忘れたのか？　闇騎士を倒す為なら、俺の言うことは何でも聞くって……』

「だからやるわよ！」

　ぶっきらぼうに言い捨ててようやく動き出すマリア。

　その様子を見ながら、先ほどの休息中のことを思い出す。







『二つ目は、不意打ちだ』

「あの闇騎士を不意打ちしろっていうの、卑ひ怯きようじゃない！」

　俺の提示した二つ目を聞き、騎士道全開の聖騎士様が露骨に嫌な顔をする。

『なに言ってんだ。だいだい最初にゴブリンの集団と戦った時に自然と奇襲仕掛けていたじゃねぇか』

「あ、あれは……妖魔を倒す効率的な戦い方。兵法よ、兵法！」

　必死に反論を試みるお姫様の言葉にニヤリとする。

『そうだよ。これは効率的な戦い方。兵法ってヤツだ。とにかくなんだっていいんだ、勝てればな。逆に言えば勝たなきゃ全部意味がない』

「だ、だけど……」

『いいか。今回のダンジョン探索には、周囲の様子を広く確認できる俺という存在がいることで、マリアたちにとってかなり有利なことがある。それは敵と遭遇した場合、ほぼ間違いなく相手の不意を突けることだ』

　近くにいる敵をいち早く捕捉できるのだから、こちらから戦闘を仕掛けるのは容易い。

『常に先制攻撃。このアドバンテージを生かさない手はない。先手必勝は戦いの極意だ』

　するとネフィーが感心したような表情を浮かべる。

「驚いたな、異界人のフウセイが兵法に精通しているとは。フウセイの国は戦いくさが強い国なのか？」

『俺が住んでいる国は平和好きで戦争とは無縁だ。ただ頭を使う対戦ゲームが流は行やっていてな。そのほとんどのゲームで先手は有利とされ、後手には何かしらのハンデが付くんだ。そうしないと対等な勝負とならないってな』

「平和好きの国の娯楽ゲームが兵法に精通しているとは。はてさて、いったいフウセイの国はどんなところなのか、およそ想像もできないな」

「えっと、それで？　三つ目はなんなのよ？」

　恐る恐るといった様相で尋ねてくるマリアに、俺は答える。

『三つめはもっと明確だ。数の暴力で押し切れ。つまり三人で一人の敵をフルボッコにしろってことだ』

「でもそれじゃあ、私が倒したことにならない……」

『なんでもやるって言ったよな？』

　マリアは「むぅ」と押し黙り、最後には「分かったわ」と頷いた。

「兵法に精通した異界人は口も達者なようだ」

　準備を始めるマリアを眺めながらネフィーが楽しそうに呟くのを聞いて、魔法のマイクの台座にある【２】のスイッチを押す。

『聞き分けのいい素直なお姫様で助かるよ。それより……』

「ああ分かっている。今回は勝つことよりマリアに分かって欲しいことがあるからな。上手くやるさ」







　そんなことを思い出しているうちに、三人の準備が整った。

　先ほどから変わらず歩を進める闇騎士に対して、まず最初に仕掛けるのはリンドだ。

　隠れた場所から闇騎士に攻撃をする為の魔法の詠唱をし始める。

　魔法使いが離れた場所から強力な魔法で一方的に攻撃することができれば、どんな敵にでも必ず勝てるのではないか？

　マリアが意識を失っている間、俺はネフィーとリンドにそう尋ねた。

　しかしあながちそうでもないことを二人は俺に教えてくれた。

　魔法は確かに強力だ。しかし気づかれやすいのだという。

　魔法というのは、神樹より生み出され大気中を流れるマナと呼ばれる力に干渉するそうなのだが、このマナの流れを特定のモノたちは敏感に感じ取ることができるそうだ。よく相手の気配を感じるというのがあるが、マナの流れを察知できるモノにとっては、他者が扱う魔法は、それ以上に明確な感覚として感じ取れるらしい。

　それは魔法を扱う人間やエルフなどの種族だけに限らず、動物たち、ゴブリンなどの妖魔たちにも当てはまるらしい。そしてそれは魔王の魔法によって仮かり初そめの魂を吹き込まれた闇騎士であるならば尚なお更さらだろうと。

　その言葉は正しかったようだ。

　闇騎士からはリンドの姿は見えないにもかかわらず、リンドが魔法の詠唱を始めた途端、一つ目のような赤い光がそちらを向き、大盾を構えて動き始めたのだ。

　もしこのまま姿を現したリンドが魔法を撃ち込んでも、あの立派な大盾によってガードされてしまうだろう。

　まさに強力な威力を誇る魔法の欠点を見せつけられたような展開。

　──だからこそ、別の場所からネフィーが放った矢の一撃は、闇騎士の側頭部になんなく突き刺さった。

　見事なまでのヘッドショット。相変わらずの腕前だ。

　まさかの一撃にグラついた闇騎士は大きく姿勢を崩し、赤い光が横を向く。

　そしてその隙を突くように、姿を現したリンドが魔法を放つ。

「炎よ、爆ぜよ」

　襲い掛かる火の玉は、大盾のガードが崩れた闇騎士に着弾すると同時に爆発する。

　完璧なまでの連携攻撃。

　そして満を持して、別の岩陰から飛び出したマリアが闇騎士に向かって剣を繰り出す。

「今度はさっきのようにはいかないわよ」

　闇騎士に勝つ為にと俺がマリアに提示した三つのこと。

　強い武器を準備すること、先手を取ること、敵より味方の数が多いこと。

　それは別に特別なことではない。戦いを有利に進める為の基本的な要素でしかなく、おそらくマリアにとっても普段ならば自然と行えていることなのだろう。

　だがそれが無自覚であっては意味がない。ましてや、騎士道だの聖騎士の誇りなんて信念を貫くことを優先しているようでは話にならない。

　それを自覚させること。そうすることで俺は……いや俺やネフィーたちは、マリアに伝えたいことがあった。

「……だったんだけど、やっぱり凄いな、あいつ」

　密室内で、映像を見ていて思わず言葉が漏れる。

　リンドとネフィーによる先制攻撃は見事に決まり、闇騎士はダメージを食らい、さらに大きく体勢を崩したことにより、マリアは有利に戦いを始められた。

　だがいざ戦いが始まってみれば、そんな前準備などまったく関係なかったと言わんばかりにマリアは闇騎士を圧倒している。

　見事なまでの盾捌きと身のこなしで、相手の攻撃を一切受けず。繰り出す剣撃を確実に叩き込む。

　ちゃんとした装備があれば負けない。

　自分が口にした言葉が正しかったと証明するように、闇騎士を一方的に攻め立てる。

　マリアが手にした切れ味のある剣は、闇騎士の甲冑をあっという間にボロボロにし、大剣が握られた闇騎士の右手を斬り飛ばす。

　斬られた甲冑の中から黒い靄もやが血のように噴き出し、闇騎士がよろける。

「トドメよ！」

　そしてマリアの握る剣が漆黒の甲冑の胸に深々と突き刺さった。

　貫かれた甲冑の隙間からも黒い靄が漏れ出し、闇騎士の身体がガクガクと震え、左手にあった大盾が地面に落下する。

　だがしぶとく、大盾を落とした左手が、マリアの顔に伸びてくる。

　マリアはこれに即座に対応しようとした。

　しかしその前に、飛んできた一本の矢が闇騎士の顔面を真正面から射貫いた。

「────」

　兜の隙間を縫うようにして突き刺さった矢によって、赤い光を貫かれた闇騎士は、金かな切きり声ごえの悲鳴を発する。

「マリア、下がれ！」

　矢を放ったネフィーの叫びに、マリアは何かを察し、即座に後方へと飛ぶ。

「大地より噴き出すは、紅ぐ蓮れんの炎」

　マリアが飛び去ったと同時に、地面から噴き出した激しい火柱が闇騎士を飲み込んだ。

　炎はやがて消え、ぶすぶすと音と立てる闇騎士の甲冑だけがその場に残り、それもすぐに崩れ落ちて灰となった。

　闇騎士を倒しきったことを確認し、マリアは振り返り、やや強引に介入してきた二人に対して、何か言いたそうに口を開こうとした。

「ありがとうございました、マリアさん。おかげで危なげなく魔法を使うことができました」

　しかし笑顔を浮かべるリンドにお礼を言われてしまい、きょとんとした表情になる。

　そんなマリアにネフィーが言う。

「どうだ、マリア。私たちの腕もなかなかのものだろう？」

　それで全てを察したのだろう。

　マリアが「あはは」と笑い出す。

「そうよね。大事なのは私が勝つことじゃなくて私たちで勝つことなのよね。二人は私が守るべき存在だけど、同時に背中を預けて戦える仲間でもある。……アイツも言っていたしね、私たち三人でフルボッコだって」

　マリアの言葉に、ネフィーとリンドが笑顔で頷く。

　どうやら俺たちが伝えたかったことをマリアに理解してもらうことができたようだ。

　謎なぞの犯人Ｘによって放り込まれた魔王のダンジョン。この先に何が待っているのか分からない。だからこそ三人で協力することが何よりも重要だということを。

「ありがとうね、ネフィー、リンド。改めてこれからよろしくね」

　こうしてマリアは見事リベンジを果たすことができた。

　そして何より三人の間に、確かな絆きずなが生まれた瞬間でもあった。





　　　　８、そして俺に関する重要な発見






「悪くないわね、この大剣と大盾」

　マリアは闇騎士から手に入れた大剣と大盾を嬉しそうに眺めている。どうやらゴブリンから奪ったモノを使うよりかは精神的にも楽であるらしい。

　闇騎士を無事に倒した三人は、先ほどと同じ地下水が流れる川沿いに結界を張った。

　今夜（といっても昼夜の区別はつかないが）はここで休み、明日から本格的に魔王のダンジョンの攻略へと乗り出すことになったのだ。

『……随分と大きいけど重くないのか？』

「多少は重いけど、いつも使っているのはこれくらいの大きさだから、しっくりくるわ」

　その言葉が偽りでないことを示すように、大剣と大盾を構えるマリアは、軽く動いてみせる。若干の動きの遅さはあるが、それでもその重さに振り回されることなく、きちんと使いこなせている。

「《白盾のマリア》の剣と盾は、神の加護を受けた特別なモノだと聞く」

　たき火の前でその様子を見ていたネフィーの言葉に、マリアが頷く。

「聖剣ラズールと聖盾カナン。鎧も特注で作られたモノを使っていたわ。私は王女として聖騎士として生きてきたからこそ、装備で困ったことなんて一度もなかった。それが私にとっての当然だったの。だから今回のことは、本当に良い経験になったわ」

　王女として身に着けるモノは常に最上級のモノを用意されていたのだろう。

　装備によって強さは変わる。

　だがそれだけで戦いの強さが決まる訳ではない。

　マリアの強さが装備に頼ることなく積み上げてきた鍛たん錬れんの賜たま物ものであることは、戦う姿からも疑う余地はない。

　本当に大したお姫様である。

『……そういえば、よかったのか？　上へ行く階段を探さなくて』

「どうせ探したってないんでしょ？　だったらさっさと攻略する方が早いわ」

『……そうだな』

「それに……今回のことで、アンタの意見も少しくらい聞いてもいいと思っただけよ」

『…………』

「？　ちょっと、聞いているの？」

『……あっ、悪い。少し眩暈がして聞いてなかった』

「聞いてなさいよ！」

『……すまないが、もう一回言ってくれ』

「言わないわよ！　二度と！　二度と言わないわよ！　フンだ！」

　そっぽを向いてむくれるマリアだったが、そこで「ん？」と顔を上げる。

「ねぇ、眩暈って大丈夫なの？　心なしか声にも元気がないみたいだけど」

『……ああ、マリアたちは気にしなくていい』

「そんな風に言われて、気にならない訳ないでしょ。隠し事はなしにしなさいよ」

『いや本当に……ぎゅるるるるっ……くていい』

「「「…………」」」

　しまった、マイクのボタンを放すタイミングを見誤った。

「なによ、単にお腹が空すいただけ？　脅おどかさないでよ」

　呆れた表情を浮かべるマリア。

「いや、不ま味ずくないか？」

　だがその一方で、ネフィーが神妙な面おも持もちで立ち上がる。

「どうしたのよ、ネフィー？」

「なぜこんな初歩的なことに気付かなかった。いや、私たちがそうであるのだから当然、用意されていると思っていた。だがもしそれが準備されていないとしたら……」

　ネフィー呟きを聞き、一人密室の中で苦笑を浮かべる。

　そして当然の質問が来る。

「フウセイ、お前が閉じ込められている密室に水と食料はあるのか？」

　質問を無視するように黙り込む。

「答えろ、フウセイ！」

　しかし心配そうな表情をする三人の顔を捉えた映像を見てしまい、観念したようにマイクのスイッチを入れる。

『ない』

　そう。この密室に食べ物はない。

　俺はこの部屋に閉じ込められてから、何も口にしていなかった。

　だから当然、今も激しい飢うえと渇かわきに襲われていた。

『安心しろ、喋しやべれなくなる前に攻略本の情報はできるだけ教える』

「安心できるわけないでしょ！」

　叫んだのはマリアだった。

「なんでそんな重要なことを黙っていたのよ!?」

　誰よりも真っ先に、条件反射としか思えないほど迅速に、黙っていた俺に対して怒りを露あらわにするマリア。

『気にするな』

「気にするわよ！　何よ、アンタ！　なに良いヤツぶっているのよ！　アンタは最低のゲス変質者で、私たちが苦しむ様を見て悦よがっている筋金入りの変態でしょ！」

　空腹で死にそうなヤツに対して、誤解を生むようなレッテルを貼はらんでくれ。

「そんなに……私たちが信用できなかったの？」

　怒っているが同時に悲しそうな表情を浮かべるマリア。

　マリアのそんな顔を見せられたら本音を言うしかない。

『よく考えろよ。俺がやっていることなんて、一人こうして安全な場所にいて、お前たちに対してあーだーこーだ命令しているだけだぞ？　マリアたちが命いのち懸がけで戦っているのに、ただただ見ているだけ。こんなふざけた状況ないだろ。……だからせめて、俺にもこれくらいのリスクを背負わせろ』

「別にアンタがそれに付き合う必要なんてないじゃない」

『そうかもな。だけどこうして出会うはずがなかった違う世界の俺たちが、こんな風に言葉を交わしているなんて、なかなか面白いと思わないか？　これも何かの縁ってヤツだ。俺もマリアたちと一緒に命を張りたい。そう思ったんだよ』

　それが俺の素直な気持ちだった。

「今すぐ、出発しましょう」

　マリアが荷物に手を伸ばす。

　ネフィーも頷き、鞄かばんに手を伸ばす。

『ダメだ』

　しかし、俺はそれを止める。

「何を言っているの！　アンタの命がかかっているのよ！」

『俺が限界なんだよ。ちょっとベッドで横にならせてくれ』

「別にアンタのナビゲートがなくったって……」

『頼むよ、マリア』

　俺の絞り出すような言葉を聞いて、マリアは俯き、声を絞り出す。

「……分かったわよ。だけど、辛つらかったら言いなさいよ」

『ああ。もう隠し事はなしにするよ』

　俺がそう言うと、マリアは渋々といった表情で腰を下ろした。

　そうだ。それでいい。マリアたちの道のりはまだまだ長い。少しでも休むべきだ。

　だがそれにしても失敗した。余計な心配をかけたくなかったから、ギリギリまで黙っているつもりだったんだが。

「ど、ど、ど、どうしましょう！」

　マリアやネフィー以上に、小さな女の子であるリンドなど、慌てふためき完全にパニックになってしまっている。頭を抱えて大きな道具袋に手を突っ込み、「何か無いか、何か無いか」と、中身を手当たり次第に放り出している。

　残念ながらどうにもならないだろう。

　それこそ、誰だか分からない犯人Ｘからの施ほどこしでもない限り……




　──その時、部屋の中に光が差し込んだ気がした。




　いや、気のせいではない。ベッドの上から見上げると、捻ねじれ上あがった天井に光の差し込む隙間ができている。

　すぐにマイクのスイッチに手を伸ばす。

『……おい、今、何かしたか？』

「？　どうした、フウセイ？」

『突然、天井に隙間ができた』

　慌てて部屋の中を見回す。

　なんだ？　どうして突然？　何か原因があるはずだ。

『なにか、そっちでも異常はなかったか？』

　マリアたちもまた周囲を見回し、その原因を探す。

　その時、映像の向こうで、地面に落ちた奇妙な布袋をネフィーが拾い上げる。

「リンド、この口の開いた布袋はなんだ？」

「えっと、確か道具袋の中に入っていた物です。用途が分からず、後で調べようと思っていてすっかり忘れていました」

　その布袋には宝石がちりばめられ、奇妙な模様が縫ぬい込こまれている。

　何かを感じたらしいネフィーが中を覗き込もうと、布袋の口を開いたのと同時に、密室の天井に差し込む光の形が変わる。

『ネフィー、その布袋の口を閉じてくれ』

　天井が閉まる。

『開けてくれ』

　天井がゆっくりと開く。

『その袋だ！　その袋の中に、俺がいる！』

　俺の叫びに、ネフィーが手に持った布袋を覗き込もうとしていた三人が驚く。

「アンタ？　小人だったの？」

『違う……と思いたいが、そうなのか？』

　異世界から連れてこられたのなら、そもそも大きさが違っていてもおかしくはない。

「それにしても……なんだ、この布袋は？　中が見えないぞ？」

「不思議ね。たき火の光で照らしているのに、靄みたいのが見えるだけで、奥がまったく見えない。とにかく引き裂いて、アイツを助け出して……」

「待ってください！」

　そう大声を上げたのは、リンドだった。

　真面目な表情を浮かべたリンドは、布袋の装飾を、真剣な表情で確認する。

「……やっぱり。これはただの布袋ではありません。何か特殊な魔法が施されています。下へ手たに破ったり壊そうとしたりするのは危険です」

「魔法って、いったいどんな魔法なの？」

「私たちがいるこの結界と同じです。この布袋は宝石を媒体とし、幾つもの魔方陣を複合的に組み合わせた魔法装置になっているようです」

　布袋を彩いろどる宝石と幾き何か学がく模様の刺し繡しゆうを指でなぞりながらリンドが言う。

「リンド、どうすればいいの？」

「詳しいことは調べてみないと分かりませんが……とにかく何か食べ物を入れてみましょう。もしかしたら風星さんに渡せるかもしれません」

　言うが早いか、リンドは置いてあった黄色い木の実を手に取ると、布袋の口の中に、そっと落とす。

　映像を見ていた俺は、思わず頭上を見上げる。

　すると天井の光の隙間から、何かが降ってきた。

　救いを求めるように手を伸ばし、落ちてきたそれをキャッチする。

　そして一口齧り、思わず笑ってしまった。

　心配そうにしている三人にマイクを通して報告する。

『瑞みず々みずしく仄かな甘みがある。なるほど確かに美味いな、ケケセラの実』

　途端、三人が笑顔になる。

「この布袋の大きさを考えると、入れた実はだいぶ大きいけど食べきれる？」

『大きさがそのままなら腹もいっぱいになるんだろうが、生憎と俺の手に収まるくらいの大きさだ。どうやら俺はマリアたちから見て、小人ということはないらしい』

「ということは、この布袋の中に風星さんがいるのではなく、袋の口が風星さんが閉じ込められている密室の天井に繋がっているのではないでしょうか？」

「その可能性はあるな。リンドがケケセラの実を入れたのに、布袋の重さは先ほどと変わってはいない。それに隣で見ていたが、実を入れた衝撃も無かったように思える」

　リンドから布袋を受け取ったネフィーが中を覗き込みながら、そう口にする。

「なんにしても私たちが食べ物を入れれば風星は飢え死にすることはないってことね」

　ホッとした表情を浮かべるマリア。

　それを聞いて、ケケセラの実を齧っていた俺は思わず嬉しくなる。

『ようやく名前を呼んでくれたな』

　途端、マリアの顔が真っ赤になる。

「か、勘違いしないでよね。ただずっとアンタって呼ぶが面倒になっただけよ」

　なんだ可愛いところもあるじゃないか。

「それよりも、いいこと！　風星はこれから私たちに絶対服従なんだからね！　口答えしたら食事抜きよ！」

　そして即行でプラスを帳消しにするマイナス発言をしてくる。本当に残念なお姫様である。

　喉のどの渇き、空腹を同時に満たしながら、改めて天井から光が差し込む穴を見る。

「食事が降ってくるのはありがたいが、それ以前に、なんとか抜け出せないかな？」

　目測だが天井までは自分の身長の三倍程度。普通にジャンプしても届きそうにない。

　しかし、どうにかならない訳でもない。

　という訳で、意を決し、マイクのスイッチを押す。

『三人とも悪いが、袋の口をギリギリまで開けておいてくれ』

　俺の奇妙な指示に、三人は顔を見合わせながらも、言われた通りに布袋の口を外側から引っ張るようにして限界まで開けてくれる。

　それに合わせて、天井にあった皺しわも消え、光の大きさが限界まで開かれる。

「さてやるか」

　そこで俺が目を向けたのは、ベッドである。

　届かないのなら、乗る台を用意すればいい。

　という訳でベッドを立てることにする。ただし横に立てるのではなく縦に立てる。

　転がすようにベッドを動かし、なんとかベッドを縦に立てる。するとバランスは悪いが、自分の身長よりやや高めの足場が完成する。

　もちろん、このままベッドに飛び乗ろうとしても、先にベッドが倒れてしまうだろう。

　立てたベッドはあくまで最後の踏み台として使用する。そしてベッドに飛び乗る為に、マイクが乗った机を足場にする。

「いくぞ」

　ベッドが倒れないようにそっと手を放し、部屋の隅まで移動すると一気に走り出す。そしてまずはマイクが乗っていた机に飛び乗り、勢いそのままに縦に立てたベッドの上まで飛び上がり、そのまま一気に天井の光に向かって手を伸ばす。

「よし、いった！」

　タイミングも踏み込みもバッチリ。勢いよくジャンプし、近くなった天井の光に向かって手を伸ばす。

　グキッ

　しかし失敗した。

　確かに右手は光の中へと突き抜けた。しかしそもそも穴の広さが狭かったようで、右手が通った後、肩で引っかかり、その勢いで、顔面横を思い切り天井に打ちつけた。

「きやぁぁぁぁぁ」

　とても可愛らしい悲鳴が木こ霊だまする中、ひっくり返ったベッドの上に腰から転落。

「いだだだっ」

　あまりの痛さにもがき苦しむ。天井に打ちつけた顔面も落下時に強打した腰もメチャクチャ痛い。だが、それ以上に痛かったのが、密室の外へと抜け出せた右手だった。

　まるで強烈な電気を流されたように、肌が捲れるような痛みと痺しびれが収まらない。

「やっぱりダメだったか」

　激痛に耐えながら、密室内で一人、ため息を零す。

「な、何を考えているのよ！　死ぬほど驚いたじゃない！」

　だが俺の落胆を掻かき消けすように、映像の向こうにいたマリアが怒ど鳴なり散ちらす。

　その怒りはもっともだ。

　天井の隙間から右手だけ外に出しながらも、天井に顔面をぶつけた俺は、映像に映った外の様子をしっかりと見ていた。マリアたち三人が大きく広げていた布袋の口から、いきなり俺の手が生え出てきたというショッキングな光景を。

　手の大きさは、やはり三人と変わらず。

　そんな腕が突然、布袋の口から生えだしたら、驚くのは当然だ。

　悲鳴を上げた三人は、袋を放り出してへたり込んでいる。

　リンドは完全に腰を抜かしてしまい、ネフィーですら茫然とした面持ち。そしてマリアは腕を振り回してお怒りモード全開だ。

「やるならやるって言いなさいよ！」

『いや本当に悪かった。……それにしても、マリアは随分と可愛い悲鳴も出せるんだな』

　マイクを通してそう口にした途端、頰を真っ赤にしたマリアが置いてあった大剣を手に取ると、地面に落ちていた布袋の口の中に、何の躊ちゆう躇ちよもなく突っ込んだ。

　大剣の刃は地面に落ちている布袋を突き抜けることなく吸い込まれ、密室内にいる俺が天井を見上げると、大剣の刃が天井の隙間から飛び出してきていた。

　だが尺度が俺と同じく縮んでいるので、その刃が俺の所まで届くことはなく、天井から出たり入ったりしている。

「そこから出てきたら、絶対にその首を刎ねてやる！　覚悟してなさいよ、風星！」

『そうだな。出られたら考えよう』

　様々な衝突がありながらも、俺たち四人の魔王のダンジョン攻略はこうして始まった。

　目指すはダンジョンの最奥。果たして俺は、マリアたち三人と共にこのダンジョンを攻略し、無事にこの密室から脱出することができるのだろうか？





　　　　おまけ






　地下二十階層の結界内でのやり取り。実はこの後に、もう一波乱あった。

　それは俺の食事問題が解消し、三人が睡眠を取り終えた翌日の出発前のことである。

　包くるまっていたマントからもぞもぞと這はい出だし、「ふぁ」と可愛らしく欠伸あくびをするマリア。

　寝ね惚ぼけ眼まなこを擦こすりながら、ひとり水場へと向かい、その美しいプロポーションを包む衣服を脱ぎ始める。どうやら一人、水浴びを楽しむつもりのようだ。

「それにしても本当にムカつくわね、海凪風星。この私に対して、あんな無礼な物言いをしてくる男なんて今まで一人もいなかったわよ。あの布袋から出てきたらどうしてくれようかしら。……だけどまあ、そんなに悪いヤツでもなさそうだし、ちょっとは信用してあげてもいいかもね」

　そう独り言を呟きながら、鼻歌交じりで身体を清めていたマリアだったが、水みな面もに映った自分の顔を見て、あることに気が付いた。

　最初は気のせいかと思ったようだが、水面を凝ぎよう視ししながら自分の右耳に手を伸ばし、見覚えのないそれに触れた途端、慌てて衣服を纏い、二人の元へと向かう。

「どうしたマリア、そんな姿で？」

　起きてもこっくりこっくりしているリンドの隣で食事の準備をしていたネフィーが、水滴を垂らして戻ってきたマリアに気付き、顔を上げる。

「ネフィー、これ！」

「？　その右耳のイヤリングがどうした？」

「自分にも付いているってネフィーは気づいていた？」

　一瞬、マリアの言葉に眉を顰めたネフィーだったが、すぐに「はっ」となって、自分の右耳に手を伸ばし、触れた感触に目を見開く。

「リンド、右耳を見せてくれ」

「ふぇ？」

　低血圧らしく、未だに微睡まどろんでいるリンドの耳元に手を伸ばしたネフィーは、黒髪に隠れた小さな右耳に同じ黒いイヤリングを見つける。

「ネフィー、これって……」

「ああ。おそらくフウセイはこれを通して私たちに話しかけてきていたのだろう」

「こんなの付けられていたなんて全然気づかなかった！　私はてっきり、リンドが持っていた布袋の近くにいるから声が聞こえてくるんだって……ああもう、こんなもの！」

　マリアが自分の右耳に手を伸ばし、黒いイヤリングを無理矢理摑んだ。

「無理に取ろうとしちゃダメです！」

　だがそれを見たリンドが、慌ててマリアを止める。

「ど、どうしてよ？」

「それも風星さんが入っている布袋と同じ魔法装置かもしれません。ちょっと見せてください。……やっぱりです。これを外すにはきちんとした手順を行う必要があります。間違った手順や無理矢理外そうとすると、何かしらの魔法の仕掛けが発動します」

「魔法の仕掛けって何よ？」

「たとえば攻撃魔法が発動して、右耳が吹っ飛ぶ。あるいは強力な呪のろいに掛かってしまうなんてことも……」

　マリアの表情が真っ青になる。

「じゃ、じゃあ、いったいどうやったら取れるのよ？」

「正しい外し方が分かればそれにこしたことはありません。ですが最悪、きちんとした道具があれば外せるかもしれません。とはいえ、今の状況では……」

「つまり最も安全に外すのであれば、犯人Ｘに方法を聞くのが一番だということだな？」

　ネフィーの言葉に、リンドが頷く。

「ならそれまではずっと風星に監視されている今のままってこと？　このイヤリングを通して一方的に話しかけられ続けるってこと？」

　心底嫌そうな表情を浮かべるマリア。

　そしてさらに何かに気付いたように「はっ」となる。

「ちょっと待って。もしかして水浴びしている時も監視されているの？」

「……たぶん」

「トイレの時も？」

「おそらくは……」

　非常に言いにくそうに答えるリンド。

　これにはマリアだけでなく、ネフィーまでもが顔を赤くする。

「ちょっと風星、聞いているでしょ！　応えなさいよ！　いったいどうなっているの！」

『安心しろ。そういうシーンは映らないようになっている。自然と映像の視点がズレて見えないようになるんだ。おそらく犯人Ｘの配慮だな』

「本当でしょうね！」

『本当だよ』

「信用できない！」

『じゃあ諦めろ』

「ぐぬぬっ」と悔しそうな表情を浮かべるマリアだったが、すぐに別のことを思い出す。

「お、音はどうなの？」

『？　音？　映像からは聞こえてこないが、マリアたちの声は聞こえてくるから、その黒いイヤリングを通して音が届くのだとは思う。俺の声がそっちに届くみたいにな』

「やっぱり知っていたんじゃない、この黒いイヤリングのこと！」

『言うのを忘れていただけだ』

　マリアの反応が面白そうで見たかったから、というのは黙っておく。

「ね、ねぇ……さっきの私の独り言……まさか聞いてはいないわよね？」

『安心しろ、聞いていない』

「信用できないわよ、これっぽっちも！」

『さっきと言っていることが違わないか？』

「やっぱり聞こえていたんじゃない！」

『どうだったかな。眠くてよく覚えていない』

　そう答えながら、心の中で思う。

　やはりこのお姫様は揶揄からかい甲が斐いがあると。







　そんなこんなで浮上した映像問題と音問題。

　映像問題に関しては俺の言葉を信用するしかないという結論に達し、音問題に関しても三人が色々と試した結果、黒いイヤリングを指で挟むようにして覆おおえば、こちらに音が聞こえない、という俺の報告を聞いて、どこかホッとした表情を浮かべていた。

　映像のプライバシーも大事だが、音のプライバシーというのも女性にはとてもデリケートな問題であるらしい。

　とはいえ、そのどちらも、俺が噓を言っていないということが大前提になるのだが。

　……いや噓は言っていないぞ。マジで。













　　　　１、三人に関するレポート






　謎の犯人Ｘに攫さらわれ、魔王のダンジョンの奥深くに放り込まれた三人（プラス俺）。

　当初こそ衝突（俺が変質者の犯人扱い）が絶えなかったものの、多少の和解を経て、改めてダンジョンを攻略すべく地下二十階層を出発した。

　ここは地下深くにあるダンジョンではあるが、狭い通路が入り組んでいるという訳ではなく、広大な地下空間となっている。その構造も階層が下へ下へと積み重なっているのではなく、隣接する別の地下空間が繋がっている、という風になっているようだ。

　敵を蹴け散ちらしながら危なげなく進む三人は、地下二十一階層、続く地下二十二階層をなんなく越え、現在は地下二十三階層へと続く階段を下っている所である。

「そういえば、私たちがここに攫われてきてからしばらく経たつけど、やっぱり騒ぎになっているのかしらね」

　足を進めながらお姫様で聖騎士のマリアがそんなことを口にする。

『マリアは確か妖よう魔ま討とう伐ばつの遠征中だって言っていたよな？』

「遠征の目的は、王国内を回りながら最近増えた妖魔を排除することだから、私が一人いなくても大丈夫だろうけど」

『お姫様が突然消えたら、そりゃ大混乱が起こっていてもおかしくはないわな』

「私も姉さまに心配をかけてしまっているかもしれんな」

《タガルの森の精せい霊れい皇こう女じよ》と呼ばれる有名な姉を持つネフィーもまたそう呟く。

『リンドもそうだろうな。小さい女の子が突然いなくなったら大騒ぎだろう』

「うーん。もしかすると攫われたこと自体気付かれていないかもしれません」

『えっ？　……いや、そんなことはないだろう』

「これでも【図書館】では特別な権限を与えられていまして、好き勝手に動くことを許されていたんです。それを良いことにずっと一人で研究室に籠こもったり書庫の奥で本を読んだりしていたので。私の姿がちょっと見当たらなくても、たぶんどこかにはいるだろう、くらいにしか思われていないかもしれませんね」

　どうやら魔導の総本山である【図書館】における天才魔法少女の扱いは、大事に管理するのではなく、好き勝手にやらせる放任主義であるらしい。

「そういう風ふう星せいはどうなのよ？　突然、異世界から攫われてきたんでしょ？」

　マリアに尋ねられ、どこかの密室内で映像を見ている俺は腕を組んで考える。

『俺もリンドと同じで気付かれないかもしれないな。攫われたのは休日前だったし、いつもみたいにフラリと遊びに出かけただけだと思われたら、それまでだろうしな』

「いい年なのにフラフラして、だらしのない男ね」

　年下のお姫様に非難されてしまったが、これに関しては、周囲に散々言われていることなので返す言葉がない。

　そうこう話しているうちに、長かった階段の終わりが見えてきた。

「ようやく到着したわね」

　隣の地下空間（地下二十二階層）から長い階段を下り終え、マリアが大きく伸びをする。

『とりあえず、休息できそうな場所に向かうか』

「そうね」

『なら今マリアが見ている方角に進んでくれ。進めばほどなく地下水の川がある』

　犯人Ｘに用意された【[image: ]魔王のダンジョン攻略本】の地図を見ながら指示を出す。

　マリアたちにダンジョン攻略させるべくＸが用意した攻略本によると、魔王のダンジョンは地下二十七階層まであるらしい。攻略本には、マリアたちが目を覚ました地下二十階層から地下二十五階層までの地図が描かれており各階層についての詳細も記載されている。全てに目を通した魔王のダンジョンのイメージは、魔物たちが徘徊する広大な地下世界。攻略本には先へ進むのに役立つ情報が多く載っているが、Ｘの思惑が見えそうな記述は何も載っていない。

　だからもし何かあるとすれば、ここには載っていない地下二十六階層、地下二十七階層にあるのだろうと考えている。

「ここはこれまでとは少し雰囲気が違うな」

　周囲を見渡すネフィーが言う様に、この地下二十三階層には崩れた廃はい墟きよが所々に点在している。

『攻略本によると、この階層にある建物の並びは、地上にある多くの街の配置と似ていることから、居住目的で作られたと予測が立つが、反面、ここで誰かが生活していた痕こん跡せきがまったくないらしい』

　俺の説明を聞いて、マリアが眉を顰ひそめる。

「街として用意されたのに使われなかったってこと？」

『そうらしい』

「生きた人間が使っていた痕跡がないだけなら、もしかしたら他の存在、それこそ闇騎士たちの家なのかもしれないな」

　ネフィーが冗談めかしてそんなことを言う。

「だったらこの階層には敵はわんさかいそうね」

『発見したら声を掛けるから安心しろ』

　そんな話をしながらダンジョン内を歩き出す三人。

　一方の俺はと言えば、相変わらずどこかの密室中で三人の様子が映し出された映像を見ながら敵が近づいてこないか確認すること以外、基本やることはない。

　他にできることと言ったら、考えを巡らせることと本棚にあるＸが準備したと思われる資料に目を通すくらいである。

　このダンジョンに関する情報が記載されている攻略本にも一通り目を通し終えたこともあり、今は別の資料にも目を通している。

　それらの主な内容は、マリアたちが住んでいるアルタジスタ大陸に関する情報だ。

　大陸内にある地域、それぞれの国、そこに暮らす数多あまたの種族。文化、風習などなど。

　まったく知らない世界の情報は読んでいて飽あきないし、色々なことが読み取れる。

　どうやらマリアたち三人は、住んでいる国も地域もバラバラのようだ。種族や風習の違いなどもある中で、それでも互いの肩書きや呼び名を知っていたということはやはり相当な有名人なのだろう。

　そんな考えを肯定するように、読んでいた資料の中で面白い情報を発見した。

『《白しろ盾たてのマリア》について』

　マイクを通して語りかける俺の声を聞き、映像の向こうで歩いていた三人が反応する。

「どうしたのよ、風星。急に？」

『Ｘの資料の中に面白いモノがあった。マリアたちに関してまとめられた情報みたいだ』

「我々のことをＸが独自に調べた結果といったところか。それは興味があるな」

　ネフィーが関心を示す。

「それで？　私のことはなんて書いてあるのかしら」

『えーっと、なになに……マリア・リナ・リセシア。十七歳。生まれ持った美び貌ぼうと聡そう明めいさに加え、これまで挙げてきた数々の功績により、国民から絶大な支持を得ている、リセシア王国第一王女である』

「ふふん♪」

『……これ、間違ってないか？』

「失礼ね！　事実よ、事実！」

　憤ふん慨がいするマリアの声を聞き流しながら、続きを読む。

『マリア王女がひとたび聖騎士として戦場に立てば、人々を苦しめる妖魔を尽ことごとく討伐し、争いの火種が絶えない近隣国の兵士の前に姿を現せば、人間同士で争う無意味さを説き、敵兵に武器を捨てさせる。神より賜たまわりし聖なる剣と聖なる盾を持つその姿は、いち王女、いち聖騎士という立場を超え、万人に救いと安らぎを与える聖女として神格化すらされているほどだ』

「きちんと調べられているみたいね」

　気分良さそうに胸を張るマリア。

『メチャクチャベタ褒ぼめだけど、これ本当なのか？』

「当たり前でしょ！　なんで信じないのよ！」

『俺が見ているのは、敵の騎士からかっぱらった黒い大剣と黒い大盾を軽々と扱う女戦士だからな。清らかな部分はこれっぽっちも感じない』

「それはアンタの目が節穴だからよ。普通の人は私の内から溢あふれてくる気品を感じてしまうモノなのよ」

　ふふん、と胸に手を置き、偉えらぶるお姫様。

『気品がある人間は、間違っても自分からそんなことは言わないと思うがな』

「風星が鈍感だから仕方なく説明してあげているんでしょ」

　ああ言えばこう言う。相変わらず自信満々なお姫様である。

「そうは言うが、フウセイ。そこに書かれていることは間違ってはいないぞ。《白盾のマリア》の話は、私たちにもそのように聞こえてくるし、マリアの活躍によりリセシア王国と新たに同盟を結んだ国は幾つもある」

　ネフィーの合いの手に、リンドも「そうですね」と頷うなずき同意を示す。

『なるほど。ネフィーたちが言うんだから、本当ってことか』

「というか、なんで私の言葉は信じないのよ！」

『いや、自分のことを自画自賛しているだけの可か哀わいそうな子かもしれないと思って』

「本当に失礼な男ね！　私に対してそんなことを言う人間なんて、これまで一人もいなかったわよ！」

　俺の悪態に対していちいち大おお袈げ裟さに反応してくるところを見ても、本当にこれまでそういった扱いをされてこなかったことがうかがえる。頰ほおを膨ふくらませながらぷりぷりと怒るマリアは、どうやら俺が思っていた以上にとんでもない傑けつ物ぶつであるようだ。

　まあ、だからこそ、その反応は初うい々ういしく、見ているだけで非常に面白いのだが。

『なんにしてもこのレポートに書かれた情報はかなり信しん憑ぴよう性せいが高い情報ってことだな』

「そうね。一○○％真実ね」

『ならこの続きに書いてあることも本当ってことか』

「？　まだ続きがあったの？」

『国民から絶大な支持を受け、神格化すらされるマリア王女であるが、その圧倒的カリスマ性ゆえに、マリア王女に言い寄ってくる男性は一人もいない』

「なっ！」

『しかも本人は割とそれを気にしており、毎夜毎夜、男性にモテる秘ひ訣けつはないかと、お付きのメイド長に相談し、手ほどきを受けている』

「ちょ……」

『最近では床とこ上じよう手ずな女性の嗜たしなみについても学んでおり、恥じらいながらも必死に習得しようと努力しているようだ』

「で、デタラメ、言うんじゃないわよ！」

『だってここにそう書いてあるんだから仕方がない』

「噓よ！　大噓よ！」

『えっ、でもここに書いてあることって一○○％真実なんだろ？』

「一○○％大噓よ！」

『その反応を見る限り、どうやらモテたいと思っているのは本当みたいだな。いや、Ｘが何者か知らないがなかなかの情報収集能力だな』

「だから噓だって言っているでしょ！」

『恥ずかしがるなよ、床上手のマリアちゃん』

「ぅぅぅう、刎はねる！　その首を刎ねてやる、この変態！」

『変態呼ばわりは酷いな。俺はただＸが調べた情報を読んだだけだぞ。刎ねるならＸの首を刎ねろよ』

「……そうね。Ｘがどこの誰だか知らないけど、その首なら刎ねても文句はないわよね」

　大剣の柄つかを握り不敵に笑うマリア。その目はどうやって俺＝Ｘであると証明しようか考えているように見える。あるいは仕立て上げるつもりなのかもしれない。

「覚悟していなさいよ、風星」

　いや、その本音は内心に留とどめておいてせめて「覚悟しなさいよ、Ｘ」と言ってほしい。

「ふふっ。まったくフウセイとマリアの会話は聞いていて飽きないな」

　俺たちのやり取りを聞いていた、ネフィーとリンドがクスクスと笑っている。

　そんなネフィーたちの姿が気に入らなかったらしく、床上手（練習中）なお姫様が意地の悪い笑みを浮かべる。

「ねぇ、風星。私のことが書いてあったくらいだから、当然、ネフィーとリンドのことも書いてあるのよね」

　自分たちに向けられた矛ほこ先さきに、思わずビクリとする二人。

『ああ、二人のことも書いてあるみたいだぞ』

「それは是ぜ非ひ聞きたいわね」

　どうやら自分だけ恥ずかしい秘密を暴露されたのが嫌だったので、他の二人も道連れにしてやろうという算段らしい。実に心の狭いお姫様である。マリアのことを聖女だと盲もう信しんしている国民たちに、この姿を見せてやりたいものだ。

　そんなことを思いながらも、Ｘのレポートを捲めくる。

『リンド・カンターベル、十二歳』

「は、はひぃ！」

　名前を呼ばれ、メチャクチャびくつく魔法少女はガタガタと震え出す。

　えーっと、なになに……

『幼少期より類たぐいまれな才能を発揮し、六歳という若さで魔導の総本山である【図書館】に迎え入れられ、わずか三年で【図書館】が管理する全ての魔法を習得。さらに現在では魔法薬学や魔法鉱石学など幅広い分野にも手を広げ、独自の研究を行っている』

　弱冠十二歳の少女のこととは思えないその内容に、改めて感心してしまう。やはりリンドは相当な天才少女でありマリアに負けず劣らずの存在であるようだ。

　ガタガタガタ

　まあ、その天才少女様といえば、今から何を言われるのか怖くて真っ青になってガクブルしているわけなのだが。

　とりあえず、ざっと先の内容に目を通す。

　なになに……好きなモノは甘いお菓子。自分の研究に没頭する癖くせがあり、一度集中すると周囲が見えなくなる傾向がある。また本人の内向的な性格に加え、周囲から向けられる嫉しつ妬となどから交友関係は非常に狭く、友人と呼べる存在はたった一人しかいない。

　その内容を見て、密室内でひとり、頰を掻かく。

『……リンドはとてもいい子だけど本の読み過ぎがたまに瑕きずと書いてあるな』

「そ、それだけですか？　よかったですぅ」

　ホッと胸を撫なでおろす、リンド。

「ちょっと風星！　本当にそれしか書いてなかったんでしょうね!?」

『なんだ、マリア。もっと別のことが書いてあった方がよかったのか？　まさかリンドが嫌がることが書いてあって、それが発表されてリンドが泣いてしまう様を見てみたかったとか、まさかそんなことを考えていた訳じゃないよな？　聖騎士なのに？　聖女とか言われているのにぃ？』

「そ、そこまで思ってないわよ！　そ、それを言ったら風星はどうなのよ！　私が嫌がることを散々言ったじゃない！」

『俺は別に聖騎士でも聖女でもないからな。それにマリアが嫌がることをすることにも何の抵抗もない』

「な、なんですって！」

『そもそも、さっきのマリアの話は噓だったんだろ？　男にモテないことに悩んでいて床上手になる練習しているっていうのは噓だったんだよな？　だったらいいじゃないか』

「い、いちいち蒸し返さないでよ！　そうよ！　あれは噓よ！　だから私は全然怒っていないわよ！　まったくもう！」

　いや、まったくもう、って。

「リンドは分かったわよ！　ならネフィーは！　ネフィーは何かあるでしょ！　この中で一番年上だし！　きっと恥ずかしいことの一つや二つあるはずよ！」

　もはやなりふり構わない聖女様のその姿は、見ていて涙が出てきそうなほど惨みじめだ。

　そんなマリアに急かされるようにページを捲り、ネフィーの項目に目を通す。

『ネフィー。エルフ年齢で十九歳。《タガルの森の精霊皇女》リリィの妹。弓の名手であり、その比類なき腕前はエルフ一とも言われている。森を穢けがそうと侵入してくる妖魔たちを例外なく排除するその腕前から《タガルの森の守もり人びと》とも呼ばれている』

　エルフ一の弓の使い手という言葉に、マリアが目を輝かせる。

「やっぱりそうよね！　ネフィーの弓の腕前はあんなにも素晴らしいんだもの！」

　さっきまで抱いだいていた黒い感情はどこへやら。凄いと思ったことに対しては素直に目を輝かせ、笑顔を浮かべるマリア。単純だとは言わないし、アホだとも思わない。この子は本当に真まっ直すぐな心の持ち主なのだろう。

　まだ他にも書かれているようだ。えーっと、なになに……

『弓の名手としてエルフ内で名が知れ渡るネフィーだが、それとは別にもう一つの理由でも有名だ』

「へぇ、ネフィーにはまだ他にも特技があるのね。なんなの、風星？」

『それは全ての精霊に愛された姉とは対照的に、全ての精霊に嫌われており、未だにどの精霊からも加護を受けることが……』

　思わず口を閉じる。

「どうした、フウセイ？」

　そんな俺に向かって、当の本人であるネフィーが変わらぬ様子で尋ねてくる。

『いや、やっぱりこのくらいで……』

「構わん、読んでくれ。秘密をばらされたのがマリアだけというのはフェアではないからな。それにこの件に関しては、共に魔王のダンジョンの奥へと進む二人には知っておいてもらった方がいいだろう」

　淡々と語るネフィーと、そんなエルフに不安そうな表情を浮かべるマリアとリンド。

　映像に映る三人の表情を見て、意を決し続きを読んでいく。

『……全ての精霊に嫌われており、未だにどの精霊からも加護を受けることができていないことだ。エルフ社会において、一人前とされる年齢に至っても精霊魔法を使うことができないことは恥とされている。特に精霊信仰の強いタガルの森のエルフたちは、契約を交わした精霊の数が、そのまま彼らの地位と権力に反映されることから、ネフィーは劣等種であると後ろ指を差されている。ただ精霊皇女と呼ばれる姉・リリィからの献身的な愛情に加え、妖魔たちから森を守るという役目を積極的に担うことで、なんとか居場所を残している』

　静まり返るマリアとリンド。

「私の境遇については気にする必要はない。ただこれから先に進むに当たり、私は精霊魔法が使えないことは知っておいてもらいたい」

　そう微笑むネフィーを見て、マリアが口を開きかける。

　だがしかし、ここでタイミングよくというか悪くというか、三人の周囲の映像に映る影が目に入る。

『話の途中だが、ゴブリンの一団だ。数は十五』

「なら片づけてしまった方がいいだろう。フウセイ、指示を頼む」

『分かった』

　積極的に動くネフィーとどこか元気のないマリアとリンドに指示を出していく。

　閉じ込められている密室内の壁に映る十六枚の映像を見る事で、俺は誰よりも早く敵の存在に気付くことができる。そんな俺の指示に従い、素早く待ち伏せポイントに移動した三人は、集団で姿を現したゴブリンたちに対して奇襲を仕掛ける。

　リンドの魔法とネフィーの矢が敵に降りかかり、浮足立った敵に向かってマリアが突撃する。闇騎士から奪った大剣を振り回し、次々とゴブリンたちを倒していくマリア。そんなマリアに向かって、この一団を仕切っているであろう親玉ゴブリンが斧おのを振り上げ襲い掛かる。マリアは左手に構えた大盾でこの攻撃をなんなくいなし、右手の大剣を振り抜いていく。

　その最中、一匹のゴブリンがその場から逃げ出そうと背を向け走り出した。

　思わず指示を出そうとしたが、その必要もなく、ネフィーが弓を構えていた。

　逃げるゴブリンの背中に向けて矢を引き、狙いを絞る。

　しかしなかなか、その矢は放たれない。

「ネフィー！」

　親玉ゴブリンを倒したマリアの叫びにも、ネフィーは微動だにせず、ジッと逃げるゴブリンを見つめ、矢を引き続ける。

　その間にも逃げるゴブリンとの距離はどんどんと離れていく。

　それでもネフィーは矢を放たない。

　もう間に合わない。

　映像を見ていて、そう思ってしまった次の瞬間だった。

　弓の弦が震える音と共に、ネフィーの矢が勢いよく放たれる。

　高々と宙に放たれた矢は、綺麗な放物線を描き、まるで何かの力によって導かれるように、まっすぐにゴブリンの後頭部へと吸い込まれていく。

　ニヤリ

　頭に矢が刺さったゴブリンが地面に倒れるのを見て、マリアとリンドが諸もろ手てを上げてネフィーに抱き着く。

「凄いじゃないネフィー！」

「あんな遠くの相手に当てるなんて、とってもとっても凄いです！」

　はしゃぐ二人に笑顔を向けられ、ネフィーも控えめな大人の笑みを浮かべる。

「これでも弓の扱いには少々自信があるからな」

「そうよ！　ネフィーはこんなに凄いんだもの。精霊魔法が使えなくたって関係ないわよ。私だって魔法が使えないんだし。ネフィーはネフィーよ」

「そ、そうですよ！　ネフィーさんはカッコよくて優しいお姉さんです」

　そんな必死に励まそうとする二人の表情を見て、ネフィーは「ありがとう」と二人の頭を撫でる。

「まったく風星が変なことを言い出すのが悪いのよ」

『俺のせいかよ』

「そうよ。全部、風星が悪いの。私が聞きたかったのは、ネフィーの恥ずかしい秘密だったのに」

　フォローがフォローになってないが、そんなマリアの素直な言葉に笑ってしまう。

『へいへい、俺が悪うございました』

「分かればよろしい」

　そんなふんぞり返るお姫様の姿に、ネフィーも楽しそうに笑う。

「私の秘密が知りたいのなら、もっと仲良くなったら私自身の口から教えよう」

「本当ね、ネフィー。約束よ」

「ああ約束だ」

「わ、私も知りたいです」

「リンドはもう少し大きくなってからの方がいいかもしれないな」

　冗談めかして笑うネフィーに、リンドの顔が真っ赤になる。

　そんなネフィーの口から語られるであろう秘密の内容には非常に興味があるが、このタイミングで『俺も、俺も』と名乗り出るほど、俺は空気が読めないヤツではない。

　黙って三人の姿を眺める。だが実はこの時、俺には別に気になっていたことがあった。

　それは先ほど、放たれた矢がゴブリンの後頭部を射貫いた時にネフィーが見せた表情だった。

　ニヤリという、不敵な笑み。

　それはただ敵を討ち取ったというだけの笑みだったのか？

　普段のネフィーとはどこか違うその表情が妙に印象に残っていた。





　　　　２、野営中に知的なエルフとのこっそりトーク






　ほどなくして目星をつけた場所に到着すると、すぐにリンドが背負っていた道具袋から媒ばい体たいとなる魔法道具を取り出し、結界を張る。

　たき火を囲い、食事を終えると思い思いにくつろぎ始める三人。やがてマントに包まり横になったマリアとリンドが寝息を立て始める。

　だがもう一人は、二人が寝静まるのを待ってたき火から離れ、川のほとりへと移動する。

『寝ないのか？』

　密室内でその様子を見ていた俺は、適当な川岸に一人座るネフィーに声を掛ける。

「これが終ったら横になるつもりだ」

　手に持った弓と矢筒を軽く上げる、ネフィー。

『弓の手入れか』

「日課みたいなものだ。タガルの森にいた時はいつもしていた」

　そうして慣れた手つきで弓を弄いじり始はじめる。

『達人は道具の手入れも怠おこたらないってところか。誰かが弓を使う様子を見るのは初めてだから本当に興味深いよ』

「フウセイの国には弓はないのか？」

『ないわけじゃないが、俺の周りに使っている奴がいないせいか、あまり見たことがなかったんだ。だけどネフィーの腕前を見ていると、弓はどんな遠くの敵も一撃で倒せる最強の武器に思えてくる』

「矢を当てられることができればな。それに問題がないわけじゃない。弓は剣とは違い、矢が尽きれば何もできなくなってしまう。Ｘが用意したこの弓もあまりよい弓ではない。自分が愛用していた弓を使いたいというのが本音だな」

『自分で作るのか？』

「もちろん。弓も矢も自分で作る。特徴も癖も把握できるからな。この弓矢のように、使う時にイチイチ神経を使うこともない」

　劣おとると評価する弓であの命中率なのだから、ネフィーが弓の達人であることは疑いようがない。

　丁寧に矢の状態を確認しながら、気になる場所をナイフで削ったりしている。

『随分と細かくチェックするんだな？』

「手入れの意味もあるが、こうやって触れていると落ち着くんだ。弓矢は手を掛けたら掛けただけ応えてくれるからな」

　そんなものか。

『しかしこうしてネフィーと二人きりで会話するのは初めてかもしれないな』

「そういえばそうだな」

『聞いてみたかったんだが、ネフィーは今回の一連の出来事をどう考えている？』

　謎の犯人Ｘによる自分たちの誘ゆう拐かい。そしてネフィーたち三人にダンジョン攻略をさせようとしている現状について、このエルフはどう考えているのだろうか？

「やはり犯人Ｘの目的が気になるところだな。Ｘは私たちをこの場所まで攫ってきて魔王のダンジョンを攻略させようとしているが、それはあくまで手段であって、目的ではない。私たちに魔王のダンジョンを攻略させる、その結果、Ｘは何を手に入れるのか？」

『やっぱり目下、それが一番の謎だよな』

　未だ姿が見えない犯人Ｘがやりたいこととはいったいなんなのか？

「戦力としては申し分ないだろう。《白盾のマリア》と《魔導を終わらせる者》がいる」

『ネフィーだっているじゃないか。《タガルの森の守人》』

「いや。私が選ばれたのはついでだと思っている」

　手に持った矢を調整しながら、ネフィーがそんなことを言い出す。

『？　なんでそう思うんだ？』

「フウセイは私たち三人のバランスを見てどう思う？」

『……いや、特に悪くはないと思うが？』

「そうか。だがもし私がＸの立場で、マリア、リンドという強力な二人が確保できたのなら、もう一人は回復魔法が使えるヒーラーを置く」

『なるほど。強力な聖騎士と魔法使いがいる時点で攻撃の手は足りているから、もう一人は回復もできる後方支援がいい、というわけか』

「そしてその役にうってつけの人物を私は知っている」

『それは？』

「《タガルの森の精霊皇女》、私の姉・リリィだ」

　話が見えてきた。

『つまりネフィーは、Ｘの当初の狙いは姉のリリィさんだったが、何かしらの理由でそれを断念せざるを得なかった。そこで白羽の矢が立ったのが、たまたま傍そばにいた自分だった、と言いたいわけか』

　ネフィーは頷く。

「私だけ唯一傑物本人ではなく、その親族であることを考えれば、それが妥当だ」

『なるほど、そういう考えもあるか。俺としては三人とも攻撃特化のチームで悪くないと思うけどな。負傷したら、エスト薬だっけ？　アレを使えばいいんだし』

　闇騎士に斬きり裂さかれたマリアの傷が一瞬で治ったのには本当に驚いた。

「あれはかなり貴重な代しろ物ものだ。おいそれと用意できる物ではない。それに回復魔法の使い手が一人いれば必要ないモノだ」

『確かに。そうなるとネフィーの考えに筋は通っているな』

　そう口にしながらも、このエルフはどうも自分を下に置きたがる傾向がある様に思えた。それは姉が偉大すぎるせいなのか、はたまた種族内での立場からか。

『それを踏まえて聞くが、Ｘはどうやってネフィーたちを攫ったと思う？　明らかに物理的な手段ではないと思っているんだが』

　三人が攫われやすかったということはないだろう。特に一国の王女であるマリアに関しては警備が厳重だったであろうことは容易に想像できる。

「間違いなく何かしらの魔法を駆使して攫われたのだと思っている。それならリリィ姉様に手が出せなかったことも私を標的にしたことにも頷けるからな」

『というと？』

「リリィ姉様は全ての精霊王たちから強力な加護を受けている。言ってしまえば、魔法が一切効かないんだ。下手をすればリンドの攻撃魔法でさえ姉さまの前では全て霧散するだろう」

『スゲェな、ネフィーの姉さん』

「一方で私は精霊の加護を一切受けていないから魔法に対する耐性もなければ魔法を感知することもできない。物理的な手段であれば不審者が近づいただけで気付くことができるが、魔法となるとそうもいかない」

　以前、黒騎士と戦う前に聞いた魔法に関する話を思い出す。

『そう考えるとマリアも同じなのかもな。本人も魔法が使えないって言っていたし』

「マリアの場合、強力な加護を持つ聖剣と聖なる盾を授けられているから、それさえあれば戦闘中でも高い魔法耐性を持つことができる。しかしマリア自身には魔法の才能がないのなら、マナの流れを察知することはできない」

『それで聖剣と聖なる盾を外して寝ている時に魔法で攫われたって訳か。……だが、そうなるとリンドはどう考える？　リンドは魔法の天才なんだろ？』

「リンドはマナの流れに関しては常人より遙はるかに敏感だ。だからこそ私は、リンドは物理的な手段を使われたのではないか、と考えている。例えば睡眠薬だ」

『なるほど。確かリンドは書庫で居眠りをしてしまったって言っていたな』

「私の見立てでは、Ｘは睡眠薬入りの飲み物か何かでリンドを眠らせた後、リンドを荷物か何かに忍ばせ、書庫から連れだしたのだと考えている」

『つまり今までの話を纏まとめると……怪しいのはリンドが所属する【図書館】の人間？』

　俺の答えに、ネフィーが満足そうに頷うなずく。

「強力な魔法の使い手、リンドに接近できる立場を考えれば、それが妥当であると私も考えている」

『いや、流石さすがだな。エルフというのは高い知性を持ち、聡明であると聞いたことがあったが、ネフィーはその中でも殊こと更さら、優秀みたいだな』

「そう言ってもらえると素直に嬉しいよ」

『Ｘについて当たりは付いたが、そうなるとＸは今後どう介入してくると思う？』

「フウセイはどう考えているんだ？」

『どこからか様子をうかがっていて、ネフィーたち三人がダンジョンを攻略したら、あるいはＸの狙いが成じよう就じゆしそうなタイミングで介入してくると考えている』

「同意見だ。ただ、Ｘがどこから監視しているかについては、私の中で有力な説がある」

『へぇ、それは？』

「フウセイのいる密室だよ」

　ネフィーの指摘に思わずビクリとなって、狭い密室内を見渡してしまう。

『えっ、噓？　いるの、ここに俺以外の奴が？　マジで？　超怖いんですけど』

　いや、ここって逃げ場ないですし、明らかにヤバそうなＸとこんなところで二人きりとかマジ勘弁なんですけど。

「いるじゃないか、その中に、もっともＸである可能性が高い人物がたった一人」

　思わず映像に映った、知的な笑みを浮かべるエルフを見る。

『つまりネフィーは俺がＸであると思っているって訳か』

「考えてみろ。私たち三人は声だけしか聞こえない、自称異界人の男の言葉に従い、こうしてダンジョン攻略に勤いそしんでいる。その男は高い知性を持ち、口が上う手まいだけでなく、なぜかこのダンジョンに関する知識を多分に持っており、なおかつ、我々の周囲の様子をかなりの高範囲で監視している。その理由を尋ねても、『分からない』あるいは『Ｘが用意していたみたいだ』というようなことしか答えない」

『…………』

「常に私たちを監視しているのは誰か？　私たちがこのダンジョンを攻略するのに最も協力的なのは誰か？　それはカイナギフウセイという姿を見せない男だ」

　そこまで語ったネフィーの言葉を聞いた俺は、やがて『ふっふっふっ』と笑い出す。




『よくぞ見破ったな、ネフィー。そう私こそが犯人Ｘなのだ！』




「…………」

『……って言ったら信じるか？』

「信じてもいいが、信じてほしいなら姿を現して、全てを語ることだな」

『それは無理だ。なにせ俺はＸじゃないからな。……というか、リアクション薄いな。もっと信じてくれてもよかっただろ？』

「フウセイがいつ自白してもいいように心の準備はできているからな。ただ言葉だけで全てを鵜う呑のみにすることはしない。それならばＸである証拠は見せてもらう必要がある」

『俺のことをＸだと思っているんじゃなかったのか？』

「可能性は高いが断定はできない。今回の一件は、不可解なことが多いからな。確たる証拠が提示されない限り、私はフウセイがＸであると信じるつもりはないし、Ｘではないと断定するつもりもない」

『そこまで考えていたのか』

「こうなったのも何かの縁だ。フウセイがＸであり、きちんとした理由があるのであれば、このままダンジョン攻略には協力しよう。ただし、マリアとリンドには死ぬほど謝ってもらう。これは譲ゆずれない」

　映像の向こうにいるエルフが獲物を狙う狩人かりゆうどの目になる。今まで見てきた中で一番恐ろしい目だ。

『なら逆に尋ねるが、俺がＸである可能性が高いと思いつつ、そうではないかもしれないと思う根拠はなんだ？』

「カイナギフウセイという男の存在理由だ。Ｘは魔王のダンジョンを攻略させるべく私たち三人を攫ってきた。だがそれだけでなく、私たちに姿を見せない身元不明の男も用意した。……それがどうも気に喰わない」

『というと？』

「簡単に言ってしまえば、フウセイが必要な存在であるとはどうしても思えないのだ。私たちのナビゲート役というのはいいだろう。だが、なぜそれが異界人の男で、しかもどこか別の場所に閉じ込められている必要がある？　私にはどうしてもＸがカイナギフウセイを用意した理由が理解できない」

『単純に自分がＸであることを隠す為に、海かい凪なぎ風星という架空の人物を偽っているってことでいいんじゃないか？』

「もしそうなら、もっとマシな噓をつけたはずだ。攫われてきた私たち三人の信用を得るための細心の注意を払い接することもできたはずだ。だが実際は、いきなりマリアを怒らせて私たち全員に不信感を抱かせた」

『えーっと、Ｘは口下手で、単純にそれができなかっただけかもしれない』

「これだけ用意周到な計画を練り、実行した者がそんな杜ず撰さんな手抜きをするとは考えられない。そもそも無理ならば、やらなければいい」

『いや、案外ただのマヌケだっただけかもしれないぞ』

「私はＸをそれほど低く見積もってはいない」

『ネフィーはあれだろ？　他者が完璧な行動をすると思って疑わないタイプだろ？』

「そんなことはない。私はきちんと相手を見る。例えばマリアだ。マリアに関しては、垣かい間ま見みえる英雄気質を高く評価している一方で、考えるのが面倒になって思考放棄する若干のアホさ加減もきちんと感じ取っている」

『なるほど。しっかり見ている。そしてマリアのことを若干アホだと思っていたんだな』

「別に悪口ではない。それがマリアの可愛かわいらしさの一因だ」

『まあ否定はしない。俺も同意見だからな』

「そう思っているなら、揶揄からかうのは控えることだな」

『それが止められないのがマリアの魅力だ。叩けば響く、非常に揶揄い甲斐がある』

「本当に悪い性格の持ち主だな、フウセイは」

『その自覚はなかったから、たった今ネフィーに指摘されて非常に驚いたよ。そうか俺はとっても性格の悪い男だったのか』

　思わず笑い合う、俺たち。

『えーっと、なんの話だっけ？　……そうそう、俺が犯人Ｘじゃない理由を説明してみろってテーマだったな。仮に俺がＸだとしたら、海凪風星の設定がおかしいって話だけど、意外性を持たせる意味では悪くはないんじゃないか？』

「すでにこの状況が意外なのに、これ以上、訳の分からない存在を演じる理由がどこにある？」

『いや、他にも俺が犯人Ｘである可能性は……って、なんでいつの間にか疑われている俺自身が、自分がＸである可能性を提示しているんだ？』

「確かにおかしな話だ」

　弓矢の手入れを忘れていた自分の手元を見下ろしながらネフィーが肩を竦すくめる。

「いつの間にか夢中になってしまった。なかなか有意義な時間だった」

『こんな話、マリアとじゃ間違いなくできないな』

「だがリンドとならできるだろう」

『確かにできるだろうが、リンドはまだ小さいから、流石に過激な発言は躊ちゆう躇ちよするな。それにリンドは優しい子だから変に気を使わせちゃいそうだ』

「同感だがその言いようでは、まるで私の性格が悪いみたいではないか？」

『俺から言わせればほどよい性格だよ。非常に俺好みだ』

「なんだ、口く説どいているのか？　だが生あい憎にくと姿を見せない男は対象外だ」

『ならもしここから出られたら一番最初に口説くことにするよ』

　ネフィーは満面の笑みを浮かべる。

「面白そうだ。その時は楽しみにしているぞ、フウセイ」

　そんなネフィーとの会話は、この後もしばらく続いた。





　　　　３、寄り道






　結界内での休息が終わり、この後のルートについて相談する。

『このまま次の地下二十四階層への階段に向かうつもりだが、直進せずに迂う回かいルートを取ろうと思う』

「なぜ直進しないの？」

　眉を顰めるマリア。

『攻略本によると、ここから目的の階段まで真っすぐ進もうとすると、その途中に廃はい墟きよの街があるらしい』

「街？　この階層の中に？　……まあこれだけ広ければ、街くらいあっても可お笑かしくはないわね。それで？」

『どうやらそこに強力な敵がいるらしいんだ』

「強力な敵？」

『闇騎士のように魔王に作られた存在らしいんだが、どうやら相当な弓の腕前らしく、自分の縄張りである廃墟の街に侵入した者を誰彼構わず射い殺ころそうとするらしい』

「ほう、相当な弓の腕前か」

　ネフィーが反応する。

「迂回するのは構わないけど、その縄張りから出てきて背後から襲われるかもしれないし、退治した方がいいんじゃないの？」

『いや、コイツは自分の縄張りから一切出ないらしいんだ。ただただ自分の縄張りだけを守っている。だから迂回すれば、コイツと戦わなくて済むんだそうだ』

「目的はダンジョン攻略ですし、ここは迂回するでいいのではないでしょうか？」

　リンドもそう口にし、マリアがこれに頷く。

「そうね。なら迂回しましょうか」

　だがしかし、ここでスッと手が上がった。

「いいだろうか」

「？　どうしたの、ネフィー？」

「その強敵とやらがどれほどの弓の使い手か気になる。是非、見に行きたい」

　予想外の反対意見に、思わず驚く。

『おいおい、ネフィー』

「フウセイの考えも分かるし、無理強いをするつもりもない。ただの興味本位というヤツだ。敵が自分の縄張りから出てこないことは分かっているのなら、それほど危険はないと思うのだが？」

「で、ですがネフィーさん、万が一にも何かあったら……」

「心配するなリンド。危険を冒すつもりはない。もちろん自分がワガママを言っていることは自覚している。だがどうか聞き入れてくれないだろうか？」

「でも、でもでも……」

「いいんじゃない」

「マリアさん！」

「最初の闇騎士の一件もあるし、正直、私に拒否権はないもの。Ｘの為に行動するのも風星の為に行動するのも癪しやくだけど、ネフィーに付き合うことになんのためらいもないわ」

　満面の笑みを浮かべる。

「ですが……」

『行こうぜ、リンド』

「風星さんまで」

『こう言うのもなんだが、Ｘの情報はかなり信しん憑ぴよう性せいが高い。その弓騎士に関しての情報も噓があるとは到底思えない。なにせＸの目的は、リンドたち三人にこのダンジョンを攻略させることだからな』

「…………」

『Ｘの思惑通りにダンジョン攻略に勤しんでいるんだ。途中でやりたいと思ったことが見つかったんなら、やったって文句を言われる筋合いはない』

「へぇ。風星の癖に、たまにはいいこと言うじゃない」

『マリアが珍しく良いことを言ったからな。俺も尊敬する聖女様を見習おうと思っただけだ』

「ふふん。ようやく風星も私の偉大さが分かる様になったみたい……って、今、さらっと悪口言わなかった？」

『いや、気のせいだろう』

「……そうよね。うん、気のせい気のせい♪」

　ああ、そんな愛らしいニッコリ笑顔を浮かべて。本当に素敵なほど揶揄えるな、このお姫アホめ様。

「分かりました。ですがもしもの時はすぐに逃げましょう」

　慎重な姿勢を崩さないものの、ようやくリンドも納得してくれたようだ。

　話が纏まり、出発する三人。

　攻略本の地図によれば、次の地下二十四階層へと向かう階段があるのは、ちょうどこの階層の反対側。件くだんの強敵がいる廃墟の街はこの階層の中央に広がっているようだ。

　そこへ向かう途中にも、廃墟の建物が所々目に入る。

「それにしても、魔王はいったいなんのためにダンジョン内にこんなに建物を建てたのかしら？」

「魔王が考えることなど、私たちには到底理解できないさ」

　呆れた表情を浮かべるマリアの疑問に、ネフィーが蔑さげすむように吐き捨てる。

　両者の態度には明らかに魔王に対する侮ぶ蔑べつの感情が見て取れる。

　今から数百年も前に実在し、今はいない存在なのにもかかわらず、二人からは魔王に対する嫌悪感が露骨に見て取れる。

『その大昔に実在した魔王っていうのは、今じゃどういう風に伝わっているんだ？』

　密室内の本棚に並ぶＸの資料。そこにはアルタジスタ大陸に関する情報が纏められていたのだが、なぜか魔王に関するモノだけはなかったので、気にはなっていたのだ。

「魔王はアルタジスタ大陸では禁きん忌きとされる存在よ。例えば我がリセシア王国では、魔王に関するモノは発見され次第、すぐに廃棄処分される。他にも魔王に興味を持っただけで魔王信仰者と認定され、問答無用で死罪。近隣諸国も似たようなモノね」

　弁明もできずに即死罪とかエグ過ぎるだろう。

「私の住んでいるナジーク公国では刑罰こそありませんが、魔王に関する詮せん索さくや言動に関しては一切してはならないというのが暗黙の常識となっています」

　ナジーク公国というのは、確かリンドが所属する魔導の総本山・【図書館】がある国だったはずだ。

「タガルの森でも同じだ。魔王に関して口にすると穢れを呼び込み、災いが降りかかると、幼少の頃から長老たちからきつく戒いましめられている」

『徹底しているな』

「あと近しい所で、母親が子供を叱しかる時の常じよう套とう句くね。悪いことをすると魔王が攫いにくるとか」

「恥ずかしい失敗をすると、魔王魔王と後ろ指を差されたりもしますね。あれは泣きたいくらい凹へこみますよ」

「エルフの間では、魔王の名は恥ずかしい単語という扱いでもあるな。特に女性が言うなどもっての外だ」

　国の刑罰から一般認識、果ては恥ずかしい言葉認定などなど。アルタジスタ大陸にかつて存在した魔王は昔から今でも筋金入りの嫌われ者のようだ。

　マリアたちが魔王を嫌悪している理由にようやく納得がいった。確かにそんな環境で育てば、魔王に良い感情を持つなんてことは不可能だろう。

『だけどそうなると、余計に魔王のことが気になるな。ネフィーは実際に魔王と会ったこととかないのか？　エルフは長命なんだろう？』

　途端、ネフィーの表情が冷たくなる。

「面白いことを言う。フウセイには私が三○○年以上も生きているように見えるのか？」

　どうやらエルフ女性にも年齢の地雷は存在するらしい。

『い、いや、エルフの時間感覚が分からなくてな。他意はないんだ……というか、魔王がいたのは三○○年前なのか？』

「正確には三二八年前だ。エルフの中で実際に会ったことがあるのは、長老を含む数人のお歴れき々れきだけだな。その誰もが魔王に関しては一様に口を閉じておられるよ」

『…………』

「？　どうした、フウセイ？」

『いや、そんな長い時間はまったく想像できないと思ってな。というか、魔王っていうのはいったい何者なんだ？　それだけの強力な存在なら、やっぱりエルフとか強い種族なのか？　それとも、もっと高次元の存在とか？』

「人間だった、という話よ」

　答えたのはマリアだった。

「エルフでもドラゴンでもない、ただの人間。種族としては劣るはずのその男は、アルタジスタ大陸に住まう全ての種族たちより強く、全ての種族に忌いみ嫌きらわれる存在だった」

　思わず尋ねずにはいられない。

『その魔王の名前は？』

「魔王ヴァルフ・ア・レッド」

　マリアがそう口にした途端、ネフィーとリンドの表情が引き締められる。

　ヴァルフ・ア・レッド。

　それはどこか重々しく、心を揺さぶるような響きがあった。

『……というかさ、その名前って、エルフ的にはとても恥ずかしい名前だったよな。特に女性が口にするのは憚はばかられるような』

「そうだ。私としてはそれを堂々と口にしたマリアの正気を疑ってしまうレベルだ」

「ちょ、な、なんでそうなるのよ！」

『あれか、穢れた聖女って感じか』

「城では夜な夜などんな勉強をしていたのか」

「ちょっと風星！　というか、ネフィーまで！　二人ともなんでそんなに息ピッタリなわけ！」

『さあな？』

「気のせいだろう」

　そんな楽しい日常会話（マリアを揶揄う）をしながら進んでいると、リンドがそちらを指差した。

「見えてきましたよ」

　まず視界に入ったのは、一本の塔。さらに近づいていくと、その塔を中心に、円を描くように平地に広がる廃墟の街が姿を現した。

　何の音も気配もなく、ただただ広がる街の入り口に到着した三人。

　映像でその様子を見ていた俺は、改めてＸの攻略本に目を向ける。

『Ｘの情報通りなら、あの塔の上に弓騎士がいて、縄張りの街を見張っているらしい』

「この廃墟の街全体が縄張りってことは、誰かが侵入してきたら塔から出てきて襲い掛かってくるってこと？」

『いや、ヤツは塔の上から一歩も動かず、縄張りに入った敵を攻撃してくるらしい』

「えっ？　それってつまり、この廃墟の街全部がその弓騎士の弓の射程だってこと？　いくらなんでもありえないわ。この街がどれだけ広いと思っているのよ」

　マリアがそう言うのも当然だ。いくら中央にある高い塔にいるからといって、この大きい街の端まで矢が届くとは到底思えない。よしんば届いたとしても、その矢にどれほどの威力があるのか甚はなはだ疑問だ。

「なら、試してみればいい」

　どこか楽しそうな笑みを浮かべるネフィーが一歩前に進み出る。

　まあ弓騎士に興味を持った時点でこうなるだろうとは思っていた。

「だ、ダメです、ネフィーさん。危ないですよ」

　心配そうな表情を浮かべるリンドがそれを止めようとするが、ネフィーはそんなリンドの頭を優しく撫でる。

「大丈夫だ。無理をするつもりはない。ただ少し相手の力量を見るだけだ」

「で、ですが……」

「ここで見ていてくれ。私一人で行ってくる」

　そうリンドを優しくどかしたネフィーは、街の入り口まで歩を進める。そして塔をジッと見据えながら、慎重な足取りで一歩、街に踏み入る。

　その様子を固かた唾ずを飲んで見守るマリアとリンド。

「……特に変化なしか」

　また一歩、もう一歩と街の中に足を踏み入れていくも、やはり変化はない。さらに進むも、これといって何かが起きる気配はない。

　そのまま一人、街の中心にある塔の方へと進んでいくネフィー。

「どうやら、Ｘの情報は大おお袈げ裟さだったみたいね」

　街の外でネフィーの様子を見ていたマリアがホッとした表情を浮かべる。

　──次の瞬間、ネフィーが勢いよく横に飛びのいた。

「えっ？」

　バン

　たった今ネフィーが立っていた場所が爆発し、土煙が上がる。

　あまりのことに密室内で映像を見ていた俺も目を見開く。

『な、なんだ、今の！　なにが起こった!?』

「矢よ。もの凄い速さで矢が飛んできた」

　答えたのは警戒の色を濃くするマリアだった。

『矢？　今のが？』

　まったく分からなかった。だが土煙が晴れると確かに一本の矢が地面に突き刺さっている。しかもその威力のせいなのか、矢が刺さった場所を中心に地面が抉えぐれている。

　全然分からなかった。というか見えたのか、マリアには？　いや、それよりも……

『大丈夫か、ネフィー？』

「ああ。問題はない」

　廃墟の物陰に隠れていたネフィーが顔を出し、塔の方をジッと見つめる。

　いち早く回避行動をしたネフィーにも、どうやら見えていたらしい。

「……ヤツか」

　そう呟つぶやいたのと同時に顔を引っ込める。

　バン

　そして間髪入れずに、ネフィーが顔を覗のぞかせていた建物の角が抉れ弾はじける。

『見えたのか、弓騎士の姿が？　この距離で？』

「まあな。それよりフウセイ、マリアたちに私の無事を伝えた上で、決して街に入ってこないように伝えてくれ。あの敵は厄介だ」

『ネフィーはどうするんだ？』

　ニヤリ

「当然、ヤツを倒す」

　ネフィーは立ち並ぶ廃墟の陰に隠れるように移動を開始する。

　映像でその様子を確認した俺は、しばし考えを巡らせると、マリアたちに指示を出し、映像を凝ぎよう視しする。

　ネフィーが単独行動になったことで、ネフィーの周囲を映す映像は四つに減っている。さらに敵が塔の上にいると分かっていても、距離があり過ぎて、未だ映像では確認できていない。

「ちくしょう、映像を映す場所や角度が調整できたらな」

　密室内でひとり悪態を吐つきながら、ネフィーをフォローすべく映像を凝視する。

　何かないか？　何かネフィーの助けになるような情報は？　何かないか？

　移動するネフィーに合わせるように動く映像を食い入るように見つめる。

　そして、それを発見した。

『ネフィー、朗報だ。この廃墟の中にはおそらくヤツしか敵はいない』

「というと？」

『少し離れた場所にヤツに射殺されたと思われるゴブリンの死体が転がっている』

「Ｘの情報でも、縄張りに入ったモノを誰彼構わず射殺そうとするという話だったな」

『ああ。だがそれはヤツにとっての仲間も同じみたいだ』

「？　どういうことだ？」

『その近くに、倒された闇騎士の鎧よろいも転がっているんだが、そいつの死因は胸に空いた大きな穴みたいだ』

「先ほどの弓騎士の矢か」

『おそらくゴブリンを追いかけてこの街に入ったんだろう。そこで一緒に仕留められた』

「仲間も何もあったものではないな。……だがそれならば、この廃墟の街の中では、塔の上にいる弓騎士にだけ警戒を向ければいいということか」

『そういうことらしい。油断せずに行こう』

　そう答え、映像の向こうに立つネフィーと共に、まだ見えぬ弓騎士に意識を向ける。

　──それ故ゆえに同じタイミングでマリアが零こぼした一言を、俺は聞き逃してしまっていた。

「あれ？　さっき飛んできた矢がどこにもない？」





　　　　４、射程






　街の中央にある塔へと向かうネフィーは、その塔の上にいる弓騎士から隠れるようにしながら、建物の陰を移動していく。

　現在地は、街の端から中央にある塔までの距離を四分の一ほど進んだあたり。

「どうやらヤツの縄張りに入ったからといって、こちらの動きが筒抜けという訳ではないようだな。視認されなければ塔に近づくことは問題なくできそうだ」

『だが実際、このまま距離を詰めてどうする？』

「先ほどヤツの姿を確認したが、ベースは闇騎士と同じタイプのようだった。ならこちらの射程まで近づき矢を放ち、ヤツを一撃で仕留める」

『狙うは赤い瞳ってことか』

　ここまで闇騎士と幾度か戦ってきた結果、奴らの弱点が兜かぶとから覗く、赤い一つ目であることは分かっている。

　闇騎士と同じ大剣と大盾を駆使し戦うマリアや魔法を感知されてしまうリンドでは、その急所を的確に狙うということはなかなかできない。

　だが、ネフィーの矢は違う。狙ねらい澄すました一撃は、確実に敵の急所を貫く。

　現にこれまでネフィーが放った矢によって闇騎士が三体、一撃で仕留められている。

『実際に塔の上にいる弓騎士を狙うとしたら、どこまで距離を詰める必要がある？』

「そうだな……せめて、あそこに見える三階建ての建物の辺りまでは行きたいな」

　ネフィーが示したのは塔の近くに頭を出す建物。ここからはまだまだ遠い。

　見定めた場所へと向かうべく、気配を消して建物の陰を進んでいく、ネフィー。

　だがある地点に到達した所で、順調だった足取りがピタリと止まる。

「……これは、参ったな」

　塔までの距離は残り半分。街の端から塔までの丁度真ん中の位置に、かなり道幅の広い大通りがあったのだ。

　さらに映像を見ていた俺は、その大通りが円形の街と同じように、塔がある中央の区画をぐるりと囲っていることに気付いた。

　つまり、ここからさらに塔に近づこうとするのなら、絶対にこの大通りを横断しなければならない、ということらしい。

『奴に見つからずに通り抜けられそうか？』

「無理だろうな。この道幅では全力で走ってもそれなりに時間がかかる。ヤツも私が街に侵入していることには気づいているはずだ。確実に目を光らせている」

『ならどうする？』

「とはいえ、このまま行くしかないだろうな」

　言うが早いが、ネフィーは物陰から大通りへと飛び出す。

　一切遮しや蔽へい物ぶつのない大通りを疾走するネフィー。

　案の定、塔から矢が飛んでくる。

　バン

　大きな爆発音と共に土煙が上がる。

　煙が消えた後、そこにあるのは、凹んだ地面と突き刺さった一本の矢。

　バン

　走るネフィーの背後で次々と爆発が起こる。

　ネフィーを追いかけるようにしてテンポ良く飛んでくる弓騎士の矢。

「それにしてもなんて威力だよ」

　密室内で映像を見ていて、思わず言葉が漏もれる。

　街の隅にいた時に飛んできた矢は、飛距離もさることながら威力も十分なモノだった。

　だが今飛んできている矢の威力は、その比ではない。あきらかに振動も爆発も大きい。

「塔に近づけば近づいただけ威力が上がるってわけか」

　バン

　再び響く爆発音と土煙。

　あの威力だ。下手をすると爆発に巻き込まれただけで即死すらありえる。

　しかしそんな弓騎士の矢を、ネフィーは見事に避けていく。

　大通りを真っすぐに突っ切るのではなく、斜めに走り抜けるようにしながら、ジグザグに駆けてゆく。

　そしてそのまま大通りを越え、中央の区画の物陰に滑り込んだ。

「ふう。なんとかなったな」

『凄いじゃないか、ネフィー！　よくあんな開けた場所であの矢を避け続けられたな』

「飛んでくるのが、あの塔からだということは分かっているからな。矢のテンポも一定だった。ならその矢を避けることくらい造作もない」

『当たったら一発でやられそうだけどな』

「当たればな」

　楽しそうに笑うネフィーは、再び建物の陰に隠れるようにしながら中央の塔へと向かって進み出す。

　それに合わせ、映像でも塔の全容が見えてきた。

　高さはおよそ七階建て。最上階は柱で屋根を支えているだけのやぐらといった様相だ。

　そしてようやく、件の弓騎士の姿を捉とらえることができた。

『こちらでも弓騎士の姿を確認した』

　映像に映った弓騎士の姿は、黒騎士を彷ほう彿ふつとさせる黒い甲かつ冑ちゆうを纏っており、兜の隙間から見える赤い光も同じ。ただしその両腕が極端に膨れ上がり、如い何かにも筋力が凄まじいといった感じだ。

　何より気になるのが、その手に持っている立派な弓である。

　紫むらさき色いろの装飾に彩いろどられ、綺麗な曲線を描くその弓は、美しさと同時に得体の知れない何かを感じる。

「……ん？」

　映像を通してその様子を見ていて、それに気づき、すぐにマイクのスイッチを押す。

『ネフィー、朗報だ。ヤツは矢を一本しか持っていないぞ』

　弓騎士の左手には一本の矢が握られている。だがそれだけで、腰や背中に矢筒を付けている様子もなければ、近くに次の矢が用意されている様子もない。

「大通りを過ぎてからこちらに矢を射いってこないところをみると、ちょうど矢を射尽くしたのかもしれないな。ならどこからか矢を補充してこられる前に仕留めるべきだろう。幸い、こちらの矢はまだまだある」

　肩から背負う、矢の詰まった矢筒に触れるネフィー。

　ほどなくして、目的地としていた三階建ての建物の傍に到着。

『それで？　どこから狙うんだ？』

「……あそこにするか」

　ネフィーが指差したのは、街の端から塔に向かって真っすぐ伸びる通りの真ん中。

　塔の上から微動だにせず街を眺めている弓騎士から見て、ちょうど真横辺り。

『そこから狙えるのか？　あそこからだと最上階の柱が邪魔で狙えなくないか？』

「まずはこちらの姿を晒さらし、ヤツに最後の一本を射させる。それを躱かわした後に、狙いを定めて仕留めるつもりだ」

　どうやらカウンター狙いの作戦のようだ。

「では行くか」

　ネフィーは建物の陰から飛び出すと同時に弓を構え、通りの真ん中に立つ。

　その気配に気づいたかのように弓騎士の赤い瞳が横を向き、眼下に伸びる通りに姿を現したネフィーを捉える。

　弓騎士はゆっくりとした足取りで移動を開始。そして塔の上から、ネフィーと向き合うような位置取りに立つと、眼下に見えるネフィーに向かって、自らが持つ紫色の弓を構え、手に持った最後の矢をつがえる。

　狙いを定められたネフィーもまた矢を引き絞ったまま、弓騎士を見据えている。

　微動だにしないその姿は、先日、逃げるゴブリンを仕留めた時を彷彿とさせる。

　正確に狙いを定める為に全神経を集中している、というのがヒシヒシと伝わってくる。

　そんなネフィーに向かって、塔の上から弓騎士が矢を放つ。

　バン

　もはや目にも止まらぬ速度で放たれた弓騎士の矢によって、これまで以上の激しい爆発と共に地面が揺れ、高々と土煙が舞い上がる。

　だがその土煙の中に、ネフィーはしっかりと立っていた。先ほどよりほんの少し左に立ち位置をずらし、衣服をやや破かれながらも。

　ネフィーはあの驚異の速度で放たれた矢を、ほんのわずかにズレることで、薄皮一枚で躱してみせたのだ。

　敵が持っていた最後の矢は回避した。今度はネフィーの番である。

　しかしネフィーは未だ矢を放たない。弓騎士をじっと見たまま狙いを絞り続けている。

　焦る気持ちから思わずマイクに向かって『急げ』と叫びたくなった。だが一方で安心する気持ちもあった。なぜなら弓騎士はもう矢を射尽くしていたからだ。もはや弓騎士には何もできない。故に時間を掛けて狙いを定めるネフィーをジッと見守る。

　──だが直後、ネフィーの目が見開かれる。

　矢を射尽くした弓騎士が握る紫の弓が微かすかに輝き始めたからだ。

　それに合わせ、何もなかった弓騎士の手の中に何かが姿を現した。

『なっ！』

　思わず声が漏れる。

　それは一本の矢。先ほどまで何も握られていなかったはずの手に、確かに矢が握られていた。

「矢を生み出す魔法の弓、だと？」

　弓の弦を引いたままのネフィーの言葉が漏れる。

　そんな動揺など知らぬとばかりに、塔の上に立つ弓騎士が再び矢をつがえた紫の弓を引き絞り始める。

　動揺が見えたネフィーもまた、慌てて集中し直す。

　──そしてその時は訪れる。

　弓騎士が矢を放つとほぼ同時に、ネフィーもまた矢を放つ。

　ネフィーの矢は高々と弧こを描いて飛んで行き、弓騎士の矢は一直線に飛来する。

　結果、ネフィーの矢が弓騎士の兜を掠かすめ、逸それた。

　だが一方で。

　弓騎士の矢はネフィーの脇腹を貫いた。

『ネフィー！』

　強烈な一撃で脇腹に穴が空いたネフィーは、地面に崩れ落ちるようにして倒れ込んだ。

　そしてその姿は、弓騎士の矢が舞い上げた土煙によって、すぐに見えなくなった。





　　　　５、大人と正直者






「なんとかなったわね」

　ネフィーを担ぎ、建物の中へと逃げ込んだマリアが息を吐く。

　すでにマリアによってエスト薬を飲まされたネフィーの傷口は塞ふさがっている。一瞬にして傷が消える様子を改めて見て、この霊薬の凄まじさが分かる。

『ヤツの矢の威力があり過ぎたのが幸いしたかもな』

　弓騎士の矢は、その強烈な速度からネフィーに突き刺さることなく貫通し、後方の地面で爆発した。

　結果、ネフィーはその爆発の全てを自分の身体で受けることはなかったのだ。

　もしあの爆発に巻き込まれていたら、ネフィーの身体は爆散し、流石のエスト薬でも回復はできなかっただろう。

「ネフィーを救い出せて本当によかった。風星の言うことを聞いてネフィーの後を追い掛けてきていて正解だったわね」

　ここまでネフィーをサポートする一方、実は魔法のマイクの切り替えを使い、マリアにも別の指示を出していたのだ。

　ネフィーにバレないように別のルートを使って中央の塔を目指せと。

　自らの縄張りであるこの街を一人で守っている弓騎士の特性を早々に察した俺は、きちんとした手順を踏めばマリアを安全に導けると踏ふんで、ネフィーに悟さとられぬように、こっそりと指示を出していたのだ。

『それにしても、あの魔法の弓はかなり厄介だな』

　離れた場所から一部始終を見守っていたマリアの話を聞いて、あの魔法の弓の能力が判明した。どうやらあれは新しい矢を次々と生み出しているのではなく、一度放った矢を手元に呼び戻しているようなのである。

　先ほどの戦い。大通りで狙撃された時よりも矢の威力はさらに上がっていたし、何より矢を続けて射る間隔が短くなっていた。

　これは、矢が止まってから魔法で回収しているので、その矢との距離が近ければ近いほど回収速度も上がり、次の矢を射るまでの間隔も短くなる、ということらしい。

　つまりあの弓騎士は、とてつもなく長い射程から強力な攻撃ができるだけでなく、近づいたら近づいただけ威力と連射速度が増していき、さらに矢が尽きることが一切ないということらしい。

『ただ逃げることは確実にできる。だが倒すとなるとかなり難しいな』

　それは撤てつ退たいも視野に入れての発言である。

　これに対しマリアはどう反応するだろうか？

「私はネフィーが決めればいいと思うわ」

　予想外の答えだった。てっきり逃げるのには反対だ、とでも言うと思ったのに。

『それでいいのか？』

「だってこれはネフィーが始めたことだもの。私も風星もネフィーを手伝っているだけ。最終的にどうするかはネフィーにしか決められない」

『……そう、だな』

　マリアのその言葉に、何か強い説得力を感じてしまい、思わず同意してしまう。

　とりあえず街の外で待機しているリンドに今の状況を説明すべく、魔法のマイクの【３】のスイッチを押す。そしてその説明中にネフィーが目を覚ました。

「ここは？」

「ネフィーがやられた場所のすぐ近くの建物の中よ。あいつは目に入った相手にしか攻撃してこないみたいだから、ここなら安全よ」

　床に横になったままのネフィーの顔を覗き込みながら、マリアが答える。

「……マリアが助けてくれたのか？」

「ええ」

「……そうか、フウセイが私の後を付けさせていたのか」

　一瞬にして状況を察したらしいネフィーは、やはり頭の回転が速い。

「こっちも狙われると思ったけど、風星の言う通りに、ネフィーとは違う離れたルートを移動していたら、不思議と狙われることはなかったのよね」

「ヤツは一人しかいないからな」

　苦笑を浮かべるネフィーもまた俺と同じく、弓騎士の特性に気付いていたらしい。

　ただ言われたマリアは「？」といった顔をしているので分かっていないと思われる。

『さっきマリアと話して、これからどうするかはネフィーに任せようという話になった』

「私が決めていいのか？」

　マリアが「もちろんよ」と頷き、ネフィーに尋ねる。

「ネフィー、あなたはこの後、どうしたいの？」

　その質問に、ネフィーはマリアの手を借り、ゆっくりと上体を起こしながら答える。

「撤退しよう。幸い、あの弓騎士相手なら確実に逃げることはできるだろうからな」

「風星と同じことを言うわね」

「そうか。フウセイもそう考えているのなら、問題なく脱出はできそうだな」

　弓騎士はあの塔の上から動かず、敵を発見しない限り攻撃してくることもない。矢を射ってくる方向とタイミングは分かっている。塔に近づけば威力も連射速度も上がっていくが、逆に言えば塔から離れれば離れるだけ威力も下がり連射速度も遅くなっていく。

　マリアとネフィーの二人ならば、それで十分に逃げられるだろう。

　ネフィーはゆっくりと立ちあがり、自分の脇腹に目を向ける。

「エスト薬はやはり凄いな。傷が癒いえただけでなく、疲れもなくなっている。これならすぐに動けるな」

　もう出発する意思を見せるネフィー。

「本当にそれでいいの？」

　だが、その背中に向かって、マリアがそう尋ねた。

「…………」

「ネフィーは何か思うことがあって、アイツと戦いたいと思ったんでしょ？」

「……リスクが高すぎる。私ではヤツを倒すことはできないことは実証された。ならこれ以上、ここで意地を張る意味はない」

「意味ならあるわ」

　ネフィーが振り返り、マリアを睨にらむ。

　その目にはどこか苛いら立だちの色が見て取れる。

「面白い。なら聞かせてもらおうか。私がここで無理なワガママを通そうとすることになんの意味がある？　誰が得をするというのだ？　そんなモノは存在しない」

　まるで自分勝手な子供に苛立つ大人のように、マリアを睨みつけるネフィー。

　そんなネフィーに向かって、マリアはあっさりと答えた。

「ネフィーがネフィーでいられる」

　堂々と、ただ真っすぐに、一点の曇りもない瞳で。

「私が……私でいられる？」

「ここで意地を通すのならネフィーはこれまでと変わらず自らの弓の腕が最も優れていると胸を張り続けることができる。その自信を、その強さを否定せずに済む。なによりあの弓騎士と戦いたいと思ったネフィーが、それを我慢するネフィーにならずに済む。それってとても大事な事でしょ？　誰の為でもなく、誰の評価も関係なく、ただそうありたいと願うネフィーにとって何より大事なことでしょ？」

「……マリア」

「それにネフィー一人で勝てなくてもいいじゃない。ここには私もいるし、それにリンドだっているし、ついでに風星だっている。リスクがある？　上等じゃない。だったら全員ではねのければいい。一人じゃなく全員で勝つ。それってネフィーたちが私に教えてくれたことじゃなかったっけ？」

　その純真な言葉は、聞いている者の胸に響き、感情を高ぶらせる。

　素直で飾らない、ただただ本当に大事なことだけを迷いなく示すその姿に、思わず魅み入いってしまう。

　そう感じたからこそ、思ってしまう。

　確かにこのお姫様は、非常に揶揄い甲斐のあるお姫アホめ様かもしれない。

　だがしかし、マリア・リナ・リセシアは間違いなく万人から聖女として崇あがめられるだけの気質を持った存在なのだと。どこまでも真っすぐな、英雄としての才覚を宿した傑物なのだと。

「もう一度聞くわよ。ネフィー、あなたはこの後、どうしたいの？」

《白盾のマリア》は、もう一度、同じ質問をする。

　先ほどと違うこと。それはネフィーの瞳に熱が籠こもっていること。

「マリア王女に頼みがある。私がヤツを倒すのに協力して欲しい」

「もちろんよ。それに風星もやるって言ってるわ」

『いや、まだ言っていないんですけど。言うつもりだったけど』

「あとはリンドだけど、きっと協力してくれるわ」

　魔法のマイクで二人の話を伝えると、一人街の外に残るリンドはグッと杖を握る。

「ここで反対しても私抜きでやるんですよね。なら私に選択権はありません」

　非常に不機嫌そうだ。だがこうも口にする。

「風星さん。ネフィーさんに、やるからには絶対に勝ちましょう、と伝えて下さい」

『ああ分かった』

　その旨を伝えると、ネフィーが微笑む。

「これは絶対にやらなければならないな」

　三人の思いは重なった。

　そして聖女様が堂々と口を開く。

「それで？　私たちはどうすればいいの、風星？」

『全部俺に丸投げかよ！』

「だって考えるのは風星の役目で、実行するのは私たちの役目でしょ？　働かないならご飯抜きよ」

　まったく、このお姫様は。

『へいへい、お任せ下さい、聖女様。とびっきりの策を考えてみせましょう』





　　　　６、何を思い、矢を放つ






　三人との作戦会議を終え、いよいよ決行の時を迎える。

『リンド、頼んだ』

　一人街の外にいるリンドは「はい」と頷き、荷物から掌てのひらサイズの人形たちを取り出す。

「土つち塊くれに込めるは、従順なる仮かり初そめの魂」

　それは地面に落ちると同時に土を纏う様にして大きくなり、すぐさま巨大な岩人形・ゴーレムへと変へん貌ぼうする。

　リンドが生み出したゴーレムたちは、次々と廃墟の街へと入っていく。

　当然、それを見逃す弓騎士ではない。

　街の端から入ってきた侵入者を視界に捉えると、手に持つ紫色の弓を構え、矢を放つ。

『なるほど、確かにあれは魔法の弓だな』

　映像を通して、改めて弓騎士の持つ魔ま弓きゆうの効果を目の当たりにする。

　確かに矢は一本しかない。だがその一本の矢が放たれ、標的となったゴーレムを爆散させ、地面に刺さり動きを止めると、弓騎士が握る魔弓が光り出す。すると遠くで地面に突き刺さっていた矢は忽こつ然ぜんと姿を消し、弓騎士の手の中に再びその姿を現す。

　そして魔弓の魔力によって引き寄せられた矢は、再び強力無比な一撃として弓騎士の手元から放たれる。

　もしかすると弓だけでなく、あの矢にも何か魔法が掛かっているのかもしれない。

　なんにしても弓騎士相手に矢切れは存在しない。いつまで待っても攻撃が止むことはないだろう。

　そう思いつつも、映像を見ながらニヤリと笑う。

　弓騎士がまんまと囮おとりに引っかかってくれたからだ。

　確かに矢切れは存在しない。だが隙すきが無いわけじゃない。

　この広い廃墟の街を弓騎士は自分の縄張りとして守り、侵入者を排除している。

　しかしその責務を行っているのはヤツ一人しかいない。

　つまり弓騎士は、全ての侵入者に対してたった一人で対処しているのだ。

　それこそが俺の見抜いた弓騎士の特性。

　だからこそ街外れに出現したゴーレムに気を取られている今、ヤツの足元は完全にお留守である。

『いいぞ、ネフィー』

　俺の合図に合わせて、隠れていた場所からネフィーが姿を現す。

　ネフィーが立つ場所、そこは塔の傍にある三階建ての建物の屋上。

　そしてネフィーは自らの弓を構え、集中し始める。

　この場所から弓騎士を狙う、それが俺の提示した作戦だ。

　一応他にも、リンドのゴーレムを囮にしている間に、このまま一気にヤツがいる塔に侵入し、接近戦に持っていく方法も考えた。しかし弓相手に接近するのは常套手段と思いつつも、その状況で、あの魔弓の特性がどのように作用するか予想が付かない。

　ならば不用意に近寄らず、当初の予定通り、ネフィーの一撃で仕留めるのが最も確実で勝算が高いと判断したのだ。

　飛距離と高低差を考慮して、塔に次いで最も高さのある三階建ての屋上を狙撃場所に指定した。

　ただ難点があるとすれば、先ほど以上にネフィーの姿が丸見えである、ということだ。

　弓を構えるネフィーの周りには、今度こそ遮蔽物は一切ない。

　さらにもう一つ、先ほどとは違うことがある。

　それはネフィーの肩に矢筒がないことだ。

　ネフィーは今、弓で狙いを定めている矢一本しか持っていないのだ。

　これはネフィーの言い出したことだった。本人曰いわく「その方が集中できるから」ということらしいのだが、正直理解に苦しむ。

　弓騎士とは違い、この一発を外せば、本当に終わりである。

　ネフィーにはなんとしても決めてもらうしかない。

　街に侵入しようとするゴーレムたちに向かって、塔の上に立つ弓騎士は絶え間なく矢を放ち続け、その一撃ごとにゴーレムたちは次々と爆散していく。

「風星さん、もうゴーレムの予備がありません！」

　リンドの報告と合わせるかのように、弓騎士の攻撃が止んだ。

　そして全てのゴーレムを撃退した弓騎士が何かに気付いたように振り返り、三階建ての建物の屋上で弓を引くネフィーを発見する。

　先ほどと同じく移動し、ネフィーの真正面に立った弓騎士が、呼び戻した矢をつがえた魔弓を構える。

　ネフィーは塔の最上階に立つ弓騎士に狙いを定め続けるも、やはり先ほど同様、すぐに矢を射ることができないでいる。

　先ほどとは違い、カウンター狙いという訳ではないはずだが、そんなに射られないものなのか？　高低差のハンデ、標的との距離、的の小ささなど、条件が厳しいのは分かるが、ネフィーならばどうとでもなるのではないのか？

　かなりの時間的余裕があったにもかかわらず、未だに矢を射られないネフィーの姿に、そんな焦りを覚えてしまう。

　ネフィーはまだ矢を射られない。狙いを定めたまま動かない。

　結果、強力無比な弓騎士の矢がまずは先に放たれる。

　これに対し、ネフィーは避けることも逃げることもせず、ただその場で集中し続ける。

　──その矢は絶対に自分には届かないと信じて疑っていないからだ。

「ふん！」

　弓騎士の矢が放たれる直前、ネフィーの前に姿を現した存在。

　大盾を構えたマリアである。

　ネフィーを狙う矢に対して、真正面に大盾を構え、歯を食いしばって受け止めようとする。

　バン

「くっ」

　しかしその矢の威力は余りにも大きく、大盾を構えたマリアは、吹き飛ばされるように地面を転がる。

　だがしかし、飛んできた矢の軌道は大きく逸れ、ネフィーの真横をすり抜け、飛んで行った先で爆発が起こる。

　この結果に弓騎士は動揺する素振りはない。

　再び、その手に握る紫色の弓が光り出し、空いた手に矢が現れると、変わらぬ機械的なモーションで弓を引き、ネフィーに向かって矢を放つ。

「こんの！」

　しかしこの一撃も、立ち上がり再び大盾を構えたマリアによって阻まれ、逸れた矢が遠くで爆発する。

　二射目、三射目と次々と飛んでくる矢を、マリアは大盾で防ぎ続ける。

　受ける度に吹き飛ばされ倒れるも、すぐに大盾を構え、ネフィーを守る。

「まだまだ！　絶対にネフィーには当てさせない！」

　仲間を守るその姿は、まさに聖騎士。

　そんなマリアの奮闘でかなり時間は稼げている。

　だがネフィーは未だに矢を射られないでいる。

　おかしい。なぜ放たない？　どうして矢を射ない？　一本しかないから？　そんなはずはない。だったら予備の矢を持ってくるはずだ。それをしなかったのはなぜか？

　一撃で仕留められる自信があるからだ。

　ならなぜ矢を射ない？　慣れない弓矢のせいで集中に時間が掛かっているのか？　だからあれだけ手入れをしていたんじゃないのか？　それでもダメだったのか？

　それとも……何か待っているのか？

　何を？　敵の隙を？　違う、そんなものはいくらでもあったはずだ。

　ならなんだ？　ネフィーは何を待っている？

　これまでのことを思い出すように頭を回転させる。

　記憶をたどり、ネフィーが待つ何かを思考する。

　──その時、自分の中で何かが繋がった気がした。

　確証はない。だが躊ちゆう躇ちよしている暇もない。

　だからマイクのスイッチを押して叫ぶ。

『ネフィー！　もうマリアが持たない！　お前が外したら、もうやられるしかない！　頼む！　ここで決めてくれ、ネフィー！』

　ニヤリ

　ネフィーの矢が放たれた。

　それはあまりにも美しい軌道だった。

　まるでその結末が予定調和のように、高々と放たれた矢は、ただ真っすぐ、寸分違たがわず弓騎士の顔へ。

　そして兜の隙間へと吸い込まれ、その赤い瞳を貫いた。












「──！」

　くぐもった甲かん高だかい声が廃墟の街に響き渡り、弓騎士は顔を押さえてもがき苦しむ。

　そして新たに出現した矢を手から取りこぼした弓騎士は、そのまま膝を突き崩れ落ち、ピクリとも動かなくなった。

「……やったの？」

　その様子を見つめるマリアに向かって答える。

『ああ』

　途端に、笑顔でネフィーに近づこうとするマリア。

　しかし、そんなマリアを俺は止める。

『マリア。急いでリンドの元へ戻ってくれ。ゴブリンの一団が近くにいる。ネフィーは俺が見ておくから』

「それは大変だわ！　わかった、すぐに向かう！　ネフィー、また後でね！」

　慌てて階段を駆け下りていくマリア。

　しかし今のネフィーには何も聞こえていないようだ。

　ひとり、屋上に立ち尽くすネフィーは余よ韻いんを楽しむように微動だにしない。

　そしてその表情は、なぜか恍こう惚こつの笑みを浮かべていた。

　映像を通してその様子を見ていた俺は、ある程度、時間を空けたタイミングで、【２】のスイッチを押す。

『ネフィー。今お前だけに話しかけている』

「……どうした？」

『お前、わざと矢を射なかったんだろ？　ギリギリまで、どうしようもなくなるのをずっと待っていたんだろう？』

　聞こえてきた俺の言葉に、ネフィーの表情が元に戻る。

「そんなことはない。ただ的を絞しぼるのに時間がかかっただけだ」

『噓を吐け』

「もし仮にそうだったとしても、なぜ私がそんなことをする必要がある？」

　知的で大人びた笑顔を、映像を通して見ているであろう俺に向けてくる。

『単純な答えだ。そういうのが気持ちいいんだろ？　ギリギリで決着をつけるのが？』

「何をバカなことを」

『隠すなよ。ネフィー、お前は極限の状況で敵を倒すことに喜びを感じるんだろう？』

　ビクリとするネフィー。

「……何を根拠にそんなことを言っている？」

『だってお前、さっきまで、すごく恍惚とした表情を浮かべていたぞ』

　俺の指摘に、ネフィーは驚いたように自分の顔に手を伸ばす。

「そ、そんなことはない！」

『なんだよ、自覚がなかったのか？　まあ自分が一体どんな表情を浮かべているかなんていうのは、鏡でも見ない限り、自分じゃ分からないものだからな。ちなみにこれまでも敵にヘッドショットを決める度たびにメチャクチャ邪悪な笑みを浮かべていたぞ』

「そ、そんなこと、ある訳ないだろう！　それではまるで、私が危険人物みたいではないか！　言いがかりはよしてもらおうか！」

『だけど改めてそう考えてみると、これまでのネフィーの行動は一貫しているんだよな。敵を仕留める時はいつも外す可能性が高いヘッドショット。先日の逃げるゴブリンを仕留めた時も、随分と時間が掛かったが、遙か遠くまで逃げた標的を見事討ち取ってみせた。これら全ては、わざと難易度を上げ、常に高いリスクを負う為だと考えられる』

「…………」

『そして今回、弓騎士に狙いを定め、すぐに矢を射られたのにもかかわらず、お前はそうしようとしなかった。理由は自分がやられるかもしれないスリルをギリギリまで味わいたかったからだ。まあその結果、一度は敵の魔弓の効果に動揺し、不意を突かれる形でやられたわけだが』

「…………」

『二度目の今回も矢は一本しか準備しなかった。それは外さない自信がある一方で、外したら終わりだというスリルを味わう為だ』

「…………」

『その行為自体が、お前のモチベーションを高めているルーティーンであるみたいだから否定するつもりはない。とはいえ、絶対の自信を持つ弓の腕前を生かす為に、わざと危機的状況を作り出し逆境を一撃でひっくり返してみせようとするお前を見ていると、俺にはネフィーが非常にこじらせた戦闘狂にしか見えないんだがな』

　マイクに向かってしゃべる俺の話を聞いていたネフィーが重たい口を開く。

「……随分と細かな分析ができるのだな」

『大学でそういう勉強もしてきたんでな。なんでネフィーがそうなったのかっていうのも、おおよそ見当は付く』

　精霊の加護を受けることができず周囲から劣等種と蔑まれる現状、優秀な姉への信頼と負い目、そんな自分を証明できるのは弓しかない。だからこそ、窮きゆう地ちであればあるほど、自らの必要性を実感することができる。

　抑圧された感情に拍車がかかっていき、今のネフィーになった。

　そして強いストレスを感じた時ほど、その気持ちに歯止めが利かなくなり、顕けん著ちよに顔を出す。

　自分を保つために。

　今回、それが色濃くでたのは、間違いなく自分の境遇をマリアたちに知られてしまったことだろう。平気そうな顔をして、だけど内心ではとても辛かったのだろう。

　俺の話を認めたかのように、ネフィーが自虐的な笑みを浮かべる。

「軽蔑しただろう。私は普通ではないんだ。何かのきっかけでスイッチが入ると止められないんだ。矢が敵の頭に突き刺さった時、無類の喜びを感じる。逃げる敵をギリギリまで逃がし、絶対に外せない状況を楽しみたくなる」

　淡々と語るネフィーの目にはある種の狂気がにじみ出ていた。

　高い知性を持ち、己の欲望を自覚した上で、それを隠すように一般人に擬態し、所々で内なる欲望を満たしている。

　どうやらこの知的で物静かなエルフさん。ガチでヤヴァイ方であったようだ。

『まあいいんじゃないか？』

　しかしそうだとしても、俺はそう答える。

「……いいのか？」

『別にネフィーの在り方を否定する気はない。自分のヤバさを自覚しているみたいだし。それにマリアたちを見殺しにしたり傷つけたりするつもりは別にないんだろ？』

「当然だ！」

　即答するネフィー。その言葉通り、先ほどネフィーが一番気にしていたのは、大盾を構えるマリアの様子だった。仲間を守ることに力を発揮し、笑みさえ浮かべるマリアの姿に注視し、そのギリギリのラインを見定めようとしていた。自分の狂気を溢れさせながらも、それでも自分を守ろうとするマリアのことを気にかけていた。

　今回垣間見えたネフィーの危険な欲望は本物だろう。

　だが同時に、これまでマリアたちに見せていたネフィーの姿もまた本物なのだ。

　そう見て感じ取ったからこそ、俺は言う。

『ならいいだろう、このままで』

「フウセイ」

『ちなみに、このことはマリアたちに教えるつもりはないんだろ？』

「もちろんだ！　こんなこと、マリアたちに話せるわけがない！」

　まあそりゃそうだ。これは少々度が過ぎている。素直に打ち明けられるような秘密の類ではない。

『ならこのことは黙っておくよ』

「……本当か？」

『ああ。元はと言えば、俺がネフィーに関するＸの調査を安易に他の二人に喋ってしまったことが原因だろうしな。このことは俺とネフィーだけの秘密だ』

　そう告げると、ネフィーの表情が一気に明るくなる。

「つまりフウセイになら、私の感情を全て晒さらけ出しても問題ないということだな！」

『……えっ？』

「たとえば、この前の逃げるゴブリンを討ち取った時も、私はゴブリンを見ながらヤツの気持ちを考えていた。もうすぐ逃げ切ることができる、ヤツはそう胸に希望を抱いたことだろう。だが私は、そんな希望をたった一本の矢で木こっ端ぱみじんに打ち砕いた。ヤツはどう絶望して息絶えたのか？　……どうだ、考えただけで興奮するだろう！」

『……お、おう。そうだな』

「そうか！　フウセイは分かってくれるか！」

　こんな感情を露わにして喜ぶネフィーは初めてみた。

　俺が考えていた以上に、ネフィーの狂気は日常の中に隠れていたらしい。

　どうやら決して知ってはならない秘密を知ってしまったようである。やはり世の中には知らなければよかったということがあるようだ。

「ちなみにさっきの弓騎士の時はだな……」

『そ、それより、どうせだから、倒した弓騎士の魔弓を貰っちまおうじゃないか。あれは強力な武器になる。矢だって射たい放題だ』

「そうだな。あの弓があれば、もっと多くのシチュエーションを妄想しながら、敵を射殺し続けることができそうだしな♪」

　俺の前ではその欲望を一切隠す気がなくなったエルフが、目を輝かせながらとんでもないことを口にする。

　もしかすると、非常に危険なエルフの手に、とんでもない魔法の弓矢が渡ってしまったのかもしれない。

　言わなきゃよかったと己が勢いで口にしてしまった言葉を後悔しても仕方がない。

　危険思想なエルフ様はとてもご機嫌である。







　紫色の魔弓を回収した後、街の外に出たネフィーはマリアたちと合流した。

「やったわね、ネフィー」

「お見事です、ネフィーさん」

　近づいてきた二人をネフィーはそっと抱きしめる。

「これも全て二人のおかげだ、本当にありがとう」

　そこにはこれまで通り、優しい姉を彷ほう彿ふつとさせる素敵な笑顔を浮かべるネフィーの姿があった。

　……まあ、ここにくるまでの間に、ネフィーは散々、俺に対して自分の欲望（狂気じみた殺害美学）を語ってくれたわけなんですけどね。





　　　　おまけ






「この魔弓からは、とても強力な魔力を感じます。この魔弓は普通よりも遙か遠くへと矢を放つだけなく、対となる矢を引き寄せる効果があります。また、この矢にも強力な魔法が掛かっています。飛ひ翔しようを妨げるモノを全て排除し真っすぐに突き進む効果が備わっているだけでなく、突き刺さると同時に周囲を巻き込む爆発を引き起こすようになっています。もちろん、この効果には制限も回数もありません」

　それは弓騎士を倒した後、休息を取る為に張られた結界内でのこと。

　ネフィーが手に入れた魔弓に、リンドが興味を示したのだ。

　使い方が分からず困っていたこともあり、ネフィーはリンドに魔弓の鑑定を依頼した。

　すると嬉々として魔弓を調べ始めたリンドは、驚きの鑑定結果を次々と口にしていく。

　だがすぐに、その表情は難しいモノへとなってしまった。

「ネフィーさんが手に入れた魔弓はただの魔弓ではありません。大変申し上げにくいのですが、これはかつて魔王が使っていた弓《バーミティーション》であると思われます」

「「魔王の弓！」」

　リンドの鑑定結果を聞いていたネフィーとマリアの声が重なる。

『というか、魔王ってネフィーみたいな弓使いだったのか？』

　密室内でその様子を見ていた俺の疑問に、リンドが「いいえ」と首を振る。

「魔王は弓だけでなく、あらゆる武器とあらゆる魔法に精通していたと言われています。中でも魔王が愛用した八つの武器と魔王が編み出した魔王専用の四つの究極魔法は、合わせて魔王の十二宝具と言われています。そしてこの魔弓《バーミティーション》は、その内の一つなのです」

「へぇ、そんな武器たちがあったなんて、全然知らなかったわ」

　関心を示すマリアだけでなく、ネフィーもまたそのことを知らなかったようだ。

　三○○年前に存在した魔王に関する事柄は、発見されしだい即座に抹消され続けているという話だったので、そうであっても不思議ではない。

　そう考えると、知っていたリンドには素直に驚かされる。流石は【図書館】秘蔵の天才魔法少女、といったところか。

「そ、そうか。これは魔王の弓なのか……魔王の弓……つまり処分しなければならないのだな……」

　ネフィーの言葉通り、アルタジスタ大陸において魔王の存在は禁忌であり、魔王が関連するモノは即座に排除するというのが常識であるらしい。

　衝撃の事実に、ふらりと立ち上がり、二人から距離を取り、遠くを見つめるネフィー。

　その後姿を見ているだけのマリアたちには分からないかもしれないが、その表情は絶望で満ち溢れている。よほどあの魔弓が惜しかったのだろう。

「ん、んん」

　そう思っていると、突然、ネフィーが妙にわざとらしい咳払いをし始めた。

　そしてなぜチラチラと周囲を見ている。

　もしや、と思い、マイクの【２】のスイッチを押す。

『ネフィー、まさかとは思うが、俺にどうにかしろってサインを送っているのか？』

「う、んん、うんそうだ、ううん」

　いや普通に言っているやん。

　一方、ネフィーの背後では、先ほどから続く奇妙な咳払いに二人が首を傾げている。

『いや、どうにもできないだろう』

「ん、んん、どうにかしろ、んん」

　いやもう、咳払いする意味ないだろ、それ。

「んん！　いいから、んん！　どうにか、んん！　本当に頼むから、んん！」

『そこまでか？　そこまであの殺さつ戮りく道具が欲しいか？』

「んん、めっちゃ、ん、んん。欲しいに決まってる、んん！」

　とはいえ、どうしたものか？　魔王のモノは見つけ次第、処分しなければいけないみたいだし。かといって、このままあの魔弓が処分されたらどうなるだろうか？

　おそらくネフィーは表面上ではなんでもないという態度を見せ続けるだろう。しかし内心ではメチャクチャ凹むはずだ。そして今回以上に強いストレスを感じ、それを発散すべく更なる危険行動を引き起こす可能性は大いにあり得る。

　さてどうしたものかと考えた末、俺はマイクの【全員】スイッチを押した。

『あーっ、その魔弓に関してなんだが、攻略本によると、確かにそれは魔王が使っていた魔弓ではあるんだが、実はそもそもエルフの宝である魔法の弓なんだそうだ』

「それってつまり魔王の弓であると同時にエルフの宝でもあるってことよね？」

　疑うことなく良い反応をするマリアに俺は『そうだ』と答える。

『考えてみてほしい。確かにその魔弓は魔王が使っていた物かもしれない。だからといって処分するより、魔王に奪われた宝を元の持ち主であるエルフたちに返すことの方が重要じゃないだろうか？』

「だけど……」

『魔王はもういないんだ。だが奪われたエルフたちは今尚、心を痛めている。そんなエルフたちの心を癒いやすことの方が大切だと思うんだ』

「……そうね。確かにその通りね。風星にしてはいいことを言うじゃない」

　聖女と謳うたわれる純な心の持ち主であるお姫アホめ様が、感心したように頷いている。

　あー、この素直さには本当に助けられるわ。

「そ、そうか。これが我がエルフに伝わる秘宝だったとは知らなかったなぁ。ではこれは私が大事に預かり、タガルの森に戻った暁あかつきには長老たちに渡すとしよう」

　やや棒読みの台詞せりふと共にリンドから魔弓をひったくるようにして取り戻すネフィー。

　魔弓を胸に抱くその姿は、かなり嬉しそうだ。

「風星さん」

　その様子を見ていた天才魔法少女から険のある声が聞こえてくる。

『な、なんでしょう、リンドさん？』

　思わずドモってしまった俺の声に、どこか呆れたような表情を浮かべるリンドだったが、やがてクスクスと笑い出す。

「いえ、なんでもありません。……ネフィーさん、その魔弓の使い方は分かりますか？　私でよければ調べてみますが？」

「頼む、リンド」

　どうやらリンドには噓だとバレてしまったようだが、見逃してくれるようだ。

「ようやく風星も正しいことが分かってきたみたいね」

　そしてこのお姫アホめ様にはいい加減、自分が騙されることについて学んで欲しいと思う。













　　　　１、最後の休憩






『もうすぐ地下水の泉があるみたいだから今日はそこで休もう』

　地下二十五階層に入ってすぐ、密室内で犯人Ｘの攻略本を見ていた俺はそう提案する。

　三人は思い思いに頷うなずくと、俺が示した方角に向かって歩き出す。

「この分なら明日はすぐにでも地下二十六階層に続く階段に行けそうだな」

　先頭を歩いているネフィーの言う通り、三人の道のりは順調だ。特に魔ま弓きゆうを手に入れてからのネフィーの活躍は著いちじるしい。敵を発見したと報告すれば即座に向かい、ヘッドショットで仕し留とめてくる。

　率先して敵を倒しに行くその姿をマリアもリンドも流石さすがだと褒ほめているが、実は新しい魔弓を使って敵を倒して倒して倒し捲まくりたいだけだと知っている俺としては、ネフィーのやる気はなんとも猟りよう奇き的てきな行動にしか見えないのだが……まあそこは黙っておく。

　魔王のダンジョンは地下に進めば進むほど階層の広さが小さくなっているようで、この地下二十五階層も当初出発した地下二十階層に比べると半分くらいの広さしかない。自然と目的地までの道のりも短くなり、ほどなくして目的の泉に到着。

　リンドが結けつ界かいを張り終えると、三人は火をおこし、腰を下ろす。

「なんだかんだで、あっという間だったわね」

　これまでのことを思い返すようにマリアが呟つぶやく。

「とはいえまだ油断はできないぞ。フウセイが見ているＸの攻略本の情報は、この階層までしか載っていない」

「それに次の階段の前には、何か奇妙な門があるということでしたよね」

　映像の向こうにいるネフィーとリンドの言葉を密室内で聞きながら、手元にある攻略本に目を落とす。

　確かに地下二十五階層の広さはこれまでに比べて広くはない。ただ唯一特徴らしい特徴として記載されているのが、次の地下二十六階層へと続く階段の前にあるモノ。

『攻略本には【魔の門】とだけ書かれていて、それ以上は何も書かれていない』

「なぜこれまで魔王のダンジョンに関する情報を細かく記載していたＸが、その【魔の門】以降に関する情報を書けなかったのか？」

「Ｘがどうにもできなかった問題が、その門にあるってことなのかもね」

　口々に感想を零こぼすネフィーとマリアの言葉によってどこか重苦しい空気が流れ始める。

「と、とにかく、考えるのはこれくらいにしましょう！　私が頑張って美お味いしいご飯を作りますから！」

　必死に場を和なごまそうとするリンドの姿に、マリアたちが笑顔を浮かべる。

「そうね。期待しているわよ、リンド」

「はい」

　そう言うとリンドは鍋なべの準備を始め、ネフィーもまた「何か食材となりそうなもの（主にケケセラの実と地下水の中を泳ぐ魚）はないか」と立ち上がる。

　そしてマリアはただ見ているだけ（王族だから）。

　とはいえ、それは未いまだどこにあるか分からない密室内で映像を見ているだけの俺も同じだ。リンドやネフィーが料理や食材を探している間（マリアはスルー）も、三人が探索を進めている間も、ただただ映像を眺めているしかない。

　食事ができれば、例の布袋を通して天井から分けてもらう。しかも少し前からはスープを入れた水すい筒とうを入れてくれるようになったので、温かい食事が食べられるようになった（使い終わったら天井に開いた隙すき間まに向かって水筒を投げ返す。すると、布袋の口から俺が投げた水筒が飛び出す）。

　残念ながら、この辺りに関してはまったく何も手伝えない。

　だから代わりに動かすのが頭である。

　映像に映る三人の様子を眺ながめながら、今、気になっていることを考える。

　それは俺たちを攫さらってきた犯人Ｘのことである。

　ダンジョン攻略は順調に進んでおり、こうして攻略本が掲載されている最後のページまできたというのに、犯人Ｘから未だ何の音おと沙さ汰たもない。

　俺たちを攫い、魔王のダンジョンの奥深くへと放り込み、攻略するようにこの密室内にメモを残しただけで、それ以降、接触してくる気配が一切ない。

「本当にこのまま、マリアたちがダンジョンを攻略するまで出てこないつもりなのか？」

　密室内で、独り言が零れる。

　これまで得た情報などから、Ｘに関しては気になっていることが幾いくつもある。

　例えば、この魔王のダンジョンについて。

　マリアたちの住むアルタジスタ大陸の常識において、およそ三○○年前に実在した魔王に関する一切のことは、発見され次第、即そく抹まつ消しようされる。実際、マリアたちの様子からもそれは見て取れ、魔王に関して知らないことが非常に多いようだ。

　そんな常識の中、Ｘはどうやってこの魔王のダンジョンについて知ったのだろうか？

　Ｘの実力についても未知数である。

　マリアたち優秀な傑けつ物ぶつ三人を攫ってくることができるほどの実力の持ち主。

　以前、ネフィーとの会話でかなりの魔法の使い手ではないか、という予測は立ったが、それだけではなさそうだ。

　俺が閉じ込められている密室をリンドが持つ布袋と繋つないだり、三人とその周囲の映像をこうして見られるようにしたり、魔法のマイクを通して黒いイヤリングを付けた三人に語りかけられるようにしたりと、ただ魔法を操るだけでなく、これらの仕組みを形にする高度な技術力を持っていることも予想できる。

　本棚に並んだ攻略本を始めとした資料の数々。要所要所で感じられる綿密に練ねられた計画性。俺たちの行動を先読みしたような情報の配置からも、Ｘの高い知性がうかがえる。

　それらを踏まえた上で、最も重要な謎なぞとなるのは、やはりＸの目的だろう。

　これほどまでの実力を有しているＸが、なぜマリアたちや俺を使って魔王のダンジョンを攻略しようとしているのか？　それによってＸは何を成なそうとしているのか？

　考えるだけでもキリがない。

　だがそれと同じくらい、俺にはＸについてどうしても気になっていることがある。

「Ｘはどうやって俺を攫ってきたんだ？」

　気になり考えを巡らせるのだが、どうしたって答えが見えてこない。答えを導き出す為ための情報、ヒントが足りなさすぎるのだ。

　そう分かってはいるのだが、どうしても考えずにはいられない。

「……あーダメだ。こればかりはＸ本人を問い詰めるしかない」

　一いつ旦たんこのことを忘れるためにも、改めて最初の議題に舞い戻る。

　Ｘは最初に目的を提示してきて以降、なぜ接触してこないのか？

「というか、そもそもなんでＸは、俺たちが素直にダンジョン攻略をすると思ったんだ？」

　今でこそ、俺たちはダンジョン攻略に邁まい進しんしているが、そもそもそうならない可能性だってあった。それこそ最初にマリアがそうだったように、ダンジョン攻略するために奥へ進むのではなく、ダンジョン脱出に意見が偏かたより、外に向かって戻るという可能性も十分にあったはずだ。

　もしそうなった時、Ｘはどうするつもりだったのか？

「そうならなかったから出てこなかっただけ？　いや、要所要所でイレギュラーが起こる可能性はいくらでもあったはずなんだ。それをまったく手を出さずにただただ傍ぼう観かんし続けているなんてことはありえるのか？」

　やはりたまたまＸにとって上う手まくいっているから出てきていないだけなのだろうか？

　それとも、確実にこの流れになる自信があったからこそ傍観し続けている？

　あるいは……

「……そうか。そういう可能性もあるのか」

　映像に映る三人の様子を見ながら、これまでのことを思い出す。初めて出会ってから、一緒にダンジョン攻略を目指してきた三人との記憶を思い返す。

　幾つもの考えが交こう錯さくする。

　これまでの情報から、ある仮説が立つ。

　確たる証拠はない。だが可能性がないわけではない。万が一はありえる。

　想定する限りの最悪が、そこにある。

　チラリと机で開かれた攻略本を見る。本棚に並ぶＸの資料を見る。そして改めて映像に映る三人を見る。

　明日早くには【魔の門】に到達するだろう。そして何事もなく先に進めたとしたら、すぐにでも次の階層へと向かうことになる。先に進むにつれて階層の広さが小さくなっていっていることを考えても、そのまま一気に最後まで進むことも十分に考えられる。

　つまり今夜が最後の休息になると思って間違いはない。

「……仕し掛かけるなら今夜か」

　目的は、最悪な可能性の排除。

「やるか」

　決意を胸に、さっそくマイクのボタンに手を伸ばす。





　　　　２、相談






『リンド。今、お前だけに話しかけている。折り入って相談したいことがあるんだ』

　食事を終え、三人が思い思いに過ごす中、俺は天才魔法少女に話しかける。

　俺の声を聞いたリンドは顔を上げると、他の二人に目を向ける。

　マリアはたき火の傍そばでマントに包くるまり横になっていて、ネフィーは水辺の傍で変わらず魔弓の手入れをしている。

　それを確認し、リンドは二人から距離を取る。

「どうしましたか、風ふう星せいさん？　私だけに相談なんて？」

『実は布袋のことなんだ』

　リンドが自分の腰に目を向ける。

　それは俺が閉じ込められている密室に唯ゆい一いつ繋がっている布袋だ。

　リンドの見立てによると、装飾である宝石と奇妙な刺し繡しゆうが施ほどこされたその布袋は、一種の魔法装置であるらしい。

　Ｘによってリンドの道具袋に入れられていたこと、なによりリンドが魔法に詳しいことから、いつの間にかそれを持つのはリンドの役目となっている。

『何か新たに分かったことはないか？』

「調べてはいるのですが。……やはりこの布袋は風星さんのいる密室と何かしらの関係があるようです。もしかしたらこの布袋に対して正しい手順を行えば、風星さんはそこから脱出できるかもしれません」

『本当か！　それはありがたい。……なあ、今すぐどうにかならないか？』

「？　どうされたんですか、急に？」

『実はずっと不安で不安で仕方がなかったんだ。こんな場所にずっと捕とらえられていて……今にも頭がどうにかなりそうなんだ』

「し、しっかりしてください。何か美味しい食べ物とか作りますから！」

『だが……』

「大丈夫です。きっとあとちょっとですから。もう少し頑張りましょう」

　弱音を吐く俺の言葉を聞いて、必死に励ましてくれる、リンド。

『……ありがとうな、リンド』

「いえ、風星さんのお気持ちは理解できますから。ですがどうか安心してください。私たちもすぐ傍にいます」

　すぐ傍に、か。

　リンドのその言葉に、思わず口元が緩ゆるむ。

『なあ、リンド』

「はい」

『俺はどうしてもここにいないといけないのかな？』

「？」

『別にここにいなくても、リンドたちと一緒にダンジョン内を探索すればいいと思うんだよ』

「そ、その……私にそんなことを言われましても……」

『頼む。迷惑はかけない。だから頼む、出してくれよ、リンド』

「で、ですから、私にはどうすることも……」

『できるだろ』

「えっ？」




『だってお前が犯人Ｘなんだから』




　リンドの目が見開かれる。

「……な、なにを言っているんですか、風星さん。じょ、冗談言わないでくださいよ」












『これまで映像を通してリンドを見てきて、ずっと不思議に思っていたことがあった』

「？　な、なんですか、それは？」

『どうしてリンドは俺を怖がらないんだ？』

「それは……風星さんが悪い人とはどうしても思えなくて……」

『リンドはこれまでずっと俺のことを助けてくれてきた。姿が一切見えず、ただただ声だけしか聞こえてこない不ぶ気き味みな存在である俺を。最初から怪あやしんでいたマリアに対して、俺の話を聞くように助言してくれたのもリンドだった。俺が攻略本を発見できたのもリンドのアドバイスがあったからだ』

「そ、そうです。私は風星さんの為と思って……」

『だが別の見方をすれば、それら全てはリンドに誘導されたとも考えられる』

　息を飲み、口を閉ざすリンドに俺は続ける。

『最初に黒くろ騎き士しを倒した後の休息時、俺が何も食べられていない空腹状態であることが発覚した。リンド、なんであの時、道具袋の中身を手当たり次第に放り出し始めたんだ？』

「そ、それは……混乱していて、どうにかしなきゃと思ったからで……」

『結果、リンドの腰にある布袋が発見され、俺の空腹事情は改善された』

「…………」

『俺はここぞという時に、いつもリンドに助けられてきた。だが、果たしてそれは偶然だったのだろうか？　そこには何かの意図があったんじゃないだろうか？』

「……だから私のことを犯人Ｘだと疑っているんですか？」

『一番おかしいと思っているのは、黒いイヤリングのことだ』

「？　私たち三人の右耳のイヤリングのことですか？」

『覚えているか？　マリアが黒いイヤリングに気付いた時のことを？』

「えっと……最初にいた地下二十階層の休憩中でしたよね？」

『ああ。水浴びをしていたマリアが水みな面もに映った自分の右耳を見て気づいたんだ。すぐにおかしいと思ったんだろうな。なにせそんなモノを身に付けた覚えがなかったんだから。だがそれ以上にマリアが驚いたことがあった』

「なんですか、それは？」

『それはネフィーがまったく同じイヤリングを付けていたことだ』

「？」

『マリアの指摘を受け、ネフィーも驚いた。そんなものを身に付けた覚えがなかったからな』

「？　それがなんですか？」

『だがたった一人だけ驚いていなかった奴やつがいた。それはお前だ、リンド』

「！　そ、そんなことはありません！　お二人と同じ様に驚いてましたよ、私は！」

『本当か？　眠たそうにしていただけに見えたけどな』

「ね、寝起きでぼーっとしてましたけど、頭がはっきりして驚きましたよ！」

『本当に？』

「本当です！」

『ならなんでもっと早く驚かなかったんだ』

「……えっ？」

『だってリンド、お前はもっと早くに、自分の右耳に黒いイヤリングがあることを知っていたはずなんだから』

「？　それは、私が犯人Ｘだった場合、皆さんに黒いイヤリングを付けたのは私だから知っていた、ということですか？　でもそれは風星さんの勝手な推測で……」

『いや。リンドが犯人Ｘでなかったとしても、お前は一番最初に黒いイヤリングの存在に気付かないとおかしいんだよ』

「？？？」

『分からないか、この矛む盾じゆんに』

「わ、分かりません！　風星さんが何を言いたいのか！」

『状況を整理しよう。まず、なぜマリアは黒いイヤリングに気が付いた？』

「水面に映った自分の顔を見たからですよね？」

『そうだ。では次、なぜそれがおかしいと思った？』

「えっと、ネフィーさんも同じものを付けていたから、でしたよね？」

『このことを聞いたネフィーも驚いた。なぜだ？』

「それは自分がマリアさんと同じイヤリングを付けていると指摘されたからです」

『なぜ二人はそのことにずっと気付かなかった？』

「二人とも自分が黒いイヤリングを付けているのが見えなかったから、ですか？」

『そういうことだ』

「？　やっぱり風星さんが何を言いたいのか分かりません」

『本当に分からないか？』

「分かりませんよ！」

『黒いイヤリングを付けているのは誰だ？』

「だからマリアさんとネフィーさんです」

『違うだろ、もう一人いる』

　リンドがハッとする。

「あっ、私もそうでした」

『そうだな。だがそれにも拘かかわらず、マリアもネフィーも黒いイヤリングを付けているのはたった一人だと思っていた。なぜなら、自分の視界の中で黒いイヤリングを付けていたのはたった一人だったからだ』

　そこでようやくリンドの顔色が変わる。

『マリアの視界の中で黒いイヤリングを付けていたのは、ネフィーだけだった。なぜならマリアは自分の耳元を自分の目で確認することができないからだ』

「…………」

『ネフィーもそうだ。ネフィーもまた自分の目で自分の耳元を直接見ることができなかったのだから、マリアしか付けていないと錯覚していた』

「…………」

『二人が互いに黒いイヤリングを付けていたことをおかしいと思わないのは当然だ。なにせ二人は出会ったばかりだ。相手が黒いイヤリングを付けていたとしても、それがＸによって付けられたものだと気付きようがない』

　ただただ押し黙るリンドに、俺は続ける。

『もし違和感を覚えるとしたら、それは同じイヤリングを付けた者が自分の視界の中に複数人いた場合だ。初めて出会った三人が同じ黒いイヤリングを付けていたにも拘わらず、マリアとネフィーはそれに気付けなかった。自分以外の二人が同じ黒いイヤリングを付けていたのに気付けなかったからだ。その原因は、リンド、お前は髪が長いうえにフードを被っていて耳元が見えないからだ』

「…………」

『だが三人の中で、その共通点に唯一気付けたヤツがいる。誰だ、リンド？』

　尋ねるもリンドは難しい表情で口を閉ざしたまま。

　当然、その答えは分かっているのだろう。

　だから指摘する。

『そうだよ。お前だよ、リンド。あの状況下で、唯一それに気づけるのは、はっきりと耳元が見えるマリアとネフィーをずっと見ていたお前だけなんだよ』

「そ、それが、おかしなイヤリングだと気づかなかっただけです！」

　リンドが大きな声を上げる。

『本当に？』

「本当です！　二人が同じ黒いイヤリングをしているのを見ても、流行のモノだと思っただけです！」

『それはありえない』

「なぜですか！」

『お前たち三人は、住んでいる国も地域もまるで違う。同じモノが流行しているとは到底考えられない』

「そ、そんなこと分からないじゃないですか！」

『まあ確かに可能性はゼロじゃないな』

「ほ、ほら！　だから別に私が気づかなくても全然おかしいことは……」

『いや、それでも気付かなければおかしいんだ。その黒いイヤリングの意味を』

「えっ？」

『だってリンド。お前はマリアが黒いイヤリングを外そうとした時、慌あわてて止めたじゃないか。それは魔法装置で強制的に外したら大変なことになると』

　リンドの表情が真まっ青さおになる。

『あの瞬間、少し見ただけでそれが魔法装置だと分かったお前が、なぜそれまでずっと話していた二人の耳元にある黒いイヤリングを見ていてそれに気付けなかったんだ？　そんなことはありえないよな』

「あっ、それは……えっと……」

『どうなんだ、リンド？』

「…………」

『どうした？　何も反論できないのか？』

　完全に押し黙るリンド。

　その沈黙こそが答え。リンドが犯人Ｘであるという真実を如によ実じつに物語って……

「忘れちゃいました」

『……えっ？　なんだって？』

　思わず聞き返す。

「すっかり忘れてしまいました。自分があの時、どうしたか、まったく覚えていません」

　リンドがこの土ど壇たん場ばでとんでもないことを言い出した。

『い、いやいや、そんなことはないだろう。だってさっき自分で言っていたじゃ……』

「忘れちゃいました！　自分がなんて言ったか完全に忘れちゃいました！」

　これまでのおどおどした様子が噓うそのように、実に元気にはきはきと断言する魔法少女。

「たった今、風星さんが言ったことも全部忘れてしまいました。なので、それでも私のことを犯人Ｘだと疑われるのなら、もう一度改めて、今度はマリアさんとネフィーさんたちの前で話して下さい」

　そこでリンドの思惑を察した。

『なるほど、そうきたか』

　忘れたから、もう一度言ってみろ。

　リンドは一見、苦くるし紛まぎれにメチャクチャなことを言っているように思える。

　だが、実はこの一手、この状況ではかなり強力な一手である。

　もしリンドがＸだった場合、それに気づいた俺はそのことを証明する必要がある。

　誰に対して？

　それはＸであると容疑が掛かっているリンドにではなく、実際にリンドと共に行動しているマリアとネフィーにである。

　なぜなら今、リンドに対して何かしら行動を起こせるのは、この二人だけだからだ。

　布袋の中に捕らわれているらしい俺がそれに気づいた所でどうしようもない。

　じゃあそうすればいい。二人に対してもう一度、今の手順で説明すればいい。

　だが上う手まくはいかないだろう。

　なぜなら俺はたった今、リンドに対して自分の手の内を全て晒さらしてしまったからだ。

　俺がリンドをどう追い込むつもりだったのか、それを全て知られてしまったからだ。

　つまり俺がもう一度同じことをした時、リンドはどうするか？

　当然、俺に反論させないような噓を吐ついて、この問答をやり過ごすだろう。

　簡単なことだ。なにせリンドは、俺がどう攻めて来るのか分かっているのだから。

　それをかわす受け答えを考えておき、それを口にすればいい。

　結果、俺の考えは他の二人の前で論破され、適当なことを言い出しただけと流される。

「マリアさんたちはきっと風星さんの言葉なんて信じてくれません。私が話す真実を信じてくれるはずです」

　にんまり笑顔を浮かべる天才魔法少女。

　これには思わずため息が出る。

『小こ賢ざかしいこと考えやがって』

「なんとでも言ってください。とにかく、今の話は聞かなかったことにしますから、これまでと変わらず、このダンジョンを攻略する為に協力して……」

『確かに今と同じことをもう一度しようと思っても今度は上手くいかないだろう』

「そうです。ですから……」

『だがな、別にそんなことをする必要はないんだ』

「……えっ？」

『なにせ二人は、ずっと俺たちの話を聞いていたからな』

　ハッとなって、リンドが後ろを振り返る。

　そこにはリンドのことを見ている二人がいた。

「ま、まさか……」

『ああそうだよ。俺は今回、ずっとリンドにだけ話しかけていたんじゃなくて、全員に話しかけていたんだよ』

　俺が今まで押していたのは、リンドにだけ聞こえる【３】のスイッチではなく、【全員】のスイッチだったのだ。

「で、でも、お二人とも風星さんの声に反応した様子は……はぅ！」

　その理由にも気づいたのだろう。

『そういうことだ。俺は予あらかじめ二人には伝えていたんだよ。俺の声が聞こえても無視するようにな』

「……最初から私のことを疑っていてハメるつもりだったんですか？」

『人聞きの悪い。別にそうだと決めつけていた訳じゃない。種を明かせば、今回の俺の目的は、最悪の状況がないことを調べることだったんだよ』

「最悪の状況？」

『お前たち三人の中にＸが紛れている可能性がないことを証明するつもりだったんだ』

　それこそが俺の目的だった。

『なぜＸがずっと接触をしてこないのか不思議に思っていた。その時、ふと思ったんだ。

　接触してこないのではなくて最初からずっと接触し続けているのだとしたら、ってな。もしそうなら、ずっとＸからの接触がないという今の状況にも頷ける。なぜならすでにＸは俺たちの中にいるんだから』

「…………」

『三人の中にＸは絶対にいない。俺は今夜、これを証明したかった。……だが残念ながらそうはならなかったみたいだ』

　顔を青くして黙り込むリンドに、俺は今夜、食事が作られる前から食後の今に至るまでに行っていたことについて語ることにする。

『俺はまず、マリアに相談を持ち掛けた。Ｘを炙あぶり出だすから、俺が何を喋しやべっても聞こえないふりをして黙っていてくれってな』

「つまり風星は、私のことを一番に信用していたってことね」

　胸を張って踏ふん反ぞり返かえるお姫様。

『いや。単純にマリアが犯人Ｘである可能性は皆かい無むだと思ったからだ。マリアにこんな手の込んだ謀はかりごとができるとは到底思えないからな』

「な、なんですって！」

『というのは冗談で、もしマリアがＸで目的が魔王のダンジョンの攻略なら、こんなまどろっこしいことはしない。《白しろ盾たてのマリア》として、「魔王のダンジョンを攻略する為に力を貸して欲しい」と口にすれば、それだけで多くの人間がマリアに手を貸したことだろう。これは素晴らしい人徳を持ったマリアにしかできないことだ』

「ふふーん♪　そうよ。私はとても人徳があるんだから。分かっているじゃない、風星」

　怒った表情を引っ込めて、ご満悦なお姫アホめ様。

　実にチョロイ。やはりマリアにこの手の謀ができるとは到底思えない。

『続いてマイクの【１】【２】を押しながら、俺はネフィーに話かけた』

「なぜ次が私だったのだ、フウセイ？」

『ネフィーがＸである可能性は十分にありえるとも考えた。知的であり素養も十分だ。だが残念ながらネフィーにはＸとして決定的に欠けている要素があった。それは……』

「魔法を使えないことだな」

　先に言われてしまい、『そうだ』と答える。

『ネフィーなら計画を立てることもできただろう。だが実行は難しい。リンドだけなら攫うことはできたかもしれない。眠り薬を嗅かがせて連れ去る。ただ魔導の総本山である【図書館】に侵入するのに、魔法の守りがないとは思えないからやはり難しいだろう。マリアに関しては絶望的だ。いくらネフィーでも単身で一国の王女を攫うのは無む謀ぼうが過ぎる』

「Ｘにそれができたのは、何かしらの魔法を駆使したと考えるのが妥だ当とう」

『そういうことだ。つまりそうなると一番可能性が高いのは魔法が使えるリンドだ。しかもただの魔法使いじゃない。弱じやつ冠かん十二歳にしてあらゆる魔法を極めており、《魔導を終わらせる者》と称されるほどの天才魔法少女だ。さらに現在では様々な魔法分野についても研究しているらしい』

「条件としては申し分ないというわけか」

『それを踏まえた上で、これまでのリンドの行動を思い返してみた。すると気になったことがあった。それはリンドの行動が一貫して、俺という見えない存在と共に、如何にしてダンジョン攻略をスムーズに進めるか、ということに徹しているように感じたんだ。それは何者かによって攫われてきた少女の行動には到底思えなかった』

「…………」

『なにより最初から、姿が見えず声だけしか聞こえない俺に対する疑いが、ほとんどなかったのはリンドだけだった。マリアは俺を変質者と罵ののしり、ネフィーは虎こ視し眈たん々たんと俺が尻尾しつぽを出すのを待っていた』

「だって風星ってあからさまに怪しかったじゃない、怪しさ大爆発みたいな」

「その様子はさながら、自らが攫ってきた女たちが苦しむ姿を見て悦えつに入る変質者そのものだったしな」

　おい、流石に言い過ぎだろう、そこの二人。

『ま、まあ、それが普通の反応だ。だけどリンドは違った。なぜか？　それは俺がどういう人間か知っていて、かつ、その布袋の中に自分が閉じ込めた男だったからだ』

　リンドは黙っている。

『そんな風に考えた時、幾つも気になることが出てきた。それがさっきリンドに尋ねたことだ。それらは矛盾を含む不可解なことばかり。それこそリンドが犯人Ｘでなければ説明が付かないことばかりだった』

「…………」

『言っておくが、これは俺の推測だ。違うなら反論してくれて構わない。ただ、そうでないと証明してくれなければ、リンド、お前が犯人Ｘということになる』

　リンドは黙っている。しかしマリアもネフィーも詰め寄ることなく、ただただリンドを見ている。その言葉を待っている。

　それは二人ともが、リンドのことを犯人Ｘではないと願っているという証拠だ。

　だからこれ以上問い詰めたりはしない。時間が掛かってもいいから、どうか否定してほしいと願っている。

　──その時、リンドの手が微かすかに動いた。

　腰に付けた布袋に手を伸ばし、宝石の一つに触れる。

　その瞬間だった。

　突然、密室内の壁に映し出されていた映像が全て消えた。

　結果、俺がいる密室内は、真っ暗になった。





　　　　３、密約






「な、なんだ！　なにが起こった！」

　突然のことに思わずベッドから立ち上がる。

　一切の光がなくなり、何も見えず、何も聞こえない。自分と周囲の暗くら闇やみとの境界線すら摑つかめない状況に、ただただ慌てふためく。

『風星さん。私の声が聞こえますか？』

　そんな暗闇の中、どこからともなくリンドの声が響いてくる。

「……この状況で、いったいどうやって話しかけているんだ？」

『私にとっては簡単なことです。風星さんを閉じ込めているこの魔法の布袋、それにその中にある魔法装置の数々は、全て私が作ったものなのですから』

　それはリンドが自らを犯人Ｘであると認めたということだ。

『風星さん、取引をしましょう。このまま魔王のダンジョンを攻略するように、上手く話を進めてください』

　それは犯人Ｘが最初から提示してきた要求とまったく同じ。

「取引になっていないぞ。お前がＸだとバレた今、俺がそれを手伝う意味がどこにある？　それともこれまでと同様に、攻略しないとダンジョンから脱出できない、とでも言うつもりか？　生あい憎にくだったな。もう分かっているんだよ、お前が用意したこの攻略本には噓の情報があるってことはな」

　その噓とは、地下二十階層より上に行く階段がないということ。入念に隠されている可能性はあるが、間違いなくあるだろう。

　それだけではない。マリアたちが最初にいた場所が地下二十階層というのも噓である可能性が非常に高い。この魔王のダンジョンはそんな地下深くにはなく、それこそスタート地点は、最初にマリアが指摘した通り浅い階層、実は地下三階層だったなんてこともありえるくらいに。

「お前の要求を呑のむ理由なんてない。いいからさっさと俺をここから出して……」




『あなたに関する全てのことを二人には黙っておく。これが私の提示する取引材料です』




　今度は俺が息を飲む番だった。

『私の願いは変わりません。このまま魔王のダンジョンを攻略すること。それが達成するまで二人を誘導してくれるだけで構いません。全てが終われば、あなたを元の場所に戻すことを約束します。もちろんマリアさんとネフィーさんもです』

　犯人Ｘの……いや、リンドの言葉に対して思うことは色々ある。

　だがそれ以上に、気になってしまう。

　自分の正体がバレたこの期ごに及およんでまで、リンドが魔王のダンジョン攻略に固こ執しつする理由はなんなのか？

　果たして、この先、【魔の門】の向こうに何があるというのか？

『どうしますか、風星さん？』

　このまま続けるか、それともここで全てを終わりにするか？

　考えた結果。

　──俺に選択肢はなかった。

「分かった。ただし条件がある。二人には自分がＸであることを明かして、できうる限りの事情を話せ。それがここまで一緒に戦ってきた仲間に対するせめてもの義理だろ？」

　俺の言葉を聞き、リンドがクスリと笑う。

『ご安心を、すでにそういう状況ですから』

「？」

　直後、布袋の中が明るくなる。

「……なるほどな」

　再び映し出された映像を見て、納得する。

　リンドはマリアに首根っこを摑まれ、まるで猫のように持ち上げられていたからだ。

『もう一度、聞くけど、本当にそうなのね』

『はい、私が犯人Ｘです』

　リンド・カンターベルは、攫ってきた二人に対してそれを認めた。





　　　　４、犯人Ｘの告白






「全て話してもらうわよ、リンド」

　たき火の場所まで戻ってきた三人。自然と犯人Ｘであったリンドに視線が集まる。

「私がこの魔王のダンジョンに辿たどりついたのは、今からおよそ一年前のことです。それから一人、このダンジョンを攻略すべく何度も中にもぐり少しずつ進んでいきました」

「一人で？」

「はい、私一人だけで、です」

「それができてしまうとは、流石は《魔導を終わらせる者》といったところか」

　弱冠十二歳、いや一年前なら十一歳だった少女が、普通できることではない。

「魔法使い一人でこのダンジョンを探索するのにはかなり苦労させられました。実際、魔法だけでは立ち行かなくなり、多くの魔法道具を使い、極力戦闘は行わないようにしながら、少しずつ、だけど確実に進んでいきました」

　その経験を元に作られたのが、あの攻略本の情報なのだろう。

「……ですが、それにも限界が訪れました。私は悩んだ末、ダンジョン攻略の手助けとなる方を探し、強制的に手伝ってもらうことを思いつきました。そして今回の計画において、私が標的としたのが、マリアさんとネフィーさんのお二人です」

「最初から私を狙っていたのか？　《タガルの森の精せい霊れい皇こう女じよ》と呼ばれるリリィ姉さまではなく、私を？」

　驚くネフィーにリンドが「はい」と答える。

「今回、私が手を貸していただきたかったのは、武勇に優すぐれる方。そしてネフィーさんと風星さんの推測通り、強制的に手伝いをお願いできる方は、魔法の素質がない方に限られました」

『そういう意味で、マリアとネフィーはうってつけだった訳か』

　リンドは頷く。

「分からないわね。なんでそんな面倒なことをしたのよ。助けてほしいのなら、そうしてほしいって言えばいいじゃない」

　あっけらかんとそんなことを言ってみせるマリアの言葉に思わずため息が出る。

『ちょっと考えれば、分かるだろうが。マリア、ここはどこだ？』

「？　魔王のダンジョンでしょ？」

『魔王に関することはどうするのが常識だ？』

「当然、全部排除よ」

『魔王に関することに関わろうとした者はお前の国ではどうなるんだっけ？』

「当然、死罪よ」

『それにも拘わらず、リンドが堂々と魔王のダンジョンを攻略したいから手を貸せって言い出したら、どうなる？』

「……なるほど。大騒ぎになるわね」

『分かったか、アホめ様』

「アホ……って、ちょっとそれって私のこと！」

　マリアが騒ぎ出したが無視をして話を進める。

『とはいえ、マリアの言うように普通に協力を求めるのはアリだったとは思う。それこそ秘ひ密みつ裏りに協力してくれる誰かを探そうとは思わなかったのか？　だってお前はなかなかの有名人で……って、そうか』

「はい、そういうことです」

「？　なによ、風星。どういうことよ？」

『リンドはこの年で偉業を成したことで、やっかみを受けているんだった。友達も一人しかいないってＸの調書に書いてあった』

「聞いてないわよ！」

『あの時は、言わなかったからな。……というか、あれは本当だったんだな』

「はい。私には親友と呼べる子は一人しかいません。その子は普通の子でしたし、内容が内容なだけに、直接巻き込むわけにもいきません」

『自分で準備した資料なんだから、そっちも噓を書けばよかったじゃないか』

「下手な噓はなるべく吐きたくなかったんです」

『犯人Ｘだったのに？』

「むぐ……その、あんまり噓を吐くのが上手くないんです。考えることはできるのですが、いざ人前になるとどうも緊張してしまって」

　なるほど、これまでの挙動不審っぷりは地じだったという訳か。研究者向きの気質であり、実行犯には向かないタイプなのかもしれない。そういうのが得意そうなのは……

「不思議と今、フウセイに見られた気がしたのだが？」

『……気のせいじゃないかな』

　見えないはずの俺を睨にらむ怖いエルフ様は、再びリンドに目を向ける。

「なんにしても戦闘要員として白羽の矢がたった私とマリアを、リンドは魔法を駆使して攫い出した。後は自分も同じ境遇であると装よそおい、共にダンジョン攻略に勤いそしみ、そのまま目的を果たすつもりだったという訳だな」

「はい」

「なるほど。非常に面白い企たくらみだ。……だが一つだけ、分からないことがある」

「？　なんでしょう、ネフィーさん？」

「フウセイにはどんな役割があるんだ？」

　自然と皆の視線がネフィーに集まる。

「私とマリアの使い道は分かった。だがフウセイに関しては理由が分からない。なぜわざわざ異界から見知らぬ男を召喚する必要があった？」

「理由は二つあります。オペレーターとスケープゴートです」

「詳しく聞きたいな」

　リンドは腰に付けた俺が入っているという布袋を手に持つ。

「この魔法の布袋は、私の作った魔法装置で《百ひやく眼がんの指令室》と言います。この中は魔法で作り出した小さな異空間になっており、この中に入った人物は、リンクを付けたコミュニケーターと交信し、周囲の状況を広範囲でチェックすることができます」

「【リンク】というのは？」

「私たちが右耳に付けている黒いイヤリングのことです」

「つまり【コミュニケーター】というのは、私たち三人のことか」

　リンドが頷く。

「そしてこの中に入り、指示を出す人物を【通信者オペレーター】と呼称しています。オペレーターからの恩恵は、これまでの探索で実感していると思います」

「確かにオペレーターとしてのフウセイに助けられた場面は多かった。……ではもう一つのスケープゴートとしての役割というのは？」

「誰かに攫われてきたという状況の中で、初対面の三人がいち早く結束するには、目に見える共通の敵がいるのが一番良いと考えたんです。……いえ、今回の場合は目に見えない共通の敵となりますが」

「なるほど。今回、攫われてきた私たちは、突とつ如じよダンジョン内に放り込まれ、その攻略を強要された。だがその怒りと不満をぶつける存在がいたことで、早々に共通の目的意識を持つことができた。その矛ほこ先さきが向けられたのは、身近に感じられるあからさまに怪しい存在。声だけしか聞こえず、どこにいるか分からない男だった、という訳か」

「さらに、そのスケープゴートが私たちのことをまったく知らないということも重要であると考えました」

「マリアとリンドは特に有名だ。もし二人のことをスケープゴート役が知っていたら、泣き言を言いながら擦すり寄よってくることも考えられる。それでは怒りの矛先が向く対象とはなり辛づらい。だからスケープゴートは何も知らない人物である方が効果的だったという訳か。……なるほど、よく考えられている。実際、フウセイは見事にその役割を果たしていたしな」

「そうね。風星って本当に最初から失礼極まりない態度だったし」

『その思惑に一番ハマったのはどこかのお姫様だったけどな』

「しょうがないじゃない。目には見えない息遣いの荒い変質者からネフィーとリンドを守るのは、聖せい騎き士しとして当然の義務だもの」

　踏ん反り返りながら、まったくブレる様子のないお姫様。

「事情はだいたい分かった。その上で、最後に確認したいことがある」

「なんでしょうか、ネフィーさん」

「リンド、なぜお前はそこまでして、この魔王のダンジョンを攻略したい？」

　それは当然の疑問であり、最も気になる謎でもある。

　今回の一連の騒動をリンドに画策させた、根幹にある理由。

　それはいったいなんなのか？

「この魔王のダンジョンの最さい奥おうには、魔王が生前に残した特別な秘宝が幾つも保管されている宝ほう物もつ庫こがあります。私が求めているのは、その秘宝の一つ、《シムカの腕輪》と呼ばれるモノ。それは、私がこれまでずっと追い求めてきた成果を証明するために、どうしても必要なアイテムなんです」

『それはリンドの行っている研究か何かなのか？』

「詳しくはまだお話しできません。ですが、それこそが私の生きている意味そのものだと言っても過言ではありません」

　自らの命題とまで口にするリンドの瞳ひとみの色は真剣そのものだ。

　これまでずっと追い求めてきた成果。

　十二歳の少女が口にすると、なんだか妙に聞こえる。だが同時に、天才魔法少女の言葉だからこそ、そこには常人では到底及びもしないような深い意義を感じてしまう。

　そしてリンドは二人に目を向ける。

「マリアさん、ネフィーさん。今いま更さらこんなことを言うのは虫が良すぎるというのは分かっています。ですがどうか、私に協力してもらえないでしょうか？」

　頭を下げる、リンド。

　この姿に、ネフィーは口を閉ざし、難しい表情で考えを巡らせている。

　しかしその一方で、腕を組んで首を傾かしげていたマリアがこんなことを言い出した。

「分からないことがあるのよね。さっきの話だと、リンドには親友が一人しかいないっていうけど、私たちは違うのかしら？」

　驚いた表情で顔を上げたリンドに、マリアが笑顔を浮かべる。

「私はもうそのつもりだったんだけど」

「……マリアさん」

「だが今更許せるのか、マリア？　私たちはリンドの身勝手によって、こんな場所に攫われてきたんだぞ？」

『犯人Ｘの首を刎はねるってあれだけ騒いでいたじゃないか』

「それは風星が犯人だった場合よ。まあ確かに、ちょっと強引だったかもしれないけど、私はそれよりも、改めてリンドの話を聞いて凄すごいって思ったのよね」

『凄いと、思った？』

「だってこんな小さい子が、自分のやりたいことの為に、こんな大それたことをしでかしたのよ。禁きん忌きとされる魔王のダンジョンに足を踏み入れて、弓の名手であるエルフと聖女と崇あがめられる一国の姫……あっ、これ私のことね……を攫ってきて。さらには異界からどんなろくでなしかも分からない男を召しよう喚かんした。それって本当に凄いことじゃない」

『おい、そのろくでなしっていうのは俺のことか？』

　思わず言わずにはいられなかった俺のツッコミを「それ以外に誰がいるのよ」と軽くあしらい、相変わらずなお姫様は諸もろ手てを広げる。

「なんにしても私が言いたいのは、リンドは犯人Ｘだったかもしれないけど、とっても凄い女の子で、私にとっては大切な仲間であり、とっくのとうに親友だってことよ。だから頭を下げて助けを請こう必要なんてない。お願いしてくれれば私は喜んで協力する」

　堂々とそう言い切るマリア。

　映像の向こうに映るその姿を目まの当あたりにし、思わず密室内で一人笑ってしまう。

　まったく、このお姫様は、どこまでまっすぐなんだか。これじゃ、色々と考えを巡らせているこっちがバカみたいだ。

　そう感じているのは、どうやら俺だけではなかったらしい。

「ネフィーはどうなの？　やっぱりリンドには協力できない？」

　そう尋ねられたエルフは大人びた笑みを浮かべる。

「おいおい、マリア。それではまるで私だけが渋っているようではないか。私がそんな器うつわの小さなエルフに見えるか？」

「もちろん見えないわよ。だってネフィーは私たちの中で一番懐ふところが深い、お姉さん的存在なんだから」

　お姫様の笑顔に、知的なエルフも肩を竦すくめる。

「やれやれ、そう言われてしまっては協力しない訳にはいかないな」

「そんなこと言って、最初から協力してあげるつもりだった癖くせに」

「さてどうかな？」

　ネフィーに嬉うれしそうに抱き着くマリア。

　そんなマリアの姿を見ていて、感じずにはいられない。

　深く考えることもなく、ただ自然に、そんなことが言えてしまう。

　ただその時、その瞬間、自分がやりたいことを、やるべきことを優先できる。

　感じるままに他者を褒ほめ称たたえ、助けたいと感じた相手には躊躇ためらわずに手を伸ばす。

　それがどんな相手だろうと関係ない。

　己おのれがすべきことだと疑わないからこそ、ただ思うがままに事を成す。

　少し癪しやくだが、こういう時にこのお姫様は本当に凄いと思ってしまう。

『ネフィー、本当にいいのか？』

　たぶん、俺と同じ気持ちであるだろうエルフに尋ねる。

「リンドがしたことは褒められたものではない。ただ、ここに来るまでの間にリンドが私たちに見せた誠意は本物だと思っている。黒騎士に斬きられたマリアを助けようとしたこと、私が弓騎士と戦おうとした時に必死に止めようとしてくれたこと、食事を作り、私たちと共にあろうとしてくれたこと。……そういったリンドの行動には、何かしらの打算があったとは、私には到底思えない」

　ネフィーはリンドの頭を撫なでながら、こう続ける。

「私はリンドを信じる。仲間として親友としてな」

「ネフィーさん。……本当にありがとうございます」

　涙を流すリンドをネフィーは優しく抱きしめる。

「さてと。色々と謎も解けたことだし、これで万事問題なし。これからも引き続き、私たち三人で頑張りましょう。……ああ、ちなみに風星はいらないから、さようなら」

『言うと思ったけどな！　絶対にそう言うと思ったけどな！　どう言われようと協力するしかないんだよ、俺はな！』

「というか、リンド。いい加減、風星を袋から出してあげたら？」

　おお、さらりといいこと言うじゃないか。

　……とはいえ、やはり解放はしてくれないだろう。

「すいません。この《百眼の指令室》は特殊なアイテムがないと開けないようになっているんです。それにもし今解放すると、私たちの周囲を監視する効果がなくなるだけでなく、一般人である風星さんを守りながら進まなければなりません」

「確かにオペレーターとしてのフウセイの役割は大きい。それを失い、足手まといが増えるのでは割に合わないな。やはりフウセイにはダンジョン攻略が終わるまで、そこにいてもらった方がいいだろう」

『酷い言われようだな』

「そこが一番安全だということだ」

『まあ、確かにな』

　否定はできない。結局、全てが終わるまでこのままが一番いいのだろう。

「皆さん、本当にありがとうございました」

　改めて深々と頭を下げるリンド。

「この貸しは高くつくわよ」

　冗談めかして笑うマリアに、「もちろんです」とリンドは頷いた。







　結局、俺が何か策を弄ろうする必要もなく、このまま魔王のダンジョン攻略を続けることになった。

　間違いなく、全てはマリア様のおかげなのだろう。

　乗り掛かった舟である。

　こうなれば最後まで付き合い、全てをこの目で見届けようじゃないか。

　……まあそうするしかないというのが、囚とらわれの身である俺の正直な気持ちではあるのだが。





　　　　５、魔の門






　三人の前に血のように真っ赤な門が聳そびえる。

　両開きの門の表面には、奇妙な文様の数々と、なんと読むのか分からない文字がびっしりと刻まれている。

　これこそが【魔の門】であるらしい。

「これ、開くの？」

　思わずマリアが呟くのも無理はない。

　一目見ただけで、厳重に封印されています感が半はん端ぱない。

　絶対に普通の方法では開かないとしか思えない。

「大丈夫です」

　そう言ってリンドは一人進み出ると、赤き門に手を伸ばす。

　リンドが門に触れた瞬間だった。

　映像を通してその様子を見ていた俺は、ざわりと何かが背筋を通り抜けるような奇妙な感覚に襲われた。

　直後だった。

　これまで何百年も開いていなかったと言わんばかりの朱しゆ色いろの門が独りでに開き始めた。

　そしてその先に、下へと続く階段が姿を現す。

「随分とあっさり開くのね。気合を入れて損した気分」

「リンド、なぜフウセイに与えた攻略本にここまでの地図しか示さなかったんだ？」

「一人では、この赤き門まで来るのが限界だったんです。満まん身しん創そう痍いで到達したものの、次の階層はこのダンジョンの最深部であると分かっていたので引き返したんです」

「次が最深部？　このダンジョンは地下二十七階層までではなかったのか？」

「地下二十六階層にこのダンジョンを守る番人がいて、その先にある地下二十七階層に宝物庫があるんです」

「つまり実質、次が最後という訳か。しかしリンド、いったいどうやってそんな詳しい情報を調べたんだ？」

「【図書館】の書庫で見つけた古い書物に書いてあったんです」

「なるほど。それで我々の知らないような魔王に関する情報を知っていたという訳か」

　納得するネフィー。

　しかしその様子を映像で見ていた俺は、まったく別の見解をしていた。

　これまで一人で調査してきたリンドがここまでしか来られなかったと口にした理由。半分はその通りだと思う。

　だが半分は噓だ。

　ただ単純に、リンドは【魔の門】を開けることができずに、その先に進めなかったのだ。

「お二人にはこれを」

　リンドは纏まとっていたマントを翻ひるがえし、そこから何かを取り出し、二人に見せる。

「この小こ瓶びんは……エスト薬？」

「予備のモノです。お二人にはもう三本ずつお渡ししておきます。この先、何が起こるか分かりませんから」

「随分と大量に隠し持っていたみたいだな。手の内は隠しておいたというところか？」

「最初から武器も道具も至れり尽くせりという訳にもいきませんから」

「全てを仕組んだ犯人Ｘとしての配慮という訳か」

「まあそんなところです」

　小瓶を二人に渡したリンドは、改めて地下へと続く階段に目を向ける。

「この先にいる宝物庫を守る番人との戦いが、最後の戦いとなるでしょう」

「長かった冒険もいよいよ正念場、気合を入れないといけないわね」

「そんなに意気込むこともない。私たち三人ならば、どんな相手だろうと負けることなどあり得ないだろうからな」

　マリアとネフィーの言葉に、リンドは頷く。

「行きましょうか」

　三人は赤い門の向こうへと伸びる階段を下り始めた。













　　　　１、番人






「思っていたより狭いわね」

【魔の門】の先にあった地下二十六階層、そこはマリアが口にするように見渡せるほどの広さしかなかった。

「どうやらここにあるのは、あの建物だけのようだな」

　周囲を警戒するネフィーが、この階層でただ一つ見える建物を指差す。

　それは奇妙な建物だった。

　いやそれは正直、建物と称していいのか分からない巨大な立方体の物体。表面は鏡のようにツルツルしており、見た限り窓も扉も見当たらない。その光沢から鉄か何かでできているのだろうと推測することくらいしかできない。

「とにかく行ってみましょう」

　胸に抱いた杖つえをギュッと握にぎるリンドが歩き出す。

　その瞳ひとみは期待に満みち溢あふれている。

　だがある程度進んだ所で、三人の足が自然と止まる。

　巨大な鉄の建物に変化が起こったからだ。

　全体が水みな面ものように揺れたかと思うと、表面の一部に切れ目が入り、それが扉のようにゆっくりと開き始めたのだ。

　中から誰かが出てくる。

　咄とつ嗟さに身構える三人の前に現れたのは、一人の青年だった。

　整った顔立ち、その両りよう瞼まぶたは閉じられているのだが、それが当然であるかのように、しっかりとした足取りでこちらに向かってくる。

「問おう、お主ぬし等らは何者だ？」

　三人の前で足を止めた青年が、そう尋ねてくる。












　戸と惑まどいを見せる、ネフィーとリンド。

　しかしマリアだけは、堂々とした足取りで一歩前に進み出る。

「私の名前はマリア・リナ・リセシア！　リセシア王国第一王女にして、《白しろ盾たてのマリア》と呼ばれる聖騎士よ！」

　手振り付きで胸を張ってのドヤ顔自己紹介。ここぞという場面ではいつもしているのだろうか？　手慣れている感が半端ない。

「知らんな」

　しかしそんな過か剰じよう演出のマリアをバッサリと切り捨てた青年は、ショックの余り硬直しているマリアを無視して、その後ろに顔を向ける。

「そちらのエルフは？」

　瞼が閉じられた青年は、まるで見えているかのように尋ねる。

「タガルの森のネフィー」

「そちらの少女は？」

「リンド・カンターベルといいます。【図書館】に所属する魔法使いです」

「なるほど。それで？　お主たち、どうやってここに入った？」

　謎の青年の質問に、マリアが眉を顰ひそめる。

「どうやって、って？」

「誰が【魔の門】を開けたのかと聞いている。あれはおいそれと開くものではない」

　二人の視線がリンドに向けられる。

「……普通に開きましたが？」

　リンドがしれっと答える。

「だが、お主に資格があるようには見えぬ。かといって他の二人も同様だ。……さてこれはいったいどういうことか？　長い年月を経て赤の結界に不備が生じたか？　だがその程度で劣化することなど……あとで調べてみるか、やれやれ面倒なことだ」

　一人ブツブツと呟いていた謎の青年。

「資格？　いったいなんのことよ？」

「まあ、不備に関しては後でどうにかするとして、まずはこちらの問題から対処するとしよう」

　そして謎の青年の両の瞳がゆっくりと開かれた。

「お主たち、ここへ一体何しにきた？」

「「「！」」」

　明らかに空気が変わった。

　青年の威圧感に思わず身構える三人。

「どうした？　答えてみよ」

「そんなの当然……」

　そこまで口にしたマリアだったが、そこから言葉が続かない。

「？　どうした、マリアとやら？」

「ちょっと待ってて」

　場の空気を無視して、マリアが他の二人に小声で話しかける。

「ねぇ、この場合、なんて答えたらいいと思う？」

「私たちの目的は、リンドが欲しいと言っている魔王のアイテムを手に入れることだ。そのように言えばいいのではないか？」

「でもそれって私たちが略奪しにきたみたいにならない？」

「その、私が言うのもなんなのですが、私たちがやろうとしていることはそういうことになります」

　非常に申し訳なさそうなリンドの言葉にマリアが悩み始める。

「なんか、それって悪者っぽくない？　私、イヤなんだけど」

　なに言ってんだ、このワガママお姫様？

「ではリンドが答えればいいのではないか？　それに合わせて、私たちはその手伝いであることを伝える。それで問題はないと思うが？」

「そうね、じゃあそうしましょう」

　ネフィーの提案に納得したマリアが謎の青年に向かって言う。

「私の代わりに、この子が答えるわ」

　リンドが背中を押され、前へと進み出る。

「そ、その……」

「どうした、リンドとやら？」

「こ、こ、こちらに魔王さんが所有されていた《シムカの腕輪》という秘宝があるとお伺うかがいしたのですが、な、なんとか譲ゆずっていただく訳にはいかないでしょうか？」

　緊張感駄だ々だ洩もれのリンドが、ペコリと頭を下げ、めっちゃ低姿勢にお願いをする。

「確かにあるが、お主に譲ることはできん。分かったらさっさと立ち去るがよい」

「で、ですよねぇ～」

　そしてダメだと言われて、おずおずと引き下がってしまうリンド。

『いやいや、それで引き下がるなよ』

　思わずツッコむ。

「なんというか……昔からこういうのは苦手で」

『昔からって……十二歳の子供が何言ってんだ？　とにかく、なんだか分からないが、雰囲気的に何かしらの前口上を述べなきゃいけないんじゃないのか？』

「な、なんて言えばいいでしょうか？」

　そんな俺たちを見ていた謎の青年が眉を顰める。

「……というか、さっきからお主たちはいったい誰と話しているのだ？」

　当然だが、この青年は俺の存在に気付いていないようだ。

　なんにしても、これ以上待ってもらうわけにもいかないだろう。

『分かった、今から俺が言う通りに言え。マリアとネフィーもそれに続け』

　そして俺の伝えた台詞せりふを聞き、リンドがビクビクしながら再び前に進み出ると、大きな声で叫ぶ。

「わ、私の名前は《魔導を終わらせる者》リンド・カンターベル！　訳あって《シムカの腕輪》を手に入れるべく参上した！　譲り受けることが叶かなわぬのなら、力ずくで奪い取るまで！　覚悟されよ！」

「友の願いの為に《タガルの森の守もり人びと》ネフィーも助すけ太だ刀ちする」

「覚悟しろ、卑いやしい魔王の下げ僕ぼくよ！　この《白盾のマリア》がその首を刎ね飛ばし、魔王の秘宝を全て頂いてやる！」

　最後にきっちりとポーズを決めたドヤ顔のマリア。

　どうやら満足してくれたらしい。

　そんな三人の姿を見て、謎の青年が可お笑かしそうに笑い出す。

「面白い娘たちだ。しかし盗賊であると分かった以上、容よう赦しやはせん。全員ここで私が殺すとしよう」

　直後、三人の眼めが見開かれる。

　青年の身体からだが膨ふくれ上あがり、見る見る異形の姿へと変へん貌ぼうし始めたからだ。

「そういえば名乗り忘れていたな。我が名はカルラ。魔王様よりこの研究所の管理を任されている者だ」





　　　　２、カルラ






　カルラと名乗った青年は巨漢の化け物へと変貌する。額ひたいからは角つのが生え、口からは牙きばがせり出す。さらに背中からは新たに二本の腕が生え出たかと思うと、その四本の手には、いつの間にかそれぞれ武器が握られている。

　前の両手には立派な二振りの剣、背中から生えた手には手て槍やり、錫しやく杖じようが握られている。

「宝が欲しいというのなら、かかってくるがいい」

　カルラが言うが早いが、魔弓を構えたネフィーが流れるような動作で矢を射る。

　放たれた矢を素す早ばやい身のこなしで避けたカルラが目を細める。

「お主が持っているのは魔ま弓きゆう《バーミティーション》か。ということは街を守っていた弓ゆみ兵へいがやられたか。やれやれ、もう一度、弓兵の身体を作り直さねばならんな。あれは特注品ゆえ些いささか作るのが面倒なのだがな」

「おしゃべりとは余裕ね」

　放たれた矢と同時に飛び出していたマリアがカルラに肉にく薄はくし、右手に持った大剣を勢いよく振り抜く。

　カルラはこれを二本の剣で防ごうとするも、その威力に押され、後ろによろける。

「なんと重たい一撃か。だがよく見ると、お主が持っておるのは闇騎士の剣と盾ではないか」

「いい武器がなかったから使わせてもらっているわよ」

「それを軽々と使うとは、なるほど自らを恥ずかしげもなく名乗るだけあって、それなりに名の通った騎士のようだな」

「恥ずかしくなんてないわよ。それが私を示す言葉なんだから！」

　堂々と胸を張るマリアの言葉は、本人が大丈夫だと思っていても、聞いているこっちが恥ずかしくなる時がある。

　そんなマリアだが、やはり戦闘では超一流だ。

　反撃とばかりに前に踏み出したカルラが、四本の手に持った二振りの剣と手槍、錫杖で攻撃を繰り出すが、マリアは持ち前の身のこなしと盾たて捌さばきでそれらの攻撃全てを躱かわし、隙すきを突くようにして大剣を振るっていく。

　さらには正確無比のネフィーの矢がカルラの肩に突き刺さり、魔力が備わる矢が爆発、腕一本を吹き飛ばす。

「マリア！」

　ネフィーの合図に、マリアが飛とび退のく。

「焼き尽くすは、冥めい界かいの獄ごく炎えん」

　ここで入れ替わるように放たれたのがリンドの魔法である。

　地面から噴き上がる黒い炎の波は、カルラの巨体を飲み込み、その身体を焼いていく。

　纏まとわりつくように消えない黒炎に、もがき苦しむカルラ。

　そこに大剣を構えたマリアが再び間合いを詰め、気合と共に休まぬ剣撃を叩き込み、次々と残った腕を切り落としていく。

「トドメよ！」

　勢いそのままに、マリアの大剣がカルラの首を刎ね飛ばす。

「やった！」

　思わず声を上げるマリア。

「うむ、見事な腕だ」

　だが直後響いた声に三人がハッとする。

　いつの間にか離れた場所にカルラが立っていたからだ。しかも四本の腕は元に戻っていて、傷も綺き麗れいに消えている。

「そんな！　だって今、首を刎ねたのに！」

　驚くマリアがそちらを見た時には、マリアが首を刎ねたカルラの死体は、その場で煙のように消えていた。

「な、なにが起こったの？」

『……詳しくは分からないが、ヤツはあの建物の陰から出てきた』

　密室内で映像を通して今の戦闘を多角的に見ていたが、何がどうなったのか原因が分からない。カルラが倒れた途端、鉄の建物が揺らぎ、再びカルラが出てきたのだ。

　この不可解な状況に警戒の色を濃くする三人。

　一方のカルラはと言えば、ゆっくりと歩を進めながら三人に近づいていく。

「四本では難しいか。では六本ならどうだ？」

　カルラが口にするのと同時に、その背中から新たに腕が二本生え出し、それぞれに手て斧おのと棍こん棒ぼうが握られている。

「それじゃ足りないわよ。私と対等に戦いたいならもう二本は腕が必要ね」

　一度は倒した相手に対し、挑発してみせるマリア。

「そうか。ではあと四本増やすとしよう」

「……へっ？」

　有言実行とばかりに再びカルラの背中が膨れ上がり、さらに四本の腕が生え出し、その手には新たに二振りの剣、さらに巨大な弓と矢が持たれている。

　これでカルラの腕は計十本。

「……いや、八本くらいでいいと思うんだけど」

「対等では意味がない。勝つのならその上をいかねばな」

　ごもっともだ。

「では、ゆくぞ」

　今度はカルラがマリアに襲い掛かる。

　続け様に振り下ろされる八本の武器が次々と襲い来る中、それでもマリアはこれらを全てきっちり捌いていく。最低限の動作で躱し、大盾によって攻撃を受け流し、さらには隙を縫うようにして反撃の大剣すら繰り出していく。

　凄い。

　その激しい斬り合いに思わず息を飲む。

　一進一退の攻防の中、カルラの残った大弓と矢を持つ二本の手が動き出す。

　弓につがえられた矢が引かれ、マリアに狙いが定められる。

　パン

　しかし直後、カルラの弓から破裂音が響き渡る。

　ネフィーの矢がカルラの弓の弦つるを切ったのだ。

「確かに一対一では分が悪いかもしれないが、こちらは三人いる」

　さらにリンドが杖を振り上げ、呪文を唱える。

「降り注ぐは、氷の礫つぶて」

　リンドの掛け声と共に、氷の矢が降り注ぎ、カルラの腕を次々と凍り付かせていく。

　これで完全に攻守交替。攻撃の勢いが一気にマリアに傾く。

　マリアの握る大剣が次々とカルラの腕を切り落としていき、最後にもう一度、その首を刎ね飛ばす。

　今度こそ仕留めた。

「いやいやどうして、見事な腕前だ。一介の盗賊とは思えんな」

　だが結末は先ほどと同じだった。鉄の建物の陰から再び万全の状態のカルラが姿を現す。そしてまた、マリアが倒したはずのカルラの死体は煙のように消えてしまう。

　マリアは不機嫌そうにしながらも、ピンピンしているカルラに大剣を向ける。

「間違わないでくれるかしら？　私は盗賊じゃなくて、聖騎士で姫なの」

「聖騎士か姫か知らぬが、盗みに入ってきた者は等しく盗人ぬすつとよ。……とはいえ、これはいよいよどうにもならんな」

　巨漢のカルラがため息を零こぼす。

「負けを認めるなら命までは奪わないわよ。さっさと魔王の秘宝を渡しなさい」

「言うことまで盗人だな。それにそもそも、お主は先ほど我の首を刎ねたではないが、とても手心を加えるようには思えんがな」

「いや……それは言ったけど。なんというか、言葉の綾あやというか……」

　言いい淀よどむマリアの姿に、カルラがケラケラと笑う。

「本当に面白い娘だ。知性が足りぬせいか、本音と建て前がチグハグで成立させられておらぬようだ」

「……えっと、どういう意味？」

『お前、アホだろって言われているんだよ』

「なんですって！　許せない！」

　ようやく顔を真っ赤にして怒り出したマリアに、カルラが怪け訝げんそうな表情を浮かべる。

「どうもお主との会話は、嚙かみ合あわぬようで嚙み合うな」

　まるで謎かけのような感想を口にしたかと思うと、巨漢だったカルラが縮み出し、元の青年の姿へと戻る。

「なによ、降参する気になったの？」

「まさか。お主たちのことを侮あなどっていたようだ。少し化かしてやれば、すぐに逃げ出すかと思ったのだが、そういう訳にはいかぬらしい」

「当然よ、私が逃げるなんてありえないわ」

「なら仕方がない。ここからは本気で相手をするとしよう」

「？　何をするつもりよ？」

「なに、ただ見るだけよ。この第三の瞳でな」

　カルラが己の額を指差した次の瞬間、カルラの額に縦の線が入り、それが左右に開き、新たな瞳が姿を見せる。

　額に現れた文字通り第三の眼は、ギョロギョロと動き、三人を見つめる。

「さて、これで我の勝ちは決まった。早々に諦めることを勧めよう。抵抗は無意味、無駄に苦しむ必要もなかろう」

「？　何を言っているの？」

「すぐに分かる」

　カルラが右手を掲げる。するとその手に剣が現れる。

　先ほどの巨漢の時のように突然現れた武器に、改めて身構えるマリアたち。

　しかしカルラはそこから一歩も動く様子を見せない。

　代わりに振り上げていた剣を、その場で一気に振り下ろした。

「まず一人」

「？」

　訝いぶかしむマリア。

「ネフィーさん！」

　だが背後から聞こえたリンドの悲鳴に振り返り、マリアの目は大きく見開かれた。

　その視線の先には、身体を斬り裂かれ、地面に膝ひざを突くネフィーの姿があった。

「必中の魔眼により、我が攻撃は決して外れることはない」





　　　　３、必中の魔眼






「バーミティーションを使うエルフが厄介だったのでな。先にやらせてもらった」

　額の第三の眼を開いたカルラが不敵に笑う。

『なんだ、今の……』

　たった今、映像の向こうで起こった出来事に、思わず声が漏もれる。

　カルラはその場から一歩も動いていない。

　しかし振り下ろされた剣は、確かに離れた場所に立っていたネフィーを斬り裂いた。

　斬撃が飛んで行ったということじゃない。剣を振り下ろすのと同時に、ネフィーが斬られたのだ。まるですぐ目の前で剣を振り下ろされたかのように。

　倒れるネフィーに走り寄るリンド。

　マリアは再びカルラに目を向けるも、状況が理解できていない。

「次はお主だ」

　カルラが左手をかざすと炎の球が現れ、腕を振るうことでマリアに向かって炎の球を放つ。

　マリアは大盾でそれを防ごうとした。

　バン

　だが炎の球はカルラの手から離れた直後に姿を消し、同時にマリアの胸元で爆発が起こった。

　大盾とマリアの間から破裂音と炎が舞い上がったのだ。

『盾をすり抜けた？　……いや、違う。なんだ、今のは？』

　爆発をモロにくらったマリアが大きく仰のけ反ぞり、そのまま地面に倒れる。

「炎よ、爆はぜよ」

　カルラをけん制するようにリンドが魔法を放ちながらマリアに近づこうとする。

　だがそれを容易に許すカルラではない。

　向かってくる炎を躱し、剣を振り上げようとする。

　しかしその三つの眼はすぐに別の方角に向けられ、その場から飛び去る。

　リンドによってエスト薬を飲まされ回復したネフィーが矢を放ったのだ。

　一射目は外れたものの、すぐさまその手の紫むらさき色いろの魔弓が輝き、床に刺さった矢が手元に戻ってくる。

　間髪入れず二射目を構えるネフィー。

「煩わずらわしい」

　カルラが腕を横に振るう。

　途端にネフィーの顔面が大きく歪ゆがみ、放たれようとしていた矢は明後日あさつての方角へと飛んで行く。

　まるで何かに殴られたようによろけるネフィーは、切れた唇くちびるから血を流す。

「いったい何が起こっている？」

　茫ぼう然ぜんとするネフィーに向かってカルラが不敵に笑う。

「我が必中の魔眼の標的となったモノは、我のあらゆる攻撃をその身で受けることになる。外れることは決してない」

　ギョロリと額の目がネフィーに向けられる。

「ネフィーさん！　私の後ろに！」

　マリアにエスト薬を飲ませ終えたリンドが杖を振り上げ、魔法を放つ。

「吹き荒れるは、紅蓮の障壁」

　リンドの杖が突いた大地から炎の壁が噴き出し、三人の姿をカルラから隠す。

「大丈夫か、マリア」

　リンドの背後まで走ってきたネフィーが起き上がろうとするマリアに手を貸す。

「なに、あいつの攻撃？」

「あの額の目です。あれは魔眼、あらゆる法則を無視した特殊な力を行使することができる瞳。先ほどの言葉が本当なら、カルラの魔眼に囚われた私たちは、カルラの攻撃が必ず当たるということになります。ですが、こうして姿を見えなくすれば」

　カルラの標的になることはない。

　だが炎の向こうでカルラは笑みを絶やさない。

「無駄なことだ。我の前から姿を消しても意味はない。もはや我が必中の魔眼はお主たちの姿を完全に捉えている」

　カルラは手に握る剣を後ろに引き、その切っ先を炎の壁へと向けている。

　まさかと思い、マイクに向かって叫ぶ。

『ネフィー、リンドが剣で突き刺される！』

　カルラが剣を前に突き出すのと同時に、リンドの身体がびくりと震える。

　そんなリンドを背後から抱きしめるネフィーは、その口に強引にエスト薬を流し込む。

　炎の壁は消えたが、痛みで呻うめくリンドはなんとか一命を取り止める。

「こちらの攻撃を読んだか。どうやらお主たちも何かしているようだな」

　警戒をしたのか、その攻撃の手は止まり、三人を見据える。

　とはいえ、この状況に反撃の糸口が見当たらない。

「距離や遮しや蔽へい物ぶつに関係なく攻撃が当たるとなると打つ手がない。こうなれば一度、ヤツの魔眼の範囲から撤てつ退たいするしか」

「無駄だ、ネフィーとやら。どれだけ逃げようと我が魔眼はお主たちを見逃さぬ。この場所から離れようと、たとえこの大陸の外に出ようと関係ない。この第三の眼は死ぬまでお主たちを見続けるのだ」

　三人が硬直する。

「理解したか。すでに結末は決まっている。お主たちには死以外の選択肢は存在しない。諦めることだ。そうすれば無駄に苦しまぬよう楽に殺してやる」

　カルラの言葉だけがまるで唯一の救いに聞こえるほどの絶望感が漂ただよう。

「万事休すか」

　ネフィーがポツリと零す。

「マリアさん。ネフィーさん。こんなことに巻きこんでしまって、すいませんでした。全て私の責任です」

『おい、なに諦めているんだよ。まだ終わってないだろうが！』

　しかし俺の叫びにも三人は無反応。

　密室内でただ映像を見ているだけの俺には分からない。だがカルラと対たい峙じしている三人だからこそ、肌で感じてしまったのかもしれない。

　もうどうにもならない、と。

　そんな中、マリアが前に進み出る。

「リンド、風ふう星せいだけでも逃がしてあげて」

「マリア、さん？」

「特別な道具がないと風星をそこから出せないなんて噓なんでしょ？　幸い、風星はアイツに見られていない。だったら風星だけは助かる可能性がある」

「マリアさん、私の噓を……」

「理由があったんでしょ？　別に構わないわよ。それでもリンドに協力したいと思ったのは私なんだから」

　その言葉はいつものマリアで、だけどその笑顔にはいつもの明るさは微み塵じんもない。

『おいマリア！　お前までなに諦めてんだよ！　俺のことなんてどうでも……』

「私はネフィーもリンドも助けてあげられそうにない。だからせめてあなただけでも守りたいのよ」

　マリアのその言葉を聞き、ネフィーとリンドの眼にも微かな光が宿る。

「では私はマリアと共に時間を稼ごう」

　ネフィーもまた前に進み出て、マリアと肩を並べる。

「頼もしいわね。じゃあ一緒に最後まで暴れてやりましょう」

「心得た」

　二人はカルラに向かって走り出す。

　そしてその場に残ったリンドは膝を折り、腰に付けていた魔法の布袋《百眼の指令室》を外し、そっと床に置く。

「風星さん、今からあなたの魂たましいを元の身体に戻します」

『魂？』

「今、この袋の中に閉じ込めているあなたは魂の状態なんです。特別な方法を使って、あなたの肉体から魂だけを引き寄せてきたんです」

『魂だけって……そんなのおかしいだろ？　だって俺は腹も減ったし、喉も渇いたし』

「それだけ風星さんが持つ魔力が濃密だということです。風星さんの魂が肉体にいた時とほぼ同じ感覚が残っていたことは、正直私にも予想外でした。……そんなのは私だけだと思っていました」

　つまりリンドは、俺自身を呼び寄せた訳ではなく、その魂、俺の一部だけをこのアルタジスタ大陸に引き寄せたということか。

「ご迷惑をおかけしました。元の身体に戻ったら、私たちのことは忘れてください。そしてこれまで通り、平穏な生活を送ってください」

　そう微笑ほほえむリンド。

　画面の向こうに見えるその笑顔は、精一杯の笑顔に見えた。

　だから俺は答える。

『それは無理な話だろ。俺たちはこうして出会ってしまったんだから』

「風星、さん？」

『そうだよな。今更きっかけなんてどうでもいい。重要なのは、俺たちはこうして出会ったことで、お前たちを死なせたくないってことだよな。それに比べたら、俺の正体がバレることなんて些さ細さいなことだよな』

　自分のバカさ加減が嫌になる。

　この土壇場にならなければ、腹をくくれなかったのだから。

『リンド、袋の入り口を横にできるか？』

「どうするつもりですか？」

『右手を出す』

「待ってください。何をされるか分かりませんが、魂の状態でその中から強引に出ようとするのは危険です。下手をすれば魂が霧散してしまうかもしれません。以前も一度、経験されたはずです。ここから強引に出ようとした時の痛みを」

　頭を過よぎるのは、ベッドの上に飛び乗り、天井から手を出した時のこと。

　電撃が身体中を走ったような激痛。もしあれが魂の傷つく痛みだったとしても……

『関係ない。お前たちを見殺しにすることに比べれば大した問題じゃない』

「ですが」

『今からとっておきの魔法を使う』

　それだけで全てを察したのだろう。

　リンドが表情を引き締め、布袋に埋められた宝石に順々に触れていく。すると密室内が徐々に傾き始め、ついには真横に傾いた。

　そして横になった袋の口がゆっくりと開き、薄うす靄もやの向こうに光が見える。

　躊ちゆう躇ちよはしない、そのまま光の向こうに手を突き出す。

　途端、身体中に激痛が走る。バラバラに引き裂かれそうな痛みが身体を蝕むしばむ。

　この痛みが魂の傷つく痛みなのかもしれない。

　だが、そんなことは知ったこっちゃない。

　視線を横に向け、真横になった十六枚の映像を見る。

　カルラの攻撃に一方的に痛めつけられるマリアとネフィー。

　そしてその後ろに跪ひざまずくリンドの手の中にある布袋の口から、俺の右手が飛び出しているのを確認する。

　準備は整った。

　すぐに脳内で魔法の構造式を組み始める。

　それを成立させる為に、大気中を漂う魔力の源みなもとに働きかける。

　なるほど。確かにこのアルタジスタ大陸でマナと呼ばれる魔法エネルギーは非常に濃い。本来、発動しようと思えば一○年以上かかることが予想される作業が、わずか数秒で完了した。

　映像を通して袋の向こうの様子を確認しながら狙いを定め、そして発動条件である解放言語を口にする。




『万物の大地に降り立つは、境界を越えし漂流者

　天なる神しん廟びようの理ことわりに刃向かいし反逆の徒なり

　我が前に敵はなく、我に仇あだなすこと許さず

　すなわち我が前に立ちはだかる者、何なん人ぴとたりとも塵じん芥かいと化す』




　マナの淀よどみを感じたのだろう。

　マリアたちと対峙していたカルラがギョッとなってこちらを見る。

　リンドが持つ袋から飛び出した俺の腕を、そこから放たれようとしている消滅の波動を凝視する。

　マリアとネフィーもまた、耳元の黒いイヤリングから聞こえてくる俺の尋常ならざる詠唱に、何かを感じ、こちらを見る。

「二人とも、カルラからできるだけ離れて下さい！」

　鬼気迫るリンドの叫びに、二人が大きく飛び退いた。

　狙うは、棒立ちになっているカルラ。

　そして全てを解き放つ。




『　消滅ピ・デユン　』




　カルラに向かって何かが解き放たれる。












　それは目で見る事はできない。感じることもできない。

　だがそれは確実に放たれ、風が吹いたようにあらゆるモノを撫でていく。

　そして触れた存在を全て消し去っていく。

　吹き飛ばすでも焼き尽くすのでも溶かすのでもない。

　分解するのだ。

　肉体ではなく、細胞でもなく、その構造を。

　分子の繋がりを解ほどくように崩してゆき、塵ちりのように撒まいていく。

　それは人の目では理解できない。ただ端から消えていくようにしか見えない。

　カルラはその魔法を知っていたのだろう。

　それがどんな魔法なのか、その特性を。触れたら最後、跡形もなく消滅することを。

　耐えることも防ぐことも逃れることもできないことを理解していたのだろう。

　だから避けようとした。

　だが全ては避けきれなかった。

　衝撃を浴びた右半身は、空間に霧散するかのように端から削れ始める。

　相手が受けた時点でケリがつく。

　魔王ヴァルフ・ア・レッドが生み出した四つの究極魔法の一つにして最強最悪の分解崩滅魔法《消滅》。

　それを放った俺もまた、体内から力を根こそぎ持って行かれる。

　身体中の血液が沸ふつ騰とうし、脳が掻き回されたような錯覚に襲われる。

　今にも白目を剝むいてぶっ倒れそうだ。

　だがまだ終われない。今しかない。

　歯を食いしばり、マイクのスイッチに手を伸ばし、大声で叫ぶ。

『畳みかけろ、マリア！　ヤツに攻撃させる隙を与えるな！』

　想定外の状況に硬直していたマリアだが、俺の叫びを聞いた途端、弾はじかれたように右半身が消し飛んだカルラに肉薄する。

　だがカルラもタダでやられはしない。残った身体から即座に再生が始まり、欠損した右半身が戻り始める。

　だがその傍から両手で大剣を握ったマリアが剣を振り続ける。

　腕が生えた先から斬り飛ばされてゆき、攻撃モーションに入ることすら許さない。

『ネフィー！』

「分かっている。ヤツの魔眼を狙うのだろ？」

　すでに魔弓バーミティーションの弦を引き絞っているエルフの姿に思わず笑う。

『焦あせらなくていい。的は小さいが確実に決めろ。それを外したらもう次はないぞ』

　ほどよく緊張感を煽あおってやる。それだけでエルフ一の弓の名手の眼まなこが血走り、口角が露骨に上がる。

「誰にモノを言っている、的の小ささなど私には関係ない」

　そして放たれた魔法の矢は真っすぐに、カルラの額の魔眼を射い貫ぬいた。

　完璧なヘッドショット。

　頭を押さえ、悲鳴を上げるカルラ。

　だが終わらない。終わらせない。

『リンド！　カルラに止め刺せ！』

　ゆっくりと歩を進める天才魔法少女はマントをはためかせる。

　その裏に隠し持っていた宝石たちを宙へと放り投げると、大きく息を吸い込む。




「我は魂の盟約者なり

　我は契約の執行者なり

　我が召喚に応じ、その灼しやく熱ねつの炎を分け与えたまえ」




　リンドの詠唱に呼応するかのように、宙を舞う赤い宝石たちが強く輝きを放つ。

　大気が震え、何もない空間に突如としてヒビが入る。

　逬ほとばしるヒビは広がり砕くだけ、黒き虚こ空くうが覗のぞく、大きな穴が姿を現す。

　その向こうで何かが蠢うごめいている。

　見えたのは、大きく獰どう猛もうな瞳。

　それは竜、とてつもなく巨大な赤き竜。

　竜は空間にできた、ほんの小さな隙間からこちらを眺め、大きな口を開く。

　それだけで、周囲が一気に赤く染まる。にじみ出た汗が干からび、肌がひりつくほどの尋常ではない熱気にマリアとネフィーが全力で逃げる。




「神をも殺す絶炎にて、我が敵を燃やせ、燃やせ、燃やし尽くせ、火竜王グラシャナ」




　リンドの呼びかけに応じるように、火竜王の口から劫ごう火かがほとばしり、カルラがいる周囲一帯をあっという間に飲み込む。

「─────！」

　空間に開いた穴から、まるで津波のように押し寄せる灼熱の炎の中でカルラの姿がみるみる小さくなっていく。悲鳴は聞こえない。ただ劫火の音だけが周囲を埋め尽くす。

　そして標的が消し炭すら残らず燃え尽きたと同時に、炎の波は止んだ。

　空間の隙間の向こうにいた火竜王は、リンドを一いち瞥べつすると、虚空の奥へ姿を消し、同時に空間に生じた裂け目が閉じる。

　宙を舞っていた宝石たちもまた光を失い、ただの石となって次々と地面に落ち、砕け散る。

　そして残ったのは、未だ所々で燻くすぶる劫火の残り火のみ。

　それ以外はもう、何も残っていない。

「……やったの？」

　状況が飲み込めない様子のマリア。

「フウセイ、説明しろ。さっきのはいったいなんだ？」

　映像の向こうにいるネフィーがそう尋ねてくる。

　しかし密室内で倒たおれ蹲うずくまっている俺は、右手から全身にかけて上ってくる激痛に苦しみ悶もだえていた。

　やばい、マジで死にそうだ。

　だけど、まあ。

「これくらいはやらないとな」

　さていつまでも寝ている訳にはいかない。話さなければならないだろう。

　俺についてのことを。

「なるほど、そういうことだったか」

　その声にガバッと顔を上げる。

　映像の向こうに目を向け、額から冷たい汗が流れ落ちる。

「おいおい、噓だろ？」

　水面のように揺らぐ鉄の建物に再び扉が現れ、中から誰かが出てきた。

　それはたった今、消滅したはずのカルラだった。

　あまりのことに立ち尽くす三人だったが、すぐに武器を構え直す。

　そんな三人に向かってカルラは両手を上げる。

「そのように構える必要はない。すでにお主たちと戦う理由はないのだからな」

「？　どういうこと？」

「まずは挨あい拶さつをさせてもらおう、そんな場所に隠れられていた御ご仁じんに」

　三人の前までやってきたカルラは片膝を突くと深々と頭を下げる。

「ようこそ、お戻りになられました魔王様」

　目を見張るマリアとネフィー。

『リンド、俺の声をカルラに聞かせられるか？』

「はい」

　リンドは手に持った魔法の布袋の宝石の一つに触れる。

　合図を受け、俺はマイクに向かって話しかける。

『すまないが、俺はあんたの知っている魔王じゃないぞ』

「まあそうでしょうな。魔王様は普通ではないにしろ人間でしたから。とうの昔に亡くなられているはず。では改めてこういうべきかな。よくお越しくださいました、魔王様の子孫」





　　　　４、海凪風星の正体






「風星が魔王の子孫！　ちょ、ちょっとどういうこと、魔王の子孫って？　だって風星は異界の人間なんでしょ？」

『俺も最初はそう思っていたんだが、実はそうじゃないんだ。そうだよな、リンド』

　マリアとネフィーの視線がリンドに向けられる。

「風星さんは異界人ではありません。私たちが住むアルタジスタ大陸の遙はるか西にある別の大陸の人なんです」

　ネフィーが「なるほど」と頷く。

「およそ三○○年前。魔王はアルタジスタ大陸を追い出され海の藻も屑くずになったとされているが、実はそうではなく、海の果てにある別の大地に降り立っていたということか」

『そういうことだ。そして俺はその子孫にあたる』

「ちょ、ちょっと待ってよ。いきなりすぎて分からないんだけど！　風星が魔王の子孫？　噓でしょ、証拠はあるの？」

「ここにお主たちがいることこそがその証拠だ」

　応えたのはカルラだった。

「この上にあった【魔の門】は魔王様の魔力にのみ反応し開くようになっている。何より先ほどの分解崩滅魔法《消滅》は魔王様のみが使える十二宝具が一つ。それを使えるのは魔王様とその血脈に連なる力を引き継ぎし者のみだ」

「じゃあなに？　風星は最初から私たちを騙だましていたの？」

『騙してない。俺だって最初は本当に異世界に連れてこられたと思っていたんだ。それがまさか、最果ての海の東にある大陸だったなんてな』

「普通気付くでしょ！」

『気付けなかった。それだけマリアたちの住むこのアルタジスタ大陸と俺が住んでいる大陸には文明に差があるんだ。それにネフィーたちのようなエルフもいなければ、ゴブリンなんて妖よう魔まも存在しない。魔法という技術もまた、俺の大陸には存在しないんだ』

「でもさっき魔法を使えたじゃない！」

『それは俺だけが特別なんだ。俺は先祖代々受け継がれたたった四つの魔法の使い方を知っている。そのどれもが異常過ぎる効果があり、そのどれもが使うのには信じられないほどの労力を要する。この大陸でいうところのマナが膨ぼう大だいな量必要なんだ。だがそのマナが俺の住む大陸にはまったくと言っていいほど存在していない。だから俺のいる大陸では魔法は使えないと言っても過言ではないし、だからこそ発展もしていないんだ』

「しかしその魔法がここでは普通に使うことができた。つまりフウセイの先祖はかつてこの大陸にいた人物であり、この大陸でしか使えない魔法を持ったまま、別の大陸へと移り住んだことになる」

『そういうことだ』

「フウセイはいつ気づいたんだ？」

『魔王が三○○年前に追い出されたことを聞かされた時だ。そしてその名前がヴァルフ・ア・レッドって聞いた時に確信した。ああ、このアルタジスタ大陸は、かつて俺のご先祖様が住んでいた幻まぼろしの大陸なんだ、ってな』

「言えばよかったじゃない！　なんで隠していたのよ！」

『魔王の子孫って知られたら、もう信用されないと思ったんだよ。即行で殺されてもおかしくはないとも思った』

「我々の魔王に対する認識を知れば当然か」

　マリアとネフィーがまだ戸惑いを見せる中、膝を突いていたカルラが顔を上げる。

「魔王様の子孫、名前をお聞かせ願えるかな？」

『風星。海かい凪なぎ風星だ』

「歓迎しよう、風星様。なんなりとお申し付け下さい。……いえ、そもそも欲しいモノがあるのでしたな」

『《シムカの腕輪》というモノらしいんだが』

「勿もち論ろん、お譲りしよう。さあ、こちらへ」

　立ち上がり、踵きびすを返すカルラを見て、思わずため息が出る。

『まさかこんなにスムーズに話が進むなんてな。これなら最初から名乗ればよかったんじゃないのか、リンド？』

「知っていたらそうしていました。ですがこんな展開、予想できませんでしたよ。私が風星さんを呼び寄せた真の目的は【魔の門】を開くためだったんですから」

『開き方はどうやって知ったんだ？』

「【魔の門】に刻まれた古い言語を解読したんです。そこには『扉を開く資格があるのは、魔王の力を引き継ぎし者のみである』と書かれていたんです」

「リンド、黙っているなんてズルいわよ」

　マリアに睨にらまれ、リンドがしゅんとする。

「すいません。風星さんとの約束で、魔王の子孫であることは言えませんでした」

「もう隠し事はない？」

「……実はもう一つあります。決して誰にも語ったことのない秘密が。ですが皆さんにはそれをお話ししたいと思います。《シムカの腕輪》を手にしたら、どうか私の秘密を聞いて下さい」

「大事な秘密なのね」

「はい、私という存在に関わる重要な秘密です」

「分かったわ、後で聞かせてもらうわ」

　マリアがリンドの背中を押し、俺たちを待っていたカルラの後を歩き始める。

「こちらだ」

　そんな先を歩くカルラに、気になったことを尋ねる。

『カルラ、この魔王のダンジョンはいったいなんなんだ？　さっき研究所がどうとか言っていたが？』

「そのままだ。ここは魔王様が様々な研究によって生み出した英知が収められた場所。まあ、風星様たちには、魔王様の秘宝が眠る宝ほう物もつ庫この一つと言った方が分かりやすいかもしれぬがな」

『魔王の宝物庫は他にもあるのか？』

「このアルタジスタ大陸の幾つかの場所に。私はこの第七研究所を管理する為に魔王様の手によって生み出された存在、人造人間ホムンクルスだ」

　人を生み出す技術。それはもはや想像もできない領域の話だ。

『ずっとここで生きているのか？』

「ああ、そうだ」

『こんなところでずっと一人で寂しくないのか？』

「風星様は魔王様と同じことを言う。魔王様がこの大陸から旅立つ時、ついてくるかと聞かれたが、私はそれを断った。この場所にあるモノたちを正しい者に引き継ぐのが私の役目だと思ったからだ。それにここには、私以外にも沢たく山さんの仲間がいる」

　カルラが手を上げると、鉄の建物の扉が開き、中から黒騎士たちが顔を出す。

　その様子に思わずマリアが口を開く。

「その……私、いっぱい倒しちゃったんだけど」

「問題ない。倒された者の魂データは、再びこの場所に戻ってくるようになっている。魂さえあればまた新しい身体に宿ることができるからな」

「ではお前たちは不死の存在だというのか？」

　興味を示したネフィーに、カルラは肩を竦すくめる。

「条件付きではあるがな。我々はこの研究所の核が消滅しない限り、不死に等しい存在だ。たとえ何度殺されようと何度でも蘇よみがえる。まあそれなりに時間が掛かるがな。ちなみに私も先ほどの戦いで三度殺されている」

「それにしては随分と復活が早かったみたいだが？」

「私は特別製でね。そうでなければ、ここの管理者は名乗れない」

　カルラの荒こう唐とう無む稽けいな話にマリアだけでなくネフィーまでもが眉を顰めている。

　ただリンドだけは興味深そうに耳を傾け、俺もまた、カルラの話には非常に興味を引かれていた。

　三○○年以上前に自分のご先祖様である魔王がしていたという研究に。

　先を歩くカルラが鉄の建物の横を通り過ぎると、その奥の壁に蒼あおい門が見えてくる。

「あの門の向こうにある階段を下ると、その先が宝物庫だ」

　蒼い扉はカルラが触れただけで簡単に開き、下りの階段が姿を現す。

　そのまま階段を降り始め、すぐに最下層となる地下二十七階層に到達。

　地下二十七階層はさらに狭く、上にあったのと同じような鉄の建物が幾つか並んでいるだけの空間だった。

「宝物庫はこの中央の建物になる」

　一見すれば扉のない鉄の建物だったが、こちらもカルラが触れた途端、その表面が水面のように揺らぎ始め、線が入り、両開きの扉となる。

　扉は独りでに開き、俺たちの前にその中を曝さらけ出だす。

「わぁ」

「凄いな」

　そこは文字通り、宝物庫だった。金銀財宝、あらゆる宝石、あらゆる装飾品が綺麗に陳列されている。

　カルラはその中をまっすぐと奥へと進んでいき、とある場所で足を止める。

「これが《シムカの腕輪》だ」

　それは一見すれば、宝石が組み込まれた翡ひ翠すい色いろの腕輪。

　ただその配列や表面に刻まれている文様は、俺が入っているリンドの手によってつくられた《百眼の指令室》にどこか似ているように見受けられる。

　マリアとネフィーに背を押され、進み出たリンドは、思わずカルラに尋ねる。

「本当に貰もらってもいいでしょうか？」

「それを聞くのは私にではなく、風星様にだな」

『好きにしろって。それを手に入れるのが、俺を元の場所に戻す条件なんだろ？』

「それではありがたくいただきます」

　台座に置かれた腕輪を手にしたリンドは、笑顔を浮かべ大切そうに胸に抱く。

「というか、リンドばかりズルいわよ。私たちにも何か頂戴よ、風星」

　お姫様が突然、そんなことを言い出した。

『あこぎだな』

「いいでしょ。魔王のダンジョンを攻略した勲くん章しようよ、勲章。私も何か欲しい」

「ああ。私はこの魔弓を貰ったから、何もいらないぞ」

　そう控えめに答えるネフィー。

　しかしそれは裏を返せば、「絶対にこの魔弓は返さない」という意思の表れであるのは間違いない。まったくちゃっかりしている。

「ねえ、いいでしょ、風星。こんなにたくさんあるんだから何か一つくらいくれても」

『ああ、分かった分かった。好きなのを選べよ、ただし一つだけな』

「やった！　ならそうね……じゃあ、私はこの指輪でいいわ。綺麗だし、なんだか気に入ったから」

　一番奥の台座に飾られていた指輪を手に取ったマリアは、それをさっそく左手の中指に嵌はめてうっとりと見つめている。

「本当によろしいのかな、風星様？」

『カルラが困らなければ』

「私に拒否権はない。なんならここにある全てを持っていっていただいても構わない」

『いや、流石にそれは止めておくよ。生あい憎にくと今の俺たちにはここにあるモノの価値は正しく理解できそうにないからな。もし今後、カルラが渡してもいいってヤツが来たら、その時にはあげてやってくれ』

　そう言うと、カルラがクスクスと笑い出す。

「本当に魔王様と同じことを言う。本人ではないかと疑いたくなる」

『カルラがどう思っているか知らないが、俺のご先祖様はあまり好かれる存在じゃなかったらしい。この大陸でも、俺が住んでいる大陸でもな』

　この大陸を出た後のかつての魔王の所業を匂におわすと、カルラは「そうでしょうな」と笑い出す。

「それ故に彼かの方かたは魔王なのだよ」







　宝物庫を出ると、カルラによって再び扉は閉められた。

　そしてカルラは端にある建物を指差す。

「あの中には、地上へ出るための転送装置がある」

　カルラが宝物庫と同じ手順で扉を開くと、その床には魔方陣が描かれていた。

「中心に立ってくれ、地上まで送ろう」

　三人は促されるまま、魔方陣の中央に立つ。

　どうやらお別れのようだ。

『世話になったな、カルラ』

「またいつか出会えることを願っているよ、風星様」

　そう言ってくれるのはありがたいが、おそらく俺が普通にこのアルタジスタ大陸に来ることは叶わないだろう。

　そう思ったが、カルラに向かってこう言った。

「ああ、いつかまた会おう」

　カルラが手を上げると、魔方陣は光り出す。

　眩まばゆい光が消えた時、そこは風に靡なびく草原の中だった。

　どこまでも広がる大自然。そして、遙か向こうに見える巨大な大木・世界樹。

『ここが、アルタジスタ大陸か』

　そこにあるのは、これまでまったく見たことのない風景だった。

「ふう。やっと出られたわね。これでめでたしめでたし……といいたいところだけど、まだもう一つだけ知らなきゃいけないことがあるのよね」

　大きく伸びをするマリアの視線がそちらに向けられる。

《シムカの腕輪》を大事そうに掲げるリンドに。

「ようやくこれを手にすることができた。私の念願がついに……」

「聞かせてくれるのよね、リンド？　あなたがそのブレスレットを使って何をするつもりなのか」

「ええ、皆さんには全てをお話しします」

　そして最後にリンドが語り出したのは、これまで以上に荒唐無稽な話だった。





　　　　５、犯人Ｘの目的






『そもそも《シムカの腕輪》っていうのは、どういうモノなんだ』

「かつて魔王が生み出した、自らの肉体の時間を意のままに操作することができる魔法の腕輪。これを使えば、永遠の若さと命すら思いのままと言われています」

「永遠の命！」

　腕輪を手に語るリンドの説明に、マリアたちも驚きの表情を浮かべている。

「あくまで調べた限りの話ですから、実際にはそこまでの力はないかもしれません。ですがそれでも構いません。私に必要なのは肉体を時間操作する能力なのですから」

　そう言って、「くっくっくっ」と不敵に笑うリンド。

　やばい、なんだかリンドが今までにないくらい邪悪な笑みを浮かべている。

　というか考えてみたら、こいつは今回の一連の騒動を引き起こした張本人だった。

　もしこれまでのことが全て演技で、本当は危険な人物だったとしたら？

『リンド、聞きたいことがある。お前はどこでその腕輪のことを知ったんだ？　いやそれだけじゃない。本当はどうやって魔王のダンジョンのことを知ったんだ？』

　俺の質問にマリアがきょとんとする。

「どうやって、って……【図書館】の書庫にあった古い書物で知ったんでしょ？」

「……いや冷静に考えれば、それはありえないのかもしれない。もし本当に魔王のダンジョンや《シムカの腕輪》についての情報が残っていたのなら、そのまま放置されていたとは考え辛い。それだけ価値あるモノがあそこには数多くあった」

「ネフィーさんのおっしゃる通りです。もし【図書館】があのダンジョンのことを知っていたのなら、間違いなく全てを暴こうとしたでしょう。ですがその心配はありません。魔王のダンジョンに関する情報は、現在ではもうどこにも残ってはいないようです。他同様、禁忌として抹消された魔王の記億の一部にすぎません」

『ならなんでお前はそれを知っているんだ？』

　俺たちが見つめる中、リンドがゆっくりと口を開く。

「生まれる前から知っていたからですよ」

　映像の向こうに立つリンドの言葉に、思わず眉を顰める。

『……何を、言っているんだ？』

「私の中には遠い過去の記憶が残っています。かつての自分の記憶が、この新たな肉体に宿る以前に経験した全てが」

　両手を広げるリンドに聞かずにはいられない。

『リンド、お前はいったい何者なんだ？』

「私はかつてエルラと呼ばれていた存在であり、ナターシャと呼ばれる存在でした」

　それが誰なのかさっぱり分からなかった。

　だがそれは俺だけだったようで、マリアとネフィーの顔に緊張が走る。

「それはもしかして《儚はかなき者エルラ》と《聖女ナターシャ》のことか？」

「そうです」

『誰なんだ、ネフィー？』

「エルラは一○○年前に存在した魔法使いだ。リンドのように才能ある若き天才で、妖魔に苦しめられていた多くの人々を助け続けた。そしてナターシャは二○○年前に実在した聖女だ。元は魔法学者で、当時、蔓まん延えんしていた疫えき病びようの特効薬を作り出すことにより、病に脅おびやかされた多くの人々の命を救った」

『女魔法使いに、聖女になった魔法学者』

「時代は違えど、両者は共通点がある。それはエルラもナターシャもわずか十八歳でこの世を去った若き偉人であるということだ」

　その二人とリンドにどういう関係があるというのか？

　そこで、はっとする。

『リンド、まさかお前は転生者なのか？』

「これは驚きです。風星さんはそのようなことまで知識としてご存じなのですね」

「なによ、風星。転生者って？」

『人は死ぬと魂となり新たな生命として生まれ変わるとされている。その流れの中で、魂は神によって無む垢くな状態に浄化をされるそうだ。だが稀まれにその浄化を受けずに生まれ変わる者がいる。それが転生者だ』

「前世の記憶を引き継ぐなんてことが本当にできるというのか、それも二回も？」

『考えられるとしたら理由は一つだ。リンドは転生する方法を技術として確立しているんだ』

　リンドが不敵に笑う。

「かつてナターシャだった頃、私は転生の秘術を完成させました。それを使い、次にエルラとして生まれ変わり、そしてこの度はリンドとして生まれ変わったのです」

『この年で魔法を極めた天才なはずだ。生まれる前から膨大な知識を持ち、最初から全ての魔法を習得済みなんだからな』

「それなら現在では抹消された魔王に関する知識や情報を持っていてもおかしくはない、ということか。一○○年前あるいは二○○年前にはまだ残っていただろうからな」

　ネフィーの推測にリンドが頷く。

「この周辺に魔王のダンジョンがあることはナターシャの頃より知っていましたが、当時、この一帯は妖魔の巣そう窟くつで近づくこともできませんでした。そしてリンドとして【図書館】に招き入れられた今世の私は、今では平和となったこの場所を密ひそかに調査することにしました。目的はかつて魔王が完成させた秘宝の一つ、この《シムカの腕輪》です。私はこれがどうしても欲しかった。それこそが二度の転生を繰り返してでも手にしたかった私の悲願を確認する方法だったからです」

『だから一人で調査していたのか。魔王のこと以上に自分が転生者であることを知られるわけにはいかないから』

　リンドは頷く。

「時間はかかりましたがダンジョン攻略は着実に進んでいました。……ですが最後の最後で難関に突き当たりました」

『【魔の門】か』

「魔王の力を引き継ぎし者の証明が、血によって受け継がれる特別な魔力である、という答えにはたどり着きました。ですから最初はかつての魔王が魔力を込めたアイテムで代用できるのではと考えたのですが……」

『長い年月の間に、魔王に関するモノは処分され続けてきた結果、目ぼしいモノを見つけることができなかった、ってところか』

　苦笑を浮かべるリンドが「はい」と答える。

「私に残された選択肢は、およそ三○○年前に海の藻も屑くずとなって消えたとされる魔王の力を継承する者を探し出し、【魔の門】へと連れてくることだけでした」

『だからオレの魂を遙か海の向こうの大陸から引き寄せた』

「流石に風星さんを肉体ごと呼び寄せることは不可能でした。ですが、その魂だけなら引き寄せることができる。こと魂の扱いに関して私はスペシャリストですから」

『だがそんなにホイホイ呼び寄せることができるものなのか、魔王の子孫というだけで？　呼び寄せる前は俺に関してなにも分からなかったんだろ？　どこにいるのか？　男なのか女なのか、年齢も姿形も、そもそも存在するかも分からなかった』

「その通りです」

『ならどうやったんだ？　どんな方法を使って、遠い海の向こうにいた俺という存在を探し当てたんだ？』

「協力者がいるんです。今世の私にできた唯一の友。名をナディと言います。ナディの手助けを借り、私は風星さんの存在を知り、その座標を特定することができました」

『何者だ、そいつは？』

「それは言えません。ですが、そのうち会えるかもしれませんよ」

　どこか勿もつ体たいぶったようにリンドが笑う。

「フウセイの話は分かった。それで、リンド。お前はその《シムカの腕輪》をどう使う？」

　緊張した面おも持もちを浮かべるネフィーに尋ねられ、リンドがニヤリと笑う。

「こう使うのです」

　リンドが右腕に《シムカの腕輪》を嵌める。

　目を閉じ、念じた次の瞬間、リンドの身体がまばゆく光り始める。

「な、なに？　なにが起こっているの？」

「見ろ！　リンドの身体が……」

　その小さな身体が徐々に膨れ上がっていく。

『《シムカの腕輪》は肉体の時間を操作する能力がある。ならリンドは……成長しているのか？　魔法の力で？』

「そうです。まもなく私は十八歳の肉体になることができる」

　十八歳。それはリンドがかつてエルラと呼ばれナターシャだった頃に死んだ年齢。

　その年齢にいったい何があるというのか？　二度の死を経験しなければならなかったその理由とは、いったいどんなものだというのか？

　ほどなくして周囲を照らしていた光が消える。

『リンド、なのか？』

　そこに立っていたのは先ほどまでの愛らしさの残る、美しい女の子。

「これが、十八歳のリンド？」

　その姿に魅み入いるマリアとネフィー。

　成長を終えたリンドは、天を仰あおぐように顔を上げ、ゆっくりと目を開く。

　そのまま一度だけ大きく深呼吸すると、静かにその両手を自らの胸へと当てる。

「…………」

　そして動かなくなった。

　？　なんだ？　いったいこれから何が始まるんだ？

　ゴクリと誰かが唾つばを呑のむ音が聞こえる。

　嵐の前の静けさ、不気味なほどの静寂がその場を支配する。

「……ない。また、なかった」

『……へっ』

「ない、なんでまたないの」

　ぷるぷると震えるリンドは地面に膝を突き、その場に崩れ落ちる。

　これにはマリアとネフィーもきょとんとなる。

「……えっと、どういうこと？」

「さっぱり分からん」

　意味不明という表情を浮かべるマリアとネフィー。それは俺も同じだ。

　いったい何がないというのだ。

「ああ、ひどい。もう二回もやり直したのに。これで三回目なのに、なんで？　なんでまた私には胸がないの」




『……なんだって？』




　ガバリと起き上がった十八歳のリンドは両手を広げてみせる。

「ほら、ないでしょ！　女性らしいふくらみが全然ないでしょ！　ぺったんこでしょ！」

　涙を流し訴えるリンド。

　申し訳ないが、全然話が見えてこない。

「えっと、リンド。胸がないって。おっぱいがないってこと？」

　唖あ然ぜんとするマリアがそう尋ねた途端、リンドがキッと睨みつける。

「そうですよ！　マリアさんみたいな立派なのがないんですよ！　ネフィーさんみたいに美しいふくらみがないんですよ！　ゼロです！　ゼロなんですよ！」

　ゼロを強調し、自らの胸の前で広げた掌てのひらを上下に振るリンド。

『えっ、噓だろ？』

　まさかと思う。いや、まて。それはない。流石にそれはないだろう。

　そうとは思いながらも聞かずにはいられなかった。

『リンド……お前、まさかとは思うが、胸がぺったんこだったから、転生を繰り返しているなんて言わないよな？　生まれ変わったら次は大きな胸が手に入ると信じて転生し続けているとかじゃないよな？』

「そうですよ！　それ以外に、私がこんなに頑張る理由なんてないですよ！」

　俺たちは心の底から叫んだ。

『「「ふざけんな！」」』

　転生者リンドの目的、それは大きなおっぱいを手に入れることだった。

　そして今回、なぜ《シムカの腕輪》を手にしたかというと。

「もう三度目で十八歳になるまで悠長に待っているのはイヤだったんです！　はやく結果が知りたかったんです！」

『というかなんで十八なんだよ？』

「そこがデッドラインだと思っているからですよ！」

　転生者がデッドラインとかいうと、とてつもなく重い意味に聞こるから不思議だ。

「でも私は十の頃には大きくなり始めていたけど？」

「はい、そこ、マリアさん！　言葉には気を付けてください！　持つ者の余裕を持たざる者に見せつけないでください！　戦争になりますよ！　それが戦争の引き金ですよ！」

「まったく。そんなくだらぬことのために」

　呆あきれた表情を浮かべるネフィー。

「くだらなくなんてありません！　全てを賭として手に入れるべき命題です！」

「それだけの魔法の才能があったのなら、もっと目指すべき事がいくらでもあるだろう」

「なんですか？　じゃあなんですか、それは？　答えてみて下さいよ、ネフィーさん！　魔法を極める事ですか？　多くの人たちを救うことですか？　やりましたけど、私はキッチリやりましたけど？　転生魔法を編み出すほど魔法を極めましたが。すでに数百万人単位で人命を救ってきましたけど、なにか？」

　ヤバイ、リンドのスイッチが入っている。

　そしてこれまでの偉業が半端ないだけに、反論ができない。

「全てをやり尽くして、今度は自分の為に頑張るのがいけないことでしょうか？　それが自分のコンプレックスの克服で何がいけないんですかね！　どうなんですか、ネフィーさん！」

「い、いや……その……」

「どうなんですか！」

「す、すまない、私が悪かった」

　あまりの押しの強さに、ネフィーがビビって謝った。

　逆げき鱗りんだ。胸に関する事柄は、完全にリンドの逆鱗であるようだ。

『というかさ、魔法を極めたなら、魔法でどうにかすればいいじゃないか。胸を大きくする魔法とか』

「天然モノが良かったんです！　そういう、まがい物じゃない本物が！　神によって与えられた比類なき才能が！　私は欲しかったんです！」

　魔法の才能を持って生まれた大天才からすれば、胸が大きいことはそこまで特別な才能であったらしい。聞く人が聞けば、卒倒しそうな言い分である。

　人の価値観とは、まさに千差万別。人によってここまで違うものだったとは。

『リンド。お前はマリアやネフィーと違った意味での大アホだな』

「むぅ、馬鹿にしていますか、風星さん？」

『いいや、お前が一番ヴァルフ・ア・レッドだよ』

　俺がその名前を口にしたことで、三人が眉を顰める。

「それは……どういう意味での悪口でしょうか？」

　まあそう思われても仕方がない。

『悪口じゃない。お前たちの住んでいるこのアルタジスタ大陸では、随分と酷い蔑べつ称しようとして使われているようだが、俺が住んでいる大陸では、その名前に別の意味があるんだ』

「それは、どんな意味なんですか？」

『自分勝手に他人を巻き込んで、己の願望を叶えた、はた迷惑な愚か者って意味だ。結果はどうあれ、お前が壮大に仕組んだ今回の謀はかりごとはこうして見事に成就した。巻き込まれた俺たちの意思に関係なくな。だからリンド、お前は間違いなく今回のヴァルフ・ア・レッドだよ』

「やっぱり馬鹿にしてますよね？」

「褒めているんだよ。この大陸では最悪の存在だったかもしれないが、俺の大陸では魔王は救国の英雄としても崇あがめられているからな」

　きちんとそう説明したのだが、どうも納得できない表情を浮かべるリンド。

「とりあえず、褒め言葉として受け取っておきます」

　苦笑を浮かべるリンドの身体は再び光に包まれ、そして元の幼い少女の姿へと戻っていた。

「今世でも私は目的を果たすことができませんでした。こうなったら再び来世に賭かけるしかありませんね」

『まさか、また転生するつもりなのか？』

「当然です」

『もう諦めたらどうだ？』

「胸の大きさとは血によって定められたものであり、魂によって決まるものではない」

『なんだ、それ？』

「私の持論であり命題です。故に私は可能性を捨ててはいません。来世に希望を見み出いだし、願いを成就するまで何度でも挑み続けるつもりです」

　なんだかとってもカッコイイことを言っている風のリンド。まあ実際に、その内容はどうかと思うけど。

　とはいえ、どうやらリンドは本当に今世で生きる執着はなくしてしまったらしい。

　本気で今回の人生を終わらせようとしている。

　そう感じたからこそ、密室内でため息を吐いた俺はマイクのスイッチを押す。

「許しませんよ、リンド・カンターベル」

　しかし先んじてそう口にしたのは、マリアだった。

「勝手に死ぬことは許しません。あなたには、まだやらねばいけないことがあります」

　言葉遣いも、身振りも、これまでとは違う。

　それはまさに一国の王女としての振る舞いのようだ。

「……やらねばならぬこととは、なんでしょう？」

　俺同様、マリアの変わりように戸惑うリンドが、おずおずと尋ねる。

「忘れたのですか、私はあなたに貸しがあったはずです」

　それは今回、魔王のダンジョン攻略に手を貸したこと。

「そうでしたね。確かにこのまま終わりにはできませんね。分かりました、マリア王女。なんなりとお申し付け下さい。このリンド・カンターベル、今生における最後の役目として、如い何か様ような願いでも見事叶えて御覧に入れましょう」

　まるでおとぎ話に出てくる魔法使いのように願い事を尋ねるリンド。実際、リンドにはあらゆる願いを叶えるだけの魔法が使えるに違いない。

「今の言葉、しかと聞きましたね、ネフィー」

「？　ああ、確かに聞いた」

「風星も聞きましたね」

『ああ、聞いた』

　自分が口にした言葉を俺たちに確認するマリアの姿に、リンドが戸惑いを見せる。

　そんな稀き代だいの魔法使いに、マリアはにこやかな笑顔と共に自らの願いを口にする。

「では私、マリア・リナ・リセシアがリンド・カンターベルに命じます。リンド、あなたは私が死ぬその時まで生しよう涯がいの友として生き続けること。それが私の願いです」

　その願いに、リンドがぽかんとした表情を浮かべる。

「マリアさんが死ぬまで、ですか？」

「言っておきますが、私は長生きします。病気でも戦いくさでも絶対に死にません。一○○年くらい頑張りますから、そのつもりで」

「それは困ります。私にはやるべきことが……」

「なら私との約束を違たがえるのですか？」

「そ、それは……」

「私は今回、とても頑張りました。死ぬ思いもしました。そこまでしてあなたに尽くした友を、あなたは裏切るのですか？」

「むぅ、その言い方はズルくないですか？」

「ズルくて結構。どうせ次にやることは決まっているのでしょう？　ならそれまでの間、私の相手をすると思えばいいのです。無駄な時間に思うかもしれません。ですが、もしかすると無駄でないかもしれません。若くして命を絶ってきたこれまで二回では体験できなかった人生を、今世では経験することができる。そう考えれば、楽しそうに思えてきませんか？」

「これまで私が体験してこなかった人生、ですか？」

「ちなみに私は楽しみです。こうして出会った素晴らしい友とこれから過ごしてゆける未来に楽しみしか思い浮かびません」

　眩しいほどの笑顔を浮かべるマリアを前に、リンドがクスクスと笑い出す。

　楽しそうに、本当に楽しそうに。

「こうして私が抱えてきた秘密を知られてしまったのも運命だったのかもしれませんね。分かりました、マリア王女。今世では、あなたより長く生きることを誓いましょう」

「よろしい」

　愛らしい笑顔を浮かべるマリアを見て、心の底から思ってしまう。

　本当に敵わない、この偉大なるお姫様には。





　　　　６、お別れ






「それでは解放しますね」

　草むらに置かれた魔法の布袋の宝石に次々と触れていくリンド。

　密室内の映像でそれを見ていた俺は、ゆっくりと開き始める天井に視線を移した。

　やがて辺りは光に包まれる。

　──目を開けると、俺は映像の向こうに見た、美しい景色の中に立っていた。

　そして俺の周りには、これまでずっと映像を通して見てきた三人の姿があった。

　三人が三人とも興味深そうに俺のことを見ている。












「解放の儀式は終りました。風星さんをここに繋ぎ止めていた結界を解いたので、もう間もなく魂が肉体に引き寄せられ始めます」

「もう少しはこのままってわけか」

「はい」

「ならちょうどいい。最後に挨拶くらいはできそうだな」

　という訳で、まずは犯人Ｘことリンド・カンターベルと向き合う。

「改めまして、始めまして風星さん」

「こうして顔を合わせると変な感じだな。まあそれはともかく、リンドには言いたいことがある」

「えっと……やっぱり怒ってますか？」

「当然だろ。だがそれ以上に言いたいことがある」

「な、なんでしょう？」

　ビクビクしている転生者に向かって、俺はニヤリと笑う。

「面白かったし楽しかった。非常にいい経験ができた。だから最後はありがとうと言いたかった」

「風星さん。そういってもらえてうれしいです」

「ああ、ちなみに俺にも貸しがあるからな、いつか取り立てるからな」

「か、覚悟しておきます」

「だから死ぬなよ。ちなみに俺は、胸がぺったんこの女も好きだからな」

　リンドが恥ずかしそうに笑う。

「風星さんは変態です」

　随分な言われようである。

「じゃあな、リンド」

「はいお元気で、本当にありがとうございました」

　小さな天才魔法少女に別れを告げると続いて、美しきエルフと向き合う。

「その弓、大事にしろよ」

「当然だ。これは私の弓だからな」

　いや、一応エルフの宝を返還するってことで渡したはずなんだが。まあそれはともかく、ネフィーには言いたいことがある。

「あんまり自分を恥じるな。ネフィー、お前は誰がなんと言おうと凄いヤツだ。……だから例の欲望はほどほどにしておけよ」

　小声で囁ささやく。

「分かった。なるべく控えるようにしよう」

「止めないんかい」

「生憎と一人ではこの衝動を抑えることはできそうにないからな。そんなに心配なら見にくればいい。不可能な話ではないだろう。なにせ私たちがいるこのアルタジスタ大陸と風星が住んでいるという大陸は海で繋がっているのだから」

「途方もない話だな。いつになるか分からないぞ」

「構わない。どうやらフウセイは知らないようだが、エルフはとても長生きなのだ」

「知っているよ。ちなみにエルフ年齢十九歳っていったい幾つなんだ？」

「気になるなら調べに来い。そうしたら教えてやる」

「ならどうにかしなきゃいけないな」

　頭を掻く俺を見て、ネフィーがくすりと笑う。

「楽しみにしているぞ。フウセイとはまだまだ話したいことがあるからな」

「自分の価値観を聞かせるつもりなら勘弁だぞ」

「それもある。だがそれ以上に、私はもっとフウセイのことを色々と知りたかったよ」

　ネフィーはどこか寂しそうに笑う。

　そんな表情を見せるエルフに俺は言う。

「俺はできない約束はしない主義だ」

「そうか」

「だから、またな、ネフィー」

　するとエルフは微かな笑みを浮かべた。

「ああ、またな、フウセイ」

　そして最後にマリアの前に立つ。

「……何よ」

「やっぱり映像と本物は違うなと思ってな」

「なに？　映像よりも可愛かわいくなかった？」

「最初の口喧嘩で言ったこと、ずっと気にしてんだな」

「別に」

「悪かった。あれは撤回する。お前は可愛いよ。誰よりも強く、誰よりも可か憐れんだ」

「ふん、別にそんなこと言われても、なんとも思わないわよ。よく言われるから」

　生意気な言葉を口にするお姫様を見て、思わず笑ってしまう。

　そして思うがままに、その頭に手を伸ばす。

「な、なによ、急に！」

「別に他意はない。可愛い女の子に触れたいのは男の当然の欲求だ」

「そ、そんなこと誰もしたことないわよ！」

「そうか。なら俺が最初の男だな」

　身体がふわふわと妙な感覚になっていく。

「そろそろ時間みたいだな」

「もう行っちゃうの？」

「仕方ない。俺たちは本来出会うことのない者同士だったんだ」

「だけど私たちはこうして出会ったわ」

　こちらを真っすぐに見つめるその瞳に、「ああそうだな」と頷く。

「じゃあなマリア。お前はとってもカッコイイ聖騎士様だが、それ以上に優しく気高い、ちょっとアホなお姫様だ」

「馬鹿にしているでしょ！」

「そうか？　俺は好きだけどな、そんなお前のことが」

「えっ？」




　──驚き頰ほおを赤らめる可愛い少女。

　それが魂となっていた俺が見た最後の映像だった。





　　　　おまけ






「行ってしまったな」

　空を見上げるネフィーが呟く。

　風星の身体は光のように形を変えていき、やがて天高く浮かび上がり西の空へと消えていった。

　ネフィーとリンドはそちらの空を見ていたが、すぐにその別れを悟り、視線を戻す。

　だがマリアだけは、いつまでもそちらを見ていた。

　いつまでもいつまでも。

「マリア、もしかしてフウセイに惚ほれたのか？」

　しかしネフィーのその一言には、ビクリとなって慌て始める。

「な、な、な、何を言っているのよ！　ほ、惚れたとか！　そんなことないし！　ただ思ったよりカッコイイヤツだったけど、それだけで別に何とも思ってないし！」

「そこまで聞いてないのだがな」

　マリアの顔が一気に真っ赤になる。

「と、とにかく。全て終わったことだし、三人でお祝いしましょう。まずはリセシアの城に来てよ。二人を招待したいから」

「あの……私、一応誘拐犯なのですが？」

「構わないわよ。リンドは私にとって大切な親友なんだから。もちろん、ネフィーもね」

　そして歩き出す三人。

「終わってみれば、楽しかったわね」

「ああ、いい経験だった」

「私が言うのもなんですが、そうですね」

「ネフィーとリンドに出会えて、アイツと沢山話せたし、本当に楽しかったわ」

　晴れ晴れとした笑顔を浮かべるマリアは、もう一度、空を見上げる。

　風星の魂が飛んで行った方角を。

　今、風星がいるであろう西の彼方を。

「どうやらマリアにとって、私たちとフウセイは別扱いのようだ。やはりこれは……」

「惚れましたね、マリアさん」

　そんなニヤニヤ笑う二人に向かって、顔を赤くするマリアは大声で叫ぶ。

「そ、その話は終わり！　終わりです！」












「……ここ、どこだ？」

　目を覚ますと、そこは見知らぬ場所だった。

　暗い中、上から何かが大量にぶら下がっているのだけが見える。というか、狭い。とにかく狭い。まるで棺ひつぎの中にでもいるみたいだ。

　あと身体が動かない……いや、微かに動き始めるが、鉛なまりのように重い。まるで自分の身体じゃないみたいだ。何より頭が痛い、ズキズキと二日酔いみたいだ。

　少しずつ少しずつ身体を動かし、微かすかに光が差し込む、右の壁に手を伸ばす。

　壁は簡単に開いた。

　向こうには見知った光景が広がっていた。

「……俺の部屋のクローゼットの中じゃねぇか」

　なんとかクローゼットから這はい出だして日の光を浴びたことでようやく自分の体調に気が付く。

「いっぷしっ……というか寒っ！　マジで寒いんだけど！」

　身体が信じられないくらい冷たくなっている。下手すりゃ死んでしまうんじゃないだろうか？　というか、魂が外に出ていたんだったら、ある意味死んでいたんだろうな、俺。

「……とりあえず風呂に入ろう」

　身体を摩さすりながら、感覚とズレて動く両手両足を動かしながら、なんとか部屋の外へと出る。そして長い廊下を歩いていると、聞き慣れた声が聞こえてきた。

「風ふう星せい様、ようやく見つけましたよ」

　振り返ると、執事の咲さく夜やが近づいてくる。

「いったい五日間もどこをほっつき歩いていたのですか？　魔王ともあろうお方がそんなことでは困ります」

　相変わらず口うるさい年下の執事にため息が出る。

「というか、咲夜。主が五日間も姿を晦くらましていたのに、おかしいと思わなかったのか？　もしかしたら誘拐されたと心配くらいするもんじゃないか？」

「面白いことを言いますね、風星様。プライベートではいつもフラフラしていて、知り合った女性の家に転がり込み、数日間、下手をすれば数ヵ月は行方を晦ませる節操ナシの主の誘拐などを誰が疑うというのですか？　だいたい、この国でいったい誰が風星様を誘拐するというのですか？」

「まあ、誰もしないわな。そんな無駄なこと」

「そうですよ、まったく。もし心配してもらいたいのなら日頃の行いをきちんとしてください。そうしたら少しは心配して差し上げますから」

「ねぇ、なんでお前は俺の執事の癖くせにそんなに上から目線な訳？」

「主がだらしないからですよ」

　さいですか。

「それにしてもしばらく見ない間に随分と顔が青くなりましたね？」

「しばらくぶりだからじゃねぇよ。たった今、現在進行形で寒くて死にそうなんだよ。とりあえず風呂に入りたい」

「かしこまりました。では大浴場へ参りましょう。すぐに着替えを用意して参ります」

　そうテキパキと動き始める有能な執事。

「ところで風星様。今回はいったいどこに行っていらしたのですか？」

　着替えとタオルを一式持ち、俺の一歩後ろを歩く執事の質問に、肩を摩りながら答える。

「ああ。ちょっと変わった女三人と遊んできた」

「一度に複数の女性を相手にするとは流石さすがは魔王です」

「褒ほめてくれるのか？」

「ええ。英雄、色を好むと言いますから。ただ本音を言えば……」

「本音を言えば？」

「死ね、このクズ野郎」

　本当に、なんでコイツは俺の執事をしているんだか。

「お背中をお流ししましょうか？」

「結構、一人で入れる」

　服を脱ぎ、大浴場へと入る。

　湯気が立つ広い風呂は、今は俺一人の貸し切り状態。

　身体を流し、地下より汲くみ上あげている温泉に足から入り。冷えた身体を温めようやく人心地。

「こうして窓の外の景色を見るとようやく戻ってきたって感じがするな」

　地上五階にある大浴場の窓から見下ろす街の風景を見つめ、改めてそう思う。

　砂と太陽の中に広がる、石と水の国。

　いつもの景色、いつもの街並み。

　サシャ大陸の天てん竺じく国こく。

　俺が住む場所。

「風星様。身体を清められましたら、すぐにお仕事がございます」

　脱衣所の方から咲夜の声が聞こえてくる。

「仕事？」

「魔王としての仕事です」

　湿ったタオルで顔を拭う。

「それは重要な仕事のようだが、俺に何をさせるつもりだ？」

「我が天竺国の代表として、国外からいらした使者に会っていただきます」

「天竺国の国主である鳳ほう雷らい様ではなく、名前だけで何の権限もない魔王の称号を抱く俺がか？」

「遠方より起こしになった使者の一団が、魔王との謁えつ見けんを求められたのです。すでにこの宮殿に入られており、魔王の登場を今か今かと待たれています。正確にいえば六日前から待っていただいております」

「遠方よりの使者？」

「外がい海かいは遙か彼方。アルタジスタという大陸にあるナジーク公国からの使者様です」

　ナジーク公国、確かリンドが所属している【図書館】がある国だったはずだ。

「六日前」

　それは俺が誘拐される前日、大学の友人たちと夜通し酒を飲んでいた日だ。

　タイミングとしてはバッチリだな。

　俺がそんなことを考えているとも知らず、咲夜がつらつらと続ける。

「なんでも一年以上の航海を経て、このサシャ大陸へとやってきたそうです。そもそもアルタジスタ大陸というのは……」

「俺たちのご先祖様、初代魔王ヴァルフ・ア・レッドが生まれ育った大陸だろ？　凪なぎの海の向こうにあると言われていた幻の大陸」

「おや、よくご存じで」

「ついさっきまでいたからな」

「ご冗談を」

「というか、なんでご先祖様は、そっちの大陸からこのサシャ大陸へと移り住んだんだ？」

「伝承によると初代魔王が『この大陸に飽きたから別の場所に行きたい』と口にしたのが理由だそうです。交流の深かった他の種族たちの手を借り、自らが設計した船を完成させた初代魔王は新天地を目指して大海原へと飛び出したそうです」

「他の種族とは敵対関係じゃなかったのか？」

「まさか。伝承では初代魔王も今の魔王と同じような性格の方だったそうですよ」

「つまり偉大な人物だったと？」

「誰とでも仲良くなれるが、女癖が悪いところなどは非常にそっくりみたいだったみたいですね。現に他の種族の女性に散々手を出して、数えきれない恨みを買ったとか」

「それはサシャ大陸に渡ってからも変わらなかったじゃないか」

　魔王は貧しかったサシャ大陸の人々に多くの技術を伝え、余りある恵みをもたらした。だが同時にやりたい放題もしまくった。

　天竺国において、魔王とは発展と栄華の象徴であり、同時にろくでなしとはた迷惑な存在の代名詞でもある。

「初代魔王がオークやゴブリンなんかを従えていたっていうのは？」

「オークとゴブリンというのは、今巷ちまたで流は行やっているカードゲームに出てくる雑魚敵のアレですか？　あれは確か幻の大陸にだけ生息する亜人種たちがベースになっていましたね。それを初代魔王が従えていた？　ご冗談を、従える訳ないじゃないですか。だって連中は単なる害獣ですよ？　勝手に湧わいてきて他者に危害を加えるだけの存在。駆除はすれど飼い慣らす意味がどこにあります？」

「なるほどな。長い歴史の中で真実は闇やみに消え、誰かの都合の良い噓が後世に残る、か。どこも変わらないな」

「本当に今日はどうされたのですか？　随分と知的に見えますが？」

「いつものことだろ？」

「初めてのことだと思いますが？」

「……なあ、俺のことを魔王として敬う気ある？」

「ありますとも。風星様のことを仕えるに値する魔王であると思えたのなら」

　相変わらず、うちの執事は有能であり辛しん辣らつであるようだ。







　分不相応な衣装に着替え、謁見の間へと向かう。

　そこにはすでに使者の一団（二十人以上）が膝ひざを突いていた。

　この宮殿の主として客を迎える者として上座の席に座ると、さっそく使者の長おさを名乗る男が顔を上げる。

「お初にお目にかかります、魔王閣下。我が名はシンバット。遙か東にあるアルタジスタ大陸よりまかり越しました」

　三十代くらいの男。人を引き付けるような笑顔を浮かべるが、その物腰からただ者ではない雰囲気が漂っている。

　この男、とてつもなく強い。おそらくマリア級の傑けつ物ぶつだ。

「よくおいでくださった、シンバット殿。話は聞かせてもらっている。なんでもあの凪の海を渡ってこられたとか？」

「苦労しましたが、仲間たちの力を借り、風無き大海原に新たな航路を発見することができました。そして驚かされました。まさか遙か西の果てに、このような大陸があったとは」

「サシャは太陽と砂漠の大陸。そして我が天竺国は、人々の喉を潤うるおす豊富な水と作物を育てる肥ひ沃よくな土を作り出した学問と技術の国。ここは誰もが他者を慈いつくしみ、平和を愛する国です」

　天竺国の、というかサシャ大陸の人間は太陽の日で焼けた肌と黒い髪が特徴的だ。執事の咲夜を始め、俺の周りにいる誰もが同じ特徴を持っている。

「それにしても……まさか噂に聞く魔王様がこれほどお若い方であるとは」

　その目には好奇の色と同時に警戒の色も見てとれる。

「使者殿はどうやら勘違いされているようだ。魔王ヴァルフ・ア・レッドはただの人であり、とうの昔に亡くなっている。魔王の肩書きとは、その一族が代々受け継ぐだけの称号に過ぎず、なんの権力も価値もない。私自身、ただその血脈の末席にいるだけで、特別な存在ではないのです」

　魔王の血筋が濃く出る特徴として肌が焼けぬことが上げられる。だからこの国では一目見れば分かるのだ。魔王の血を受け継ぐ者か否かが。

「ご謙遜を。ここに滞在している間、そちらの咲夜殿から色々とお話は伺いました。曰く、『魔王の一族とは学問の一族。その中でも魔王の名を襲名できるのは、天竺国の国主が認めた、たった一握りの者たちのみである』と」

　ちらりと見れば、咲夜が何食わぬ顔をしている。

「咲夜殿はこうも申された。『風星殿は更なる研けん鑽さんを積むべく、この国の最高学府に未だ通い詰めている研究熱心な主である』と。さらに『風星殿は自分が心より仕えるべき主だ』ともおっしゃられていました。風星殿は随分と部下の方に慕われているのですな」

　咲夜、お前ふざけんな！　ただの一度も俺を慕うような素振りなんてみせたことねぇじゃねぇかよ！　外面ばっかり良く見せやがって！

　思いっきり睨んでやるが、件くだんの執事は何食わぬ顔でそっぽを向いている。

「ゴホン、あー、そこまで買いかぶらないでいただきたいですな、シンバット殿。魔王とは天竺国の名物のような存在。だいたいの者が選ばれますし、それほど珍しいものではないのです。もう一度言いますが、私自身は単なる若輩者であり、シンバット殿たちの考えるような魔王とはまったく違う存在です」

　散々、アルタジスタ大陸における魔王の悪評を聞いてきたので、念を押しておく。

　これに関しては心の中でリンドに感謝しておくことにする。

「どうやら先入観から要らぬ誤解をしていたようだ。大変失礼した」

「頭をお上げください、シンバット殿。私は気にしてはおりませぬゆえ」

「こうして出会ったのも何かの縁。我がナジーク公国は魔王殿がいらっしゃるこの天竺国と友好を結んでいきたいと考えております」

「それはこちらも同じことです。かつての魔王が旅立ったアルタジスタ大陸より三○○年の時を経て、こうして友好の使者が参られたことに運命を感じずにはおりません。天竺国とナジーク公国が深き友好を育はぐくみ、これを機に二つの大陸の平和と発展の架け橋になることを望みます」

　俺の言葉に、シンバットを始めとした使者の一団の表情が朗ほがらかな表情を浮かべる。

　咲夜も「やればできるじゃないですか」と言わんばかりに頷いている。というか、なんでお前はいつも上から目線なんだよ、年下の癖に、執事の癖に。

　まあなんにしてもこれで天竺国の代表としての魔王の仕事は終わりでいいだろう。

　では本題に入るとするか。

「ところでシンバット殿にお聞きしたいことがある」

「？　なんでしょう、魔王殿？」

「あなたたちの一団の中にナディという者がいると思うのだが？」

　突然俺が言い出した名前に、緩ゆるんでいた使者たちの表情が驚きに変わる。

「な、なぜ風星殿はナディをご存じで？」

　そりゃ、そいつがリンドに手を貸した誘拐犯の一人だからだよ。

「実はその者にはたいへん大きな借りがあってな。その借りは絶対に返さなければならないと思っている。つきましては即刻こちらに引き渡してもらいたいのだが？」

　どこのどいつだか知らないが、そいつのせいでとんでもない目にあったのだ。このまま許すつもりはない。さてどうしてやろうか？

　そんな「ふっふっふっ」と邪悪な笑みを浮かべる俺の表情を見ていた使者の一団の視線がとある一点に集まり出す。

　そこにいたのは、今にも泣き出しそうに震える幼い少女だった。

「……あれ？」

　おかしい。どういうことだ？　俺の予想では、ナディとは何食わぬ顔をした暗殺者顔の男だったのに。なんでこんな可愛らしい女の子が出てくる？

「あっ」

　そこで全てを察する。

　ナディとはリンドのたった一人の友人だ。だがよくよく考えれば、たとえそうであっても、リンドが自分の秘密（転生者であること）を打ち明けているとは思えない。

　つまりナディとは、十二歳の少女であるリンドが作れる友人であるということになる。それがオッサンの訳がなかった。というかどう考えても同世代の子供だった。

　怒りのあまりに早とちりし、こんな初歩的な考えに至らなかった己のミスをようやく悟った。

　しかし、すでに遅かった。

　ナディに目を向けていた使者の一団が冷たい視線をこちらに向けてきた。

　中でも殺気を放ち始めたのはシンバットである。

「ほう、つまり魔王殿は、友好の印として我が娘を供く物もつとして差し出せと申すか？」

　どうやらナディちゃんは、シンバットさんの娘であったらしい。というか供物って何？　誰もそんなこと言ってないんですけど。

　これには執事の咲夜も黙っていない。

「いやー、これは驚きました。魔王様は女性に対して節操がないとは思っていましたが、いつの間にそんな幼女趣味をお持ちになったのですかな？」

「誤解を招くことを言うな！　俺にそういう趣味はない！　俺の好みはむしろ、ナディちゃんの隣にいるような豊満な美女であって……」

「ほほぅ、つまり魔王殿は我が娘ナディだけでは飽き足らず、我が妻をも差し出せと？」

　どうやらナディちゃんの隣にいた美人さんはシンバットさんの奥さんだったようだ。

　ゆらりと立ち上がったシンバットが腰の剣に手を掛ける。

　ヤバイ、洒落になっていない。

「咲夜！」

　信頼する執事に思わず助けを求める。

　しかしこちらの執事も執事で、まるで虫けらを見るような目で俺を見ていた。

「誰がそっちの魔王らしさを出せといいました。バカですか？　バカなのですか？　他大陸から遙はる々ばるお越しになられた歴史的な使者に向かって何をほざいているのですか？　もう結構。いい加減愛想が尽きました。その首を刎はねられて、もう一度人生をやり直してください。……ささっ、シンバット様、遠慮はいりません。どうぞ気の済むまでご存分に。そのような魔王などいりませんので、切り刻んで砂漠にでも埋めて下さい」

「おい、咲夜！　冗談でもそんなこと言うな！」

「おや、お忘れですか、魔王様？　僕は冗談が嫌いです」

　ええ知っていますとも、大変よく知っていますとも！

　そして俺は《ナジームの大海王》と呼ばれる英雄シンバットに追い掛け回され、三日三晩逃げ続ける羽目になったのだった。








　　そして……




　紆余曲折がありながらもシンバットの誤解が解けたことで、天竺国とナジーク公国の間で正式に盟約が結ばれた。

　そして今、天竺国からの使者の一団がサシャ大陸の港からアルタジスタ大陸に向けて船団を出港させる準備を始めている。

　その中には魔王の姿もあるという。

「それで風星様。なぜわざわざご自分でアルタジスタ大陸へ向かうなどと言い出したのですか？」

　口が悪い有能執事の質問に魔王はこう答えたという。

「ちょっとばかり会いたい奴らがいるんだよ」

　魔王を乗せた船は、幻の大陸に向けて、まもなく出航する。









あとがき






　久しぶりに自分らしい作品を書けたかな？

　そんな風に思っている鳳おおとり乃の一かず真までございます。

　本作は昨年、自分がハマった某ぼう死しにゲー３に影響を受けて書いてた作品であります。

　何度死んだことか。だけどまたやってしまう。だってメチャクチャ面白いから。

　そこに九割の自分らしさをぶち込んだのが本作となります。

　どうでしたか？　皆さんは幾つくらい【読めた】でしょうか？

　最後に謝しや辞じを。

　本作に素敵なイラストを描かいていただいた天あま之の有ゆう先生には本当に感謝しております。

　また本作を世に出す為にご尽力いただきました方々。

　何よりこの本を読んでいただいた読者の皆さんに心よりのお礼を申し上げます。

　本当にありがとうございました。

　もし続きが書けるようでしたら、またお会いしましょう。
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